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は じ め に

　硫黄列島（火山列島）は、東京の約 1,000 キロ南に広がる小笠原諸島に属し、諸島の
中心である父島や母島が位置する小笠原群島から、さらに南西に約 300 キロ離れて点在
する、北硫黄島、硫黄島、南硫黄島の 3 つの島々からなっている。
　これらの島々は、同じ諸島に属しながら地形や人為の影響を受けた歴史がそれぞれ大
きく異なっている。北硫黄島は、最高標高 792 ｍ、中腹から上部には雲霧林が成立して
いる。急峻な地形が多いものの、海岸部や山頂部にやや規模の大きい緩傾斜地や平坦地
が存在し、列島中唯一の安定した流水が存在する。戦前には、50 年間ほど人が定住し
た歴史があり、当時持ち込まれたと考えられる動植物も存在している。硫黄島は、現在
も火山活動が継続し成長を続けており、父島をぬいて小笠原諸島中最大の島になった。
島はほとんどが平坦地で、中央部には列島中唯一の池沼や湿地が点在している。戦前か
ら多くの人が定住して開拓され、自然環境からみても戦禍による極端な破壊を受けた歴
史があり、列島中もっとも強い人為改変を受けた特殊な環境である。現在みられる動植
物の多くは、戦後に非意図的に導入された外来種である。南硫黄島は、最高標高 916 ｍ、
平均斜度 60 度という、特に急峻な地形で、北硫黄島と同様に中腹以上は雲霧林が発達
する。他の島とは大きく異なり、歴史上人が定住した記録がなく、原生環境が保全され
てきた世界的にみても貴重な島である。
　このように、島々は隣接して存在しながら異なる環境を持っているため、比較対象と
して研究に好適な稀有の条件を備えている。例えば、南北硫黄島は、どちらも雲霧林が
存在する一見環境の類似した島ではあるが、人為の影響の有無という極端な違いがある。
島の動植物はそれぞれ異なった組成を持ち、列島固有種に加え、それぞれの島固有種も
知られている。また、島の動植物相の起源として、距離的に近い小笠原群島だけではなく、
伊豆諸島との関連が指摘される分類群も存在することは興味深い。
　硫黄列島の調査は、国内でも屈指の遠隔地に位置し、とくに山頂部は登山隊のサポー
トが必要な危険度の高い環境であることから、歴史的にもわずかな調査しか実施されて
いない。本報告書は、これまでの硫黄列島の動植物に関する知見を総括したものである。
研究が進行しているすべての分野をカバーすることはできなかったが、2000 年代から
硫黄列島での探検調査で苦楽を共にしてきた、小笠原研究のエキスパートを中心に、当
館地学分野の学芸員にも参加してもらい、現況を概観できる報告書を作成することがで
きた。
　2021 年夏に開催した特別展「絶海の自然　硫黄列島をゆく」やその展示解説書、本
報告書が、過酷だが稀有な経験のできる、硫黄列島調査の将来を担う若手研究者参入の
きっかけとなることを願っている。本総合研究を進めるにあたり多数の方々に協力をい
ただいた。深く感謝申し上げる。 

2022 年 3 月　　　　　　　　
神奈川県立生命の星・地球博物館
総合研究代表　　苅部　治紀　　  
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1. はじめに

　伊豆小笠原弧は、伊豆小笠原海溝からフィリピン海プ
レートの下に沈み込む太平洋プレートによって形成され
た海洋性島弧で、海洋上には北から伊豆大島、三宅島、
八丈島、青ヶ島、鳥島、孀

そうふがん

婦岩につらなる伊豆諸島と、
北硫黄島、硫黄島、南硫黄島からなる硫黄列島（火山列島）
が連なる。硫黄列島については、当館の総合研究「小笠
原諸島火山列島における動植物相と島嶼での進化（研究
代表：苅部治紀）」において、特に動植物についての調査
研究がなされ、その成果は 2021年度の神奈川県立生命の
星・地球博物館主催特別展「絶海の自然　硫黄列島をゆ
く」で紹介した。この特別展および展示解説書では、硫
黄列島の地形、地質を簡単に紹介した。本報告では、あ
らためて北硫黄島、硫黄島、南硫黄島の地形、地質、形
成史、岩石についてのレビューを行うとともに、南硫黄
島の北東約 5 kmに位置する福徳岡ノ場海底火山の 2021
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年の噴火に伴う漂着軽石について、岩石学的記載と全岩
化学組成を公表する。なお、本稿の執筆にあたり、新井
田が硫黄列島の位置及び硫黄列島の地形的な特徴を、西
澤が 2021年の福徳岡ノ場火山噴火の軽石の岩石学的記載
を、それ以外の部分を山下が担当した。

2. 硫黄列島の位置

　伊豆小笠原海溝の西側には北端の伊豆大島から八丈島、
青ヶ島、鳥島などを経て孀婦岩に連なる伊豆諸島がある。
図 1では 1,000ｍ間隔の等深線を示しており、伊豆諸島
周辺は、水深 2,000ｍより浅くなっていることがわかる。
さらに南方へ向け、島だけでなく海面まで達していない
海山・海丘が連続しており、延長線上に近年活発な火山
活動により成長を続けている知られる西之島や硫黄列島
が存在する。これを七島－硫黄島海嶺と呼ぶ。聟島を中
心とした聟島列島、父島・兄島を中心とした父島列島、
母島を中心とした母島列島を合わせた小笠原群島は、こ
の海嶺よりも東側の前弧側にあり、伊豆小笠原海溝に近
い位置にある。
　本稿で列島名は、国土地理院の地形図によると「火山（硫
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硫黄列島の地形・地質概要

Geographical and Geological Overview of the Iwo Islands

山下浩之 1)・新井田秀一 1)・西澤文勝 1)

Hiroyuki YAMASHITA1）, Shuichi NIIDA1) &  Fumikatsu NISHIZAWA1)

Abstract.   The Iwo Islands are volcanic islands of Quaternary age, located along a volcanic front at the 
southern end of the Izu-Ogasawara Arc. The islands consist of the Kita-Iwo-To, Iwo-To, and Minami-Iwo-To 
islands. Here, we present the results of geomorphological, geological, and petrological investigations of each 
island. The Kita-Iwo-To island, the summit of a submarine stratovolcano, is composed of basalt of the sub-
alkali rock series. The Iwo-To island emerged from the sea surface as the central cone of a caldera, which is 
approximately 10 km in diameter, and was formed at the summit of a stratovolcano. It is composed of trachyte 
or trachyandesite. The Minami-Iwo-To island, which is composed of basalt, is located on the southern rim of 
the Kitafukutoku Caldera, and has the Fukutoku-oka-noba Volcano as the central cone.
　　We also report on the petrological and geochemical descriptions of pumice that drifted to the Nansei 
Islands and the Kanagawa Prefecture, following the eruption of the Fukutoku-oka-noba Volcano in 2021. 
The pumice can be classified into seven types based on morphological characteristics. Petrographically, the 
pumice can be classified as trachyte or trachyandesite.

Key words:    硫黄列島、北硫黄島、硫黄島、南硫黄島、福徳岡の場
　　　　　　Iwo islands, Kita-Iwo-To island,Iwo-To island, Minami-Iwo To island, Fukutoku-oka-noba
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黄）列島」となっているが「硫黄列島」と表記する。な
お、地図に示す地名の統一を図る目的で国土地理院と海
上保安庁海洋情報部の間に昭和 35年から設置されてい
る「地名等の統一に関する連絡協議会」においては、火
山 (硫黄 )列島は、西之島、北硫黄島、硫黄島、南硫黄
島からなることが両者の間で確認されているが（安城・
割田、2009)本稿では、北硫黄島、硫黄島、南硫黄島の
３島を扱う。最南端の南硫黄島までは、本州から約 1,200 
kmの距離にある。硫黄列島周辺の地形を示したものが図
２(a)である。等高線・等深線は 100ｍ間隔である。
　地形を紹介する図はすべて Generic Mapping Tools 
Version 4.5.6（GMT：https://www.soest.hawaii.edu/gmt/）
によって作成した。図の作成に当たっては、陸上地形は
国土地理院の基盤地図情報数値標高モデルを使用したが、
海底地形については、日本海洋情報センター（https://www.
jodc.go.jp/jodcweb/index_ j.html）が公開している 500 m メッ
シュ水深データ（J-EGG500）と，内閣府南海トラフの巨
大地震モデル検討会が評価検討に使用した地形データ（G 
空間情報センター：https://www.geospatial.jp/gp_front/）を
組み合わせた。陸上から海底まで連続するデジタル地形
の作成は新井田（2021）による。
　図２のエリアには海上には３島しか現れていないが、
海底にはいくつもの海丘・海山がみられる。図２(b)は、
図２(a)に赤線区間 A-Bで示す南北方向の断面図である。
北硫黄島の西側には、噴火浅根や噴火浅根西ノ瀬、北側

には北硫黄堆や北海勢堆といった水深 1,000ｍより浅い
高まりがある。北硫黄島と硫黄島の間は、1,250ｍ程度
の谷によって隔てられており、硫黄島から南硫黄島まで
は海勢海丘、海神海丘、北福徳海山などの 1,000ｍより
浅い海域がある。南硫黄島の南側には、西福徳海山や福
徳海山がある。
　北硫黄島、硫黄島、南硫黄島の各島の東西方向の断面
図を図 3に示す。図２(a)の赤線区間 C－ Dが図 3(a)の
北硫黄島東西断面図に、E－ F区間が図 3(b)の硫黄島東
西断面図に、G－Ｈ区間が図 3(c)の南硫黄島東西断面に
相当する。

３. 地質各論

　地形、地質、形成史、岩石について、それぞれ北硫黄島、
硫黄島、南硫黄島ごとに紹介する。また、南硫黄島の北
東約 5 kmに位置する福徳岡ノ場火山の概略と 2021年噴
火で漂着した軽石について、岩石学的特徴と地球化学的
特徴を報告する。

3-1. 北硫黄島

　北硫黄島は、西之島を除くと硫黄列島最北端の火山島
である。火山活動の記録はない。面積は、5.56 km2（国土
地理院 , 2021）。水深 2,000ｍ付近からそびえる海底火山
で、図３(a)では陸上に現れている部分が巨大な海底火山
の頂部に相当する。図２(b)ではピークである榊ヶ峰（標

図 1．海陸合成 DEM を用いた日本列島から南西諸島・小笠原諸島までの海底地形図 .
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図 2．海陸合成 DEM を用いた硫黄列島周辺の海底地形図 (a) と南北断面図 (b).
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高 792ｍ）の北側標高 700ｍあたりに平坦面があること
がわかる。ここは「三万坪」と呼ばれ、陥没地形（カルデラ）
と考えられている。
　地質に関する研究成果は南硫黄島に次いで少なく、今
回の報告では、菊池・今泉（1984）と中野・古川（2009）
に基づき紹介する。なお、研究史については中野・古川
が詳しい。
　北硫黄島の地形および地質学的研究が網羅的に報告さ
れたのは、菊池・今泉（1984）である。菊池・今泉（1984）は、
海上より島の全周を観察し、地質図を作成した。また火
砕物が不整合に接する堆積構造から、山体を古期北硫黄
火山と新期北硫黄火山に区分し、島の北東部にある火口
状の地形を火口と見なし古期北硫黄火山に、島の南部の
榊ヶ峰を含む南北に細長い稜線を火口縁とみなし、新期
北硫黄火山の火口とした。古期北硫黄火山は 1万年前に
海底火山として活動し、火山島を形成、8,000年前まで
浸食・削剥され、その後新期火山が形成したと考察した。
　中野・古川（2009）が、地形、地質及び岩石につい
て詳細な報告を行っている。それによると、菊池・今
泉（1984）と同様に、北硫黄島は古期火山と新期火山
に区分され、その境界には不整合が発達することを確認

したが、菊池・今泉（1984）とは境界の位置が異なる
とした。山体は、成層した凝灰岩、火山礫凝灰岩、凝灰
角礫岩、アア溶岩の塊状部・クリンカーの累重が卓越
し、現在の陸上部分は水中噴火の痕跡は見られず、陸上
で成長したものとした。また、167本の放射状岩脈を海
食崖から確認した。採集した岩石について、全岩化学分
析を行い、全岩化学組成（主要元素）の報告を行った。
それによると、岩石は、low-Kから medium-Kの玄武岩
（SiO2=47.3 - 51.2 wt.%、K2O = 0.17 - 0.57 wt.%） が 19
点と、medium-Kの安山岩（SiO2 = 58.6 wt.%、K2O = 1.14 
wt.%）が 1点であった。古期火山と新期火山の間に化学
組成に差は認められず、また、溶岩と岩脈が同じ組成で
あることを報告した。玄武岩は斜長石の斑晶に富み、そ
の他の斑晶に橄欖石±単斜輝石だが、無斑晶質の玄武岩
も確認されている。安山岩は無斑晶質に近く、斜長石、
単斜輝石のほかごく少量の橄欖石斑晶を含み、古期火山
を貫く岩脈として報告している。

3-2. 硫黄島

　硫黄島は、面積が 27.73km2（国土地理院、2021）と
小笠原諸島最大の島で、現在も地熱活動が活発で、島内

図 3. 海陸合成 DEM を用いた硫黄列島各島周辺の東西断面図 . (a)：北硫黄島，(b)：硫黄島，(c)：南硫黄島 .
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や周辺海域でしばしば水蒸気爆発が起こる火山島である。
　硫黄島の地形は、貝塚ほか（1983; 1985）で報告され
ている。南北断面の図２(b)や東西断面の図３(b)が示す
ように、硫黄島は、海底面からの比高が 2,000 m以上の
成層火山で、山頂部に直径約 10 kmのカルデラ（大部分
は海面下）が存在する。硫黄島本体がカルデラ中央の火
山に相当し、特に火山の中心部は北寄りの元山地域で標
高 100-120 mの平坦な台地状の地形をなしている。西
側の釡岩や北西側の監獄岩、東側の東岩などがカルデラ
壁に相当する。最高峰の摺鉢山（標高 161ｍ）はカルデ
ラ縁外に生じた側火山とした。地殻変動が継続しており、
摺鉢山の中心部を除くほぼ全島に海成段丘が発達する。
最高位の段丘面で採集された造礁珊瑚の 14C年代から、
年間隆起率を 15～ 20 cmと推定している。
　長井・小林（2015）は、貝塚ほか（1983; 1985）の
報告を基に、地質図を作成し、層序ブロックダイアグラ
ムを作成した。層序を決定するにあたり年代測定を行っ
た。すなわち、釡岩のビーチロック堆積物中の貝殻試料
および、日出浜火砕流堆積物の火山砂層中の炭化木片で
14C年代測定を行い、釡岩のビーチロック堆積物が 2.0 
cal kBPに堆積、日出浜火砕流堆積物が 2.7 cal kBPに噴
出したとした。また、外輪山の一部を構成する比較的古
い可能性のある岩石を K-Ar年代測定を行ったが、信頼で
きる年代値を得ることができず、後期更新世以降の噴出
物とまでしか断定できなかったとしている。
　長井・小林（2015）による、硫黄島の形成史は次の通り。
外輪山については、粗面安山岩から粗面岩質マグマの活
動形成されていることから、カルデラ形成後と似たマグ
マ組成、噴火様式があったことが予測されるが、山体構
造や活動年代も不明な点が多い。カルデラ地形がいつ誕
生したのかは不明であるが、2.7 cal kBPの元山噴火以前
に、既に堆積盆としてのカルデラ底が存在していた可能
性を指摘した。元山噴火（2.7 cal kBP）は粗面岩質マグ
マによる火砕流を伴う大規模な噴火で、日出浜火砕流堆
積物として水中に堆積した。その後、元山溶岩が流出し、
厚さ 70 m以上のドーム状の水中溶岩流を形成した。元
山溶岩がまだ高温時に、地滑り的に崩壊を起こし、金剛
岩火砕堆積物として定置した。続いて、再び大規模な火
砕噴火が起こり、元山溶岩の山体や周辺の旧山体、海底
堆積物を破壊・侵食しつつ、四方に水中火砕流として流
下した。この火砕流による水中堆積物の厚さは 100 mに
達する。その後、カルデラ南西縁の外側付近の海底で、
粗面岩質マグマの爆発的噴火が起こった。初期に流下し
た水中火砕流は、摺鉢山下部火砕堆積物として定置した。
さらに摺鉢山北部の浅海で水蒸気マグマ爆発が起こり、
水中火砕流や水中火砕サージが発生し、摺鉢山中部火砕
堆積物が形成した。引き続き摺鉢山溶岩が流出し、火山
島を形成した。その後、ある程度の時間間隙を経て、摺
鉢山溶岩の島内で、やや K2Oに乏しい粗面岩質マグマの
噴火が起こり、火砕丘を形成した。カルデラ内では、マ
グマの浅所貫入により元山を中心にカルデラ底の隆起が
始まり、遅くとも 0.5 kBP頃までには元山の上部は海面
に達し、硫黄島が誕生した。この隆起運動は現在も継続
しており、硫黄島の周囲には海岸段丘を形成しながら島

の面積を広げている。
　長井・小林（2015）では、さらに、火砕岩を含む岩石
の記載と全岩化学分析を実施した。初期の監獄岩溶岩か
ら摺鉢山上部火砕流堆積物まで偏光顕微鏡観察を実施し
た結果、斑晶鉱物に斜長石、単斜輝石、橄欖石、鉄チタ
ン酸化物と少量の燐灰石を伴うことを報告した。斑晶量
は 5～ 30 vol.%で多くは 10～ 15 vol.%程度であった。
苦鉄質な資料ほど斑晶量が多い傾向が見られた。全岩化
学組成は、SiO2が 57.2～ 61.8 wt.%の範囲に集中する。
詳細には主に SiO2含有量から 4つのグループに分けたが、
マグマの成因については議論していない。
　小坂ほか（1985）は、硫黄島の火山活動と地球化学、
岩石の地球化学的特徴を記載した。その中で、硫黄島お
よび海底を含めた硫黄島近海の岩石の化学分析を実施し
た。その結果、全試料を通じて SiO2が 53 - 60 wt.%で、
Na2O+K2O含有量が 8.07～ 10.53 wt.%で、粗面安山岩
から粗面岩に該当した。硫黄島近海の岩石については、
粗面安山岩から粗面岩に該当するものの、沖合の資料で
は SiO2含有量が 57.2 wt.%から 53.1 wt.%まで減少する
ことを指摘している。

3-3. 南硫黄島

　南硫黄島は、硫黄列島最南端の火山島である。火山活
動の記録はない。図２(b)が示すように、福徳岡ノ場火山
を中央火口丘とする北福徳カルデラの南縁に位置する。
陸上部は平坦面がほとんどなく、円錐形に近い形をして
いることが図３(c)の断面図から示される。地質に関する
研究成果は極めて少なく、湯浅・玉木（1982）、福山（1983）、
中野（2008）に限る。今回の報告では、これらの報告に
基づき、南硫黄島を紹介する。
　湯浅・玉木（1982）は、1979年に短時間南硫黄島に
上陸して岩石採集を行い、そこで得られた岩石資料から、
岩石学的記載と全岩化学組成、および鉱物の化学組成を
報告している。本報告では、唯一鉱物の化学組成が報告
されている。報告された岩石は、普通輝石橄欖石玄武岩
の溶岩及び岩脈であった。
　1982年に自然環境の解明のための動植物、地質調査
がなされ、その結果が福山（1983）でまとめられている。
この福山（1983）が、南硫黄島の地質を網羅的に調査し
た第一報と思われる。福山（1983）の報告の概要は以下
の通り。
　南硫黄島の山頂には東半分を欠いた火口があり、約
50 mの窪みをなしている。島は火山岩からなるが噴火の
記録はない。島を構成する岩石は、玄武岩質の溶岩流と
アグルチネート（溶結集塊岩）で、強く溶結しているた
めに急な斜面が保たれている。海面上の山体は、溶岩流
とアグルチネート（溶結集塊岩）、火砕流堆積物、空中降
下スコリア及び火山灰層、岩脈群より構成され、すべて
陸上噴出物で、岩質は玄武岩質である。体積率は、溶岩
流とアグルチネートが大半を占める。山体を、空中降下
火砕物によって噴火活動を、古期火山 I（OV1）、古期火
山 II（OV2）、新規火山（YV）に区分した。また、溶岩
の熱残留磁化方位がすべて正のため、島の形成は古くと
も数 10万年前以降と推測した。これらの結果から、数
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十万年前に南硫黄島海底火山は海面上まで成長し古期火
山 I（OV1）を形成。その後休止期を挟んだ後、溶岩とア
グルチネートを噴出し古期火山 II（OV2）を形成。その
後、現在の山頂火口からスコリア質ラピリ、火山灰を噴出。
後にアグルチネートを噴出するストロンボリ式噴火を繰
り返し現在の高度まで成長したという形成史を考えた。
岩石は、溶岩、火砕岩ともすべて玄武岩質で、斑晶鉱物
の組み合わせから、アンカラマイト、橄欖石玄武岩、普
通輝石・橄欖石玄武岩に区分され、古期火山では、これ
らすべてを産し、溶岩と岩脈でも同様であった。斑状組
織の溶岩がほとんどだが、岩脈の急冷縁では無斑晶質岩
石も産する。斑晶鉱物は、橄欖石、普通輝石、斜長石、
磁鉄鉱で、石基鉱物も同様である。新期火山では橄欖石
玄武岩が卓越する。全岩化学組成から、CIPWノルム計
算を実施し、その結果、ノルム石英は計算されず、ノル
ムネフェリンが計算され、アルカリ岩が含まれているこ
とが確認されている。このようなアルカリ岩が火山前線
にあることは珍しいことを指摘した。
　中野（2008）は、2007年に実施された南硫黄島の学術
調査の報告を行っている。中野（2008）は、山体を古期
火山噴出物 -1、古期火山噴出物 -2、南部中期火山噴出物、
北部中期火山噴出物、新期火山噴出物に区分した。この
うち古期火山噴出物 -1は、福山（1983）の古期火山 I（OV1）
に、古期火山噴出物 -2は福山（1983）の古期火山 II（OV2）
に相当するとした。その他、岩脈の数を測定し、254本
を確認、さらにそのうちの岩脈 197本を計測し、岩脈幅
10 cmから300 cmまで、平均が99 cmであることを確認し、
走向は山頂方向を示すことから、山頂火口下の火道から、
放射状に発達した岩脈であるとした。福山（1983）で報
告された山頂火口については、直径が約 150ｍ、深さ 30-
40 mの火口であることを報告した。また、側噴火の痕跡
は見あたらないとしている。岩石については、湯浅・玉
木（1982）や福山（1983）と同じであったが、特徴的に
単斜輝石を 40 - 50 vol.%程度含む玄武岩を報告している。

3-4. 福徳岡ノ場海底火山

　福徳岡ノ場海底火山は、図２(b)南北断面が示すよう
に南硫黄島、北福徳堆などからなる南北約 30km、東西
約 15kmにわたる巨大な複合火山体の中央部に位置する、
北福徳カルデラの中央火口丘である（伊藤ほか , 2011）。
これまで 1904-1905年、1914年、1986-1987年、2005年、
2010年に噴火が確認されている。このうち、1904-1905
年、1914年、1986-1987年の噴火では新島が形成された
が、波蝕により消滅した（伊藤ほか , 2011）。噴出物は、
硫黄島と同じく粗面岩質のアルカリ岩であることが報告
されている（小坂ほか , 1990b）。また、1986-1987年の
噴火で放出された軽石は、海流に乗って琉球列島に漂着
したことが報告されている（加藤 , 1988）。さらに 1986-
1987年噴火の 4年後の 1991年には、相模湾にまで福徳
岡ノ場起源の軽石が漂着したことが報告されている（森
ほか , 1992）。

3-4-1. 福徳岡ノ場海底火山 2021 噴火

　2021年 8月 13日から 15日にかけて福徳岡ノ場では大

規模な海底噴火が発生した。噴火は，13日 6時前に発生し，
初期にプリニー式噴火を行った後，後半は間欠的なスル
ツエ式噴火に移行し、15日 15時 55分の噴火を最後に終
了した（及川ほか , 2021; 産業技術総合研究研 , 2021）。気
象衛星ひまわりから観測された噴煙高度は 16,000 m以上
に達した（気象庁 , 2021）。噴出物量は約 1~5億 m3（DRE
換算）と推定され、火山爆発指数（VEI: Newhall and Self, 
1982）および噴火マグニチュード（噴火M：早川 , 1991；
Pyle, 2000）は、それぞれ VEI=4、噴火M＝ 4.5~5.1と推
定されている（産業技術総合研究研 , 2021）。また、この
噴火により 8月 15日には新たな火砕丘が形成されたが、
衛星画像の解析から 2022年 12月初旬には陸域は消滅し
たとされる（気象研究所 , 2021）。この噴火に伴い、海域
に大量の軽石が供給され、形成された軽石ラフトの漂流・
拡散が確認された（池上 , 2021）。漂着した軽石は 2021
年 10月上旬以降に南西諸島に到達し、同年 11月中旬以
降に伊豆諸島においても確認されている (産業技術総合
研究所「日本の火山データベース」から引用 )。

3-4-2. 軽石の形態的特徴

　ここでは、福徳丘ノ場における 2021年の噴火後に沖縄
県内に漂着し採取された軽石について、肉眼的観察に基
づいてその形態的な特徴を示す。観察に用いた軽石礫は、
沖縄本島の沖縄県国頭郡今帰仁村および国頭郡大宜味村
において、それぞれ 2021年 10月 26日、11月 23日に採
取され、当館に持ち込まれたサンプルである。図４に採
取地点の位置情報とともに、得られた軽石礫の形態的な
多様性を示す代表的な軽石礫の外観をまとめた。軽石礫
は、形態的な特徴（色・外形・組織）に応じ、７種類に
分類した。なお、持ち込まれた試料については、採取の
基準が設定されていないため、本稿では定性的な分類に
とどめる。
　得られたサンプルのうち、最も多く見られたのは、灰
白色を呈する軽石礫（Type-A）である（図 4A）。長径
が 5 cmに満たない軽石のほとんどはこの灰白色軽石で
ある。この軽石礫は、表面に凹凸が少なく、よく円磨さ
れた特徴をもつとともに、単斜輝石や斜長石、黒色ガラ
スからなる集斑晶をもつ。また、表面にはパン皮状の亀
裂やひびがみられるものもある。明灰色を呈する軽石
(Type-B)は、繊維状に引き伸ばされた構造が見られ、ガ
ラス光沢がある（図 4B）。灰褐色を呈する軽石（Type-C）
は、灰白色のものに比べ、丸い気泡が目立ち、その径も
大きい特徴をもつ（図 4C）。また、標本全体の個数に対
して数は少ないが、茶褐色（Type-D）や黒色を呈する
軽石礫（Type-E）も認められる (図 4D, E)。茶褐色およ
び黒色の軽石礫にはガラス光沢がある。また、灰白色部
と黒色部とが縞状あるいは不定形に接する外観を呈する
もの（Type-F）もみられる（図 4F）。全体のうち頻度は
少ないが、灰色部と暗灰色部が 1~2 mm未満の厚さで縞
状に混じり合う軽石（Type-G）が存在する（図 4G-1, 4G-
2）。このような縞状を呈する特徴をもつ軽石礫のうち、
最も噴火後の摩耗や破壊が少ないとみられる今帰仁村で
採取された試料は、一部に急冷されたとみられるクラッ
クが発達する、著しく発泡に乏しいガラス化した黒色部
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図 4. 漂着軽石の形態的多様性 . A, B, C, D, E, F および G-2
の軽石礫は沖縄県国頭郡大宜味村（26° 42'10.8"N; 
128° 07'24.4"E）において、G-1 のみ沖縄県国頭郡今
帰仁村（26° 42'20.4"N; 127° 56'48.5"E）において採
取された .

硫黄列島の地形・地質概要
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をもつ（図 4G-2）。
　産業技術総合研究所（2021）は、8月 22日 8時に軽
石ラフトから採取した軽石の形態的特徴を、表面は平滑
でなく凹凸のある形状をなし、凹んだ分に沿って網目状
にクラックが発達する形状をなすと報告した。一方、今
回観察した試料は、これらの特徴が顕著ではなかった。
これは今回の試料が噴火から２ヶ月以上経過しているこ
とや、浜辺に漂着したものであることから、噴火直後に
比べて軽石礫の摩耗、破壊が進んでいたためと考えられ
る。また、外側が細かく内側で大きいとする気泡径の特
徴（産業技術総合研究所 , 2021）、については灰褐色を
呈する Type-Cの軽石礫（図 4C）で顕著に認められた。

４. 岩石の全岩化学組成

　硫黄列島に見られる火山岩の全岩化学組成について比
較を行った（図 5）。北硫黄島の火山岩の全岩化学組成は、
中野・古川（2009）、津屋（1936）および岩崎（1937）に
よるもので、硫黄列島の中では Total alkali値が低く、Cox 
et al. (1979)に基づく Total alkali-SiO2ダイアグラムでは、

sub-alkali rock seriesの玄武岩に分類される。また、FeO/
MgO-SiO2図では、ソレアイト岩系に区分される。硫黄
島の火山岩の全岩化学組成は長井・小林（2015）、小坂ほ
か（1985, 1990b）、吉田ほか（1987）、津屋（1936）およ
び岩崎（1937）によるもので、Cox et al. （1979）に基づ
く Total alkali-SiO2ダイアグラムでは、大部分が粗面岩か
ら粗面安山岩に区分され、一部がベンモレアイトやミュー
ジアライトに区分される。
　なお、硫黄島のアルカリ岩類のマグマの成因について
は未解決であり、今後の研究課題である。南硫黄島の火
山岩の全岩化学組成は福山（1983）および湯浅・玉木
（1982）によるもので、広義には玄武岩に区分されるが、
Cox et al. (1979)に基づく Total alkali-SiO2ダイアグラム
では、Total alkali値が、alkali rock seriesと sub-alkali rock 
seriesの境界付近にまたがる。そのため、CIPWノルム計
算でノルムネフェリンが計算されるのであろう。
　福徳岡ノ場の軽石については、小坂ほか（1990b）お
よび吉田ほか（1987）らによる、従来の研究成果から、
福徳岡ノ場由来の軽石は、ベンモアナイトから粗面岩、

図 5．硫黄列島に産する火山岩およ
び硫黄列島福徳岡ノ場起源軽石の
全岩組成比較．A: Total alkali-SiO2

図．B: FeO/MgO-SiO2 図．
　　分析値は，西之島が海野・中野

（2007）および小坂ほか（1990a），
北硫黄島が中野・古川（2009），
津屋（1936）および岩崎（1937），
硫黄島が長井・小林（2015），小
坂ほか（1985, 1990b），吉田ほか

（1987），津屋（1936）および岩崎
（1937），南硫黄島が福山（1983）
および湯浅・玉木（1982），福徳
岡ノ場が小坂ほか（1990b）およ
び吉田ほか（1987），漂着軽石は
本研究．Total alkali-SiO2 ダイアグ
ラム中の岩石の分類は Cox et al. 
(1979) に，FeO/MgO-SiO2 ダ イ ア
グラム中のソレアイト岩系とカル
クアルカリ岩系の境界は，Miyas-
hiro (1974) に基づく．

山下ほか
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表 1.福徳岡ノ場火山起源の漂着軽石の全岩化学組成

               Nansei Islands     
 Okinawa Prefecture   Kagashima Pref.  
 Nakagusuku                 Ogimi  Kikaijima Mitohama Jyougashima
   type-A   type-A   type-E   type-C   type-A   type-A
Major elements (wt. %)      
SiO2   62.65   61.40   62.51   61.77   62.65   63.07
TiO2     0.56     0.58     0.57     0.57     0.56     0.55
Al2O3   16.11   15.92   16.30   16.07   16.86   16.36
Fe2O3     5.03     5.34     5.20     5.06     5.00     4.89
MnO     0.17     0.18     0.17     0.17     0.17     0.17
MgO    1.66     1.88     1.53     1.44     1.46     1.56
CaO     2.95     3.60     3.09     3.08     3.40     2.97
Na2O     5.34     5.58     5.51     5.05     5.33     5.42
K2O     4.67     4.44     4.61     4.64     4.35     4.64
P2O5     0.21     0.23     0.22     0.22     0.23     0.22
total   99.35   99.14   99.71   98.05 100.00   99.84
L.O.I.     1.16     1.32     1.66     0.26     0.72     3.47
      
Trace elements (ppm)      
Ba   1587   1538   1584   1570   1605   1604
Cr       16       19         4.3         7.3       18       14
Cu       25       19       25       28       18       15
Nb       12       12       12       13       11       13
Ni         8.5         8.0         5.2         5.9         3.9         6.3
Rb       97       91       93       94       88       96
Sr     425     472     462     461     585     473
V       75       85       81       77       75       67
Y       34       35       34       35       33       34
Zn       88       76       91       96       92       90
Zr     254     243     251     252     238     256

Kanagawa Prefecture

粗面安山岩の組成をもつことが知られている（図 5A）。
今回、小坂ほか（1990b）および吉田ほか（1987）の
分析結果に合わせて、沖縄県大宜味村、鹿児島県喜界島
および神奈川県に漂着した、計６点の福徳岡ノ場火山の
2021年 8月の噴火由来と思われる漂着軽石について、
全岩化学分析を実施して比較を行った。全岩化学分析
は、当館設置の蛍光 X線分析装置（（株）リガク Primus 
II）を用いて検量線法にて実施した。全岩化学分析を行っ
た元素は、主要元素（SiO2、TiO2、Al2O3、Fe2O3、MnO、
MgO、CaO、Na2O、K2O、P2O5 の 10元素）と、微量元
素（Ba、Cr、Cu、Nb、Ni、Rb、Sr、V、Y、Zn、Zr の
11元素）である。各元素の分析条件については Rigaku 
（2013）を参考にした。漂着軽石は、１週間程度蒸留水
につけて塩抜きを行った後、恒温器で乾燥させ、タング
ステンカーバイト製乳鉢で軽く粗割してからメノウ乳鉢
で粉砕して粉末試料を作成した。作成した粉末試料は、
850℃で強熱減量し、揮発性元素（主には水分）を算出
した後、同じ試料にてガラスビードを作製した。分析結
果を表 1に示す。
　６点の試料の分析結果から、主要元素、微量元素とも
大差は見られず、同起源の軽石であることが推定される。
ただし、含水量（LOI）には違いが見られた。SiO2含有
量は 61.40 から 63.77 wt.%、Na2O+K2O 値は、9.68 から

10.13 wt.%で、Cox et al. (1979)に基づく Total alkali-SiO2

ダイアグラムでは、粗面岩に相当する（図 5A）。K2Oを
はじめ、Baや Rb、Srなどの LIL元素が高いことが特徴
的である。漂着軽石と、これまでに知られている福徳
岡ノ場起源の軽石の組成（小坂ほか , 1990b、吉田ほか , 
1987）と比較したところ、組成の違いが見られないこと
から、漂着軽石は福徳岡ノ場起源と断定できる（図 5）。
なお、福徳岡ノ場起源の軽石は、硫黄島と同じく粗面岩
質のアルカリ岩とされているが（小坂 , 1990b）、福徳岡
ノ場の軽石は、硫黄島の粗面岩及び粗面安山岩と比較し
て、FeO/MgO比が高いことで特徴づけられる。

５. おわりに

　硫黄列島を構成する、北硫黄島、硫黄島、南硫黄島の
３島について、地形、地質及び島を構成する岩石に関す
るこれまでの研究を概観した。３島のうち、硫黄島は自
衛隊の基地があることなどから、比較的地質調査が行わ
れているが、北硫黄島と南硫黄島に関する地質学的な情
報は極めて少ない。岩石学的には、low-Kから medium-K
のソレアイト岩系の玄武岩が見られる北硫黄島から、ア
ルカリ岩を産する硫黄島、そして alkali rock seriesと sub-
alkali rock seriesの両方を産する南硫黄島と、隣接する地
域で異なる種類の火山岩を産するメカニズムは大変興味

表中の “type” は軽石の形態的特徴の分類に基づく .

硫黄列島の地形・地質概要
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深い。マグマの成因の究明は今後の研究課題となろう。
一方、漂着軽石で話題になった福徳岡ノ場火山について
は、軽石の岩石学的、地球化学的データを公表すること
ができた。これらの基礎データが、今後の研究への足掛
かりになればと願う次第である。
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標高による気温の変化

　南硫黄島（最高標高 916 m）や北硫黄島（同 792 m）を
含む硫黄列島（火山列島）は、硫黄島（同 161 m）を除き
小笠原諸島内でもっとも標高の高い海洋島かつ山岳島で
もある。小笠原群島の父島の最高峰の中央山が 317.9 m、
母島の最高峰の乳房山が 462.6 mであることから、南硫

  公益財団法人日本自然保護協会 

  〒 104-0033 東京都中央区新川 1-16-10 ミトヨビル２Ｆ　　
  The Nature Conservation Society of Japan(NACS-J)
  1-16-10Mitoyobiru2F Shinkawa Chuoku Tokyo, Japan
  朱宮丈晴 : chosa2@nacsj.or.jp

黄島や北硫黄島は、小笠原諸島での鉛直方向の気象観測を
行う上で他に得難い観測島としてみることもできる。
　南硫黄島は原生自然環境保全地域として、入域が厳しく
制限されており、気象データの実測を行うことは事実上困
難である。一方、北硫黄島は国立公園の特別保護地区となっ
ているが、小笠原支庁による定期的な調査が実施されるな
ど、比較的観測しやすい環境となっている。
　2008年と 2009年に、北硫黄島調査が小笠原支庁によ
り実施された際に、標高別に５つの気象観測器（気温と湿

Res. Rep. Kanagawa prefect. Mus. Nat. Hist. 2021, (17), 11-20.
神奈川博調査研報（自然）2022, (17), 11-20.

温湿度環境からみた南北硫黄島の雲霧林の位置づけとその構造

Comparative Study for Cloud Forests Formed by Evergreen Broad-Leaved Trees 
with Reference to Temperature and Humidity Conditions on the Top of 

the Minami and Kita Iwo-To islands  

朱宮丈晴

Takeharu Shumiya

Abstract.  The annual temperature and humidity data obtained from the Kita-Iwo-To Island survey from 
2008 to 2009 revealed the altitudinal annual temperature variation and humidity distribution on Kita-Iwo-To 
Island (792 m) and estimated the temperature and humidity environment of the cloud forest on the summit 
of Minami-Iwo-To Island (916 m). From the Warmth Index (WI), it was found that the lower elevations 
were in the subtropical zone and the higher elevations were in the warm-temperate zone, and that the cloud 
forest consisting of evergreen broad-leaved trees was formed with high humidity throughout the year from 
ca.500 m above sea level to the top of the mountain. The relationship between temperature and vegetation 
in the boundary zone between the tropical and temperate zones along the Izu-Ogasawara-Mariana Island 
Arc, including the Ogasawara Archipelago, was examined, and it was estimated that the cloud forest at the 
top of the Iwo Islands has a temperature environment similar to that around Hachijo-Jima Island, with lower 
temperatures in winter. It is estimated that the cloud forest at the top of the Iwo Islands is similar to that 
around Hachijo-Jima Island, with lower temperatures in winter. The community composition and structure of 
cloud forests in Kita- and Minami-Iwo-To Islands were clarified. We compared the cloud forest of Minami-
Iwo-To Island with other evergreen broad-leaved forests, focusing on the stratification and bud types. In the 
cloud forest of Minami-Iwo-To Island, the upper layer was composed of Machilus Kobu with scaled-buds, and 
the lower layer was occupied by Eurya japonica with hypsophyllary-buds and Maesa tenera with naked-buds. 
On the other hand, near the summit of Kita-Iwo-To island, the forest lacked an upper layer and was dominated 
by the lower-height Eurya japonica. It was similar to the stratification of evergreen broad-leaved forests on 
Yakushima Island, where the same subtropical/warm-temperate evergreen broad-leaved forests were found. 
In this study, we found that the number of species on Minami-Iwo-To Island was small and speciation was 
not advanced, but the basic community structure of an evergreen broad-leaved forest was considered to have 
developed.

Key words:   雲霧林、硫黄列島、逓減率、温量指数、芽タイプ、常緑広葉樹
　　　　　   Cloud forest, Iwo islands, lapse rate, warmth index, bud type, evergreen broad-leaved trees  
                　　　mountain.
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度）を設置し、初めて 1年間
の標高別気温と湿度データを
得ることができた（小笠原支
庁 , 2008; 2012）。
  本論文では、このデータを
使用して南硫黄島における垂
直方向の気温の年変動や湿
度分布を明らかにするととも
に、小笠原群島を含む伊豆
－小笠原－マリアナ島弧の緯
度傾度に沿った熱帯と温帯
の境界域にある気温と植生と
の関係を検証する。

垂直分布

　ここで示す南硫黄島の気
温は、北硫黄島の実測値に
基づいて高標高域の気温逓
減率から計算された推定値で
ある。南硫黄島（推定値）に
おける標高別の年間の気温
変化について最高気温、最低
気温、平均気温、および植
生帯を決めるとされる積算温
度（温量指数WI）、年較差（最
寒月平均気温と最暖月平均気
温の差）温量指数から判定
された植生帯区分を表 1に示
す。
　小笠原群島に広くみられる
常緑広葉樹林は一般的に積
算温度が 85 ℃月から180 ℃
月以上（吉良 , 1948）で、か
つ最寒月平均気温が－1 ℃以
上の地域に分布することが知
られている (Ohsawa , 1990）。
それ以下になると常緑広葉樹
は実をつけることができなく
なり、落葉広葉樹や針葉樹な
ど寒さに適応した種群にとっ
てかわる。
　南硫黄島の山頂付近の最
低気温は 1月の 6.5 ℃で積算
温度 152.4 ℃月だったので、
山頂付近まで常緑広葉樹が
生育できる温度であり、実
際に山頂部でもヒサカキや
コブガシ（タブノキに類似）が見られた。熱帯と温帯の中間で、
熱帯と比較して冬の寒さが厳しくなる気候帯を亜熱帯（温量
指数 180～ 240 ℃月）としているが、年較差のない熱帯の
気温（図 3、サイパン参照）と比較して年較差が 8 ℃～ 10 
℃になる南硫黄島は、亜熱帯の温度領域に浮かぶ山岳島で
あることがわかる（図 1）。
　気温は標高が上がるにつれて低下するが、南硫黄島では

 図 2.　北硫黄島における 1 年間の標高別湿度分布 .

  図 1.　南硫黄島おける 1 年間の標高別月平均気温（2008 年 7 月～ 2009 年 6 月）.
  （北硫黄島の実測値に南硫黄島山頂部の推定値を補完）.

表１.　2008 年 6 月～ 2009 年 6 月までの北硫黄島における標高別気温
（北硫黄島の実測値に南硫黄島山頂部の推定値を補完）.

標高 500 m付近を境に暖温帯に相当する温度領域となる
ことが、積算温度からも推定された。実際に 500 mを境
にタコノキ Pandanus boninensisやアカテツ Planchonella 
obovata、ヤロード Ochrosia hexandraなどの熱帯性植物は
見られなくなり、ヒサカキやコブガシといった暖温帯に見ら
れる種群に変化する。標高別の湿度分布をみると北硫黄島
の標高 500 m以上では、湿度 90 %以上になる日が年間の

標高 最高気温 最低気温 平均気温 温量指数 年較差 気候帯 備考
（m) (℃） (℃） (℃） WI（℃月） (℃）

28 36.0 14.5 23.7 224.4 8.8 亜熱帯
231 35.4 12.9 22.3 207.6 8.9 亜熱帯
454 33.9 11.0 20.3 183.6 9.3 亜熱帯
672 33.4 9.2 19.7 175.6 9.3 暖温帯
795 35.4 7.4 18.5 161.8 10.2 暖温帯
916 33.7 6.5 17.5 152.4 10.2 暖温帯 推定値



13
温湿度環境と南北硫黄島の雲霧林

92 ％に達していた。暖かく湿った空気が急峻な地形により
上昇し、気圧の低下とともに膨張し水分を含む空気が冷や
されるため、雲霧が形成されやすく降雨に加えて雲霧により
年間を通して涵養されることで、多くの着生植物が生育する
雲霧林が形成されることがわかっている（図 2）。

水平分布

　気温の逓減率から、鉛直方向では標高 1,000 mごとに
気温は約 6 ℃低下するが、水平方向では北方に 1,000 km
移動しないと 6 ℃の気温低下が起こらないので、一般に
水平分布では植生の移行が緩やかである。その換算でい
えば、南硫黄島の気温に相当する地域は 1,000 km（緯
度で 10度分に相当）北の八丈島周辺ということになる。
実際に八丈島の標高 151mにある気象観測所のデータに
よると平年値を元にした積算温度は 153.1 ℃月となっ
ている。ただし、最寒月平均気温は 10.1 ℃で年較差は
16.2 ℃に達する。　
　一方、南に目を向けると、北緯 18度付近に北マリア
ナ諸島があり、諸島内で最も標高が高いアグリハン島
（965 m）がある。先の水平方向の換算から 1,000 km南
に 2,000 m以上の山岳地があれば、相当する温度領域が
あると推定されるが、実際には、南半球のニューギニア
島（最高峰 4,884 m）まで存在しない。
　地理的に比較的近いサイパン（北緯 15度）においては、
年較差がなく積算温度 223 ℃月となる熱帯に近い亜熱帯
に相当する温度領域になり、アグリハン島は 600 m以上
が雲霧林となっているが、逓減率から推定すると全島が

亜熱帯の温度領域に入ると考えられる。
　南硫黄島の山頂部の積算温度 150 ℃月を指標にして、
伊豆－小笠原－マリアナ島弧に並ぶ島の配列と植生の垂
直分布をみてみると、暖温帯の領域は南硫黄島と北硫黄
島に見られ、標高の低い小笠原群島の父島、母島には該
当域は存在せず、南硫黄島と北硫黄島の標高 500 m以上
の温度領域は、伊豆諸島の八丈島、御蔵島の付近と相同
であることがわかる（図 3）。
　このことから、硫黄列島の雲霧林の構成種群は、南硫
黄島山頂部（最寒月平均気温 11.9 ℃）の冬の寒さに耐性
がある種特性をもつ種群であることを考慮すれば、南側
のマリアナ諸島から海流や風や鳥により侵入したという
よりも、北側の暖温帯から風や鳥の移動とともに移入し
たと考えると妥当性があろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

南硫黄島の標高に伴う植生パターン

群落組成と群落高

　南硫黄島は海洋島（367 ha、標高 916 m）であることから、
成立する植生は、海流や鳥や風などにより到達できた限
られた種群からなっている。2017年の調査から維管束植
物はシダ植物 44種、被子植物 91種で 135種が報告され
た（高山ほか , 2017）。これらの種組成の比較から、南硫
黄の植生は、主に琉球や台湾のフロラと類似していると
され、加えて日本本土やミクロネシアから一部の種が付
加されて島の植物相が成り立っているとされている。歴
史の古い小笠原群島と比較すると、植物の種分化や環境
条件に対応した植物群落の分化があまり進んでいないと

図 3.　緯度傾度に沿った積算温度の等値線と各地の年間の気温変化 .
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されている（梶・滝口 , 1983; 清水 , 1989）。
　南硫黄島は亜熱帯に相当する緯度に位置しており、海
洋から突き出した山岳島であり、台風や前線に伴う降雨
もあるが、基本的には卓越する北東貿易風による北東か
らの風が、山岳島特有の斜面により急激に上昇すること
により発生する雲霧により標高 500 m以上が涵養され
る。雲霧が発生する標高 500 mについては、標高別の年
平均気温から逓減率を求めると 500 m以上では -0.97 ℃
/100 m、500 m 以下では -0.80℃ /100 m となり、標高
500 mを境に逓減率が変化することに基づく。ただし、
海岸部の空気の気温と露点の差を基準に逓減率 -0.80 ℃
/100 mから計算された高度を露点に達する高度（雲底高
度）と仮定して年間の変動を見ると、夏は 300 m～ 400 
mと低いが、冬は 400 m～ 500 m付近に上昇すること
から、300 m～ 500 mは雲霧の移行帯とみることもでき
る（朱宮未発表）。
　300 m以下の低地部の気候については、北硫黄島海岸
部の年平均気温 25.5℃と南鳥島（同程度の緯度に位置し
気象データの存在する）の年間降水量平年値 1,052.8 mm
から推定すると、300 m以下では熱帯サバナ気候に相当
する乾燥した気候と考えられた。実際に標高に伴う植生
垂直分布をみてみると、山頂からコブガシ・エダウチヘ
ゴ群落、コブガシ群落、チギ・オオバシロテツ群落、ア
カテツ・センダン群落が見られた。低木種の分布なども
考慮に入れるとコブガシ・エダウチヘゴ群落は 600 m～
900 m、コブガシ群落は 400 m～ 600 m、チギ・オオバ
シロテツ群落は 300 m～ 500 m、アカテツ・センダン群
落は 300 m以下に成立していた（図 4）。常緑高木種であ
るコブガシは標高 400 m以上で林冠を構成する種となっ
ているが、標高や立地により樹高 3.6 mから 8.0 mまで
大きく変化した。同様にチギ Elaeocarpus zollingeri var. 
pachycarpus は 3.0 mから 8.5 m、オオバシロテツ Melicope 
griseaは 3.0 mから 7.5 mと樹高が変化した。常緑低木
種とされるヒサカキは 2.2 m～ 5.0 m、トキワイヌビワ

図 4.　南硫黄島の植生垂直分布 .
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Ficus boninsimaeは 2.0 m～ 5.5 m、シマイズセンリョウ
は 1.5 m～ 3.0 m、常緑高木種と比べ大きな樹高の変化を
示さなかった。低標高に分布するアカテツ　Planchonella 
obovataやセンダン Melia azedarachは他の地域では高木
種となる種群であるが、樹高は 5 m以下であった。タコ
ノキは低標高ではアカテツやセンダンなどと林冠を共有
していたが、高標高域にいくと群落の下層に位置し、600 
m付近まで見られた。主要な群落構成種群については、
低標高域はアカテツやヤロードといった東南アジア熱帯
からの種群やオオバシロテツのようなオセアニアからの
種群からなっている。高標高域の雲霧林を構成する種群
は、コブガシがタブノキ、チギがホルトノキ Elaeocarpus 
zollingeri var. zollingeri、トキワイヌビワがイヌビワ Ficus 
erectaに近縁の種群であり、ヒサカキ、シマイズセンリョ
ウからなることから、種数は少ないものの本土の照葉樹
林をコンパクトにしたような構造がみられた。

常緑広葉樹林の階層構造

　一般的に、常緑広葉樹は気温の低下などの環境スト
レスへの生態学的な適応としてリーフサイズ、葉比重
（SLW）、芽タイプ、分枝様式などの形態学的特性として
現れるだけでなく、階層構造、遷移、植生帯などへの出
現様式が同調するなど生態学的特性としても対応関係が
知られている（Ohsawa & Nitta, 1997）。
　分布北限に到達する常緑広葉樹林を照葉樹林と呼ぶが、
冬の寒さや乾燥に適応してリーフサイズは中形葉（4500
～ 182,255 mm2）、亜中形葉（2,025～ 4,500 mm2）、小形
葉（225～ 20,255 mm2）とより小さく、葉はより厚くな
る傾向がある。北限の常緑樹は冬芽を作るが、冬芽の保
護器官の数から裸芽、苞芽（ヒプソフィル芽）、鱗芽と
いうように変化し、より厳しい環境になるに従い保護器
官の多い芽を持つ種群が多くなる傾向がある（Nitta & 
Ohasawa,1998）。
　階層構造に注目すると低木層を構成する種群は小形葉
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で苞芽をもつ種群であるハイノキ・ヤブコ
ウジ群からなり、高木層を構成する種群
は、亜中形葉で鱗芽をもつ種群であるクス
ノキ・カシ群が主体となる。遷移系列や地
形配列においてもハイノキ・ヤブコウジ群
は遷移初期、尾根上といった厳しい環境に
出現するのに対して、クスノキ・カシ群は
遷移後期、斜面や谷で林冠を構成するとい
うように様々なストレス傾度に沿った出現
傾向が見られる（Ohsawa & Nitta 1997; 朱宮 , 
2006）。
　そこで、南硫黄島の雲霧帯の常緑広葉樹
林の特性を明らかにするために構成種群を
機能型に区分し、階層構造状の位置や芽タ
イプの分布様式に注目し、解析を行った。
　標高 500 m、600 m付近のコブガシ林の
群落断面図をみると林冠をコブガシ（クス
ノキ科）が優占し、下層にオオバシマムラ
サキ Callicarpa subpubescens　（シソ科）、オ
オバシロテツ（ミカン科）、ヒサカキ（ツバ
キ科）、マルハチ Cyathea mertensiana（シダ
植物）が位置しているのがわかる（図 5）。
　山頂付近では、コブガシの優占度は低く
なり、その下層ではヒサカキ、トキワイ
ヌビワ（クワ科）、エダウチヘゴ Cyathea 
aramaganensis（シダ植物）、シマイズセン
リョウ（ヤブコウジ科）が占めることがわ

図 5.　南硫黄島の群落断面図 .
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かった。芽タイプは、コブガシ
は鱗芽、ヒサカキ、トキワイヌ
ビワ、チギ（ホルトノキ科）は
苞芽、オオバシマムラサキ、ア
カテツ（アカテツ科）、シマイズ
センリョウ（ヤブコウジ科）は
裸芽となっていた。そこで、樹
高階（2 m）ごとの本数に基づく
芽タイプの占有率を求めると図
6のようになった。
　比較のために同じ亜熱帯・暖
温帯常緑広葉樹林が見られる屋
久島の低地における照葉樹林の
樹高階分布を示した。もちろん、
大陸島である屋久島の照葉樹林
構成種は 200種にもなり、南硫
黄島における 10種程度とは全く
異なり、群落の高さも異なる上
の制約からブナ科の種群を欠く
ものの、林冠に鱗芽をもつクス
ノキ・カシ群からなり、下層に
苞芽や裸芽をもつハイノキ・ヤ
ブコウジ群が見られるといった
特徴から類似の構造がみてとれ
る。このことから、群落分化が
進んでいないとされていた南硫
黄島の植物群落であるが、種数

図 6.　屋久島の照葉樹林と南硫黄島の山頂付近群落の階層構造と芽タイプ
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北硫黄島の標高に伴う植生パターン

群落組成

　2019年の調査によって、北硫黄島（557 ha、標高 792 m）
における維管束植物は、シダ植物 52種、裸子植物 1種、
被子植物 118種で合計 171種が記録された（加藤・後藤 , 
2020）。
　植物の生活形ごとに組成の違いをみてみると、低標高
では、チギ（ホルトノキ科）、オガサワラビロウ Livistona 
boninensis（ヤシ科）、ウラジロエノキ  Trema orientalis（ア
サ科）、モモタマナ Terminalia catappa（シクンシ科）など
の常緑高木種（優占度 RDB、65.0～ 100 %）が多く優占
している。高標高域は、ヒサカキを中心とした常緑低木
（RDB、54.9～ 87.0 %）が一斉林をつくり、マルハチを中
心とした木性シダ（RDB、27.6～ 45.1 %）が共存してい
る。草本層、着生植物は、標高別の違いがはっきりせず、
シダ植物の優占度が高く、タマシダ Nephrolepis cordifolia
はどの標高にも見られた。
　海岸部の標高 0 m～ 200 mはモモタマナを優占種とし、
テリハボク Calophyllum inophyllum、タコノキなどの海岸
植生が見られた。標高 200 m～ 500 mはチギ（苞芽）を
共通の優占種としてマルハチ、オオバシロテツ（苞芽）、
オガサワラビロウ、ヒサカキ（苞芽）、ウラジロエノキ（裸
芽）など多種優占型の林分となっている。
　標高 500 m～山頂はヒサカキを共通の優占種としてい
る。3万坪と呼ばれている頂上火口平原の一角にあり凹
地状で土壌水分量も高く湿潤な環境となっており、湿潤
な立地にはマルハチが混生する林分となっていた。ルー
ト沿いにはエダウチヘゴなども見られたことから、湿潤
な立地では、ヒサカキ以外に木性ヘゴが林冠で共存する
と考えられる（図 9）。

群落構造

　北硫黄島の標高傾度に沿った群落構造の変容をみるた

図 9.　北硫黄島の主要な構成種の垂直分布 .

は少なく種分化は進んでいないものの基本的な照葉樹林
の群落構造が発達していると考えられた（図 7）。

衰退する山頂雲霧林？

　小笠原諸島において 20世紀中の気候の長期変動でもっ
とも顕著なものは気候の乾燥化であるとされ、気温や降
水量の変化、盛夏の長期化、梅雨明け直後の乾燥期の出
現頻度の増加が知られている（吉田ら , 2006）。
　奥富（1984）によれば、南硫黄島について「山頂のコ
ブガシーコクモウクジャク群落では、林冠は暴れ木的な
樹形を持ったコブガシが圧倒的に優勢で、エダウチムニ
ンヘゴとかヒサカキなどをわずかに交えるに過ぎない。
低木層にはシマイズセンリョウやトキワイヌビワが出現
しているが劣勢である。草本層はウミノサチスゲ Carex 
augustiniなどの種子植物も若干は出現するが、全くといっ
てよいほどシダ植物の世界である。」とされ、30年以上
前の調査で山頂付近の雲霧林に関して記述されているこ
とから推察すると、当時の山頂付近は 500 m付近のコブ
ガシ林のようなうっ閉した林冠をもつ森林が見られたの
ではないかと思われる。2017年の調査では、コブガシ
の分布は調査ルート上では限られた範囲だけであり、低
木層のヒサカキやトキワイヌビワが優占する森林に変容
しつつあるのではと危惧された（図 8）。

図 8.　南硫黄島の山頂付近の雲霧林 .

図 7.　南硫黄島の 600 m 付近の雲霧林の林内 .　　　
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めに、標高ごとの階層構造の変化や樹高の変化をみた（図
10）。山頂部は風衝地で樹高は最大 2.7 mとなっており、
常緑低木種のヒサカキが林冠を構成し、オオバシロテツ
が混生していた。標高 693 mでもヒサカキが 7 mと林冠
を構成しており、マルハチ（5.6 m）と林冠を分け合って
いた。標高 459 mではチギ（13 m）、オオバシロテツ（11 
m）、オガサワラビロウ（15 m）などの常緑高木種が林冠
を構成し、ヒサカキ（5.7 m）やマルハチ（3.5 m）はその
下層を構成していた。標高 197 mではチギ（9 m）、ウラ
ジロガシ Quercus salicina（7 m）が林冠を構成し、ヒサカ
キ（5.7 m）、マルハチ（3.1 m）が下層を構成していた。
　こうした階層構造上の違いから、高標高域では、低木
種が林冠を優占しているのに対して、低標高域では高木
種と低木種が階層を分けて共存しているとみることがで

図 10.　北硫黄島の標高ごとの群落断面 .
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図 11.　北硫黄島の 693m 付近群落の階層構造と芽タイプ .

図 12.　北硫黄島の山頂付近のヒサカキ低木林 .
　　　（2008 年 6 月 19 日）　

図 13.　北硫黄島の 693 m 付近のヒサカキ低木林 .



18 朱宮

きた。同様に樹高階（2 m）ごとの本数に基づく芽タイプ
の占有率を求めると図 11のようになり、南硫黄島とは異
なり林冠を構成していた鱗芽をもつコブガシを欠き、代
わりに苞芽をもつヒサカキが林冠を構成するといった構
造がみられた（図 12,図 13）。

外来植物の分布

　2003年の調査によれば、北硫黄島からは 35種の外来
植物が確認されている（山本ほか , 2005）。侵略性の高い
種として、リュウキュウマツ Pinus luchuensis、ガジュマ
ル、Ficus microcarpa、ドクフジ Derris elliptica、アオイマ
メ  Phaseolus lunatus、タケダグサ Erechtites valerianifolia、
コシロノセンダングサ Bidens pillosa var. minor、オオアレ
チノギク  Conyza sumatrensisなどが観察された。
　外来種は、北硫黄島の全種数に対して 21.0 ％を占めて
いるとされる。外来植物の分布をみると、多くは戦前の
民有地やその周辺に生育しているとされ、高標高域の森
林内においては外来植物がほとんど生育していないこと
から、小笠原群島に比べて比較的良好な生態系が維持さ
れているとされている（山本ほか , 2005）。
　しかし、コブガシが分布しているにも関わらず高標高
域に群落が見られないことは以前から謎とされ、過去の
人為の影響も疑われている。南硫黄島の調査でも、崩壊
地や高標高域への外来植物の侵入が観察され、雲霧林の
変容も懸念されることから、今後も注視していく必要が
あろう。

火山列島の雲霧林の位置づけ

　熱帯山地雲霧林（下部山地多雨 /雲霧林、上部山地多
雨 /雲霧林）は、赤道から緯度 30度までの山岳や島に出
現するとされ、降雨だけでなく雲霧により涵養され成立
した森林の総称であるとされる。一般的に、雲霧林の定
義は様々で、空中湿度が高く、着生蘚苔類が顕著な森林
は蘚苔林とも呼ばれる（奥富 , 1984）。
   雲霧林は雲や霧に頻繁に覆われる湿潤熱帯のすべての
森林であり、水文、放射、気候、土壌、生態に影響する
降雨以外の水滴（horizontal precipitation)により涵養され
ている（Stadtmüller, 1987)。下部山地林や上部山地林にお
ける雲に覆われた森林（Grubb & Whitmore, 1966)で通常
2,000mから 3,000mに帯状に見られる（Grubb, 1977）。島
や海岸付近の山地ではより低い標高で見られる（Scatena 
et al., 2010）。ラン、シダ植物、コケ類が枝や幹に着生し
ている（Whitmore, 1984）。北緯 30° N～南緯 30° Sの
範囲の熱帯、亜熱帯で見られる（Scatena et al., 2010）。霧
が涵養する水分は、水文、放射バランス、気候、土壌、
生態現象に影響を与える（Stadtmüller, 1987; Hamilton et 
al., 1995; Scatena et al., 2010)などの特徴がある。
　日本ではあまり研究が進んでいないが、海に面した孤
立したピークや小さな島では、雲霧の発生により過飽和、
日照不足などの環境条件により、より低い標高で上部
山地林に見られるような樹高が低く矮性化した森林が見
られる（van Steenis, 1972; Whitmore, 1984; Ohsawa, 1995; 
Bruijinzeel et al., 1993）。
　この現象は山塊効果（Massenerhebung, mass elevation 

effectもしくは telescoping effect）と呼ばれ、小さな島で
は大きな山に比べて気温の低下が著しいことによるとさ
れており（van Steenis, 1972）、大きな山塊の熱帯山地雲霧
林に相当する森林の圧縮や押し下げとして現出する生態
現象であるとされる。約 1,000m前後の熱帯低地林と下部
山地林の移行帯付近にも見られ、雲霧林の形成はこうし
た異なる植生帯の移行帯付近に出現するのが特徴的であ
るとされる（Ohasawa, 1995）。近年では、山頂部に見ら
れる森林の特徴は、気温の低下よりも雲霧の発生による
湿度の増加が要因であることも示唆されている（Javis & 
Mulligan, 2010）。
　熱帯や亜熱帯に浮かぶ島に成立する雲霧林は、暖かく
湿った空気が島の斜面を上昇し急激に膨張し冷やされる
ことによる。低標高域は気温が高く乾燥しているが、標
高 2,000 mを超える山岳地をもつ大きな島では風上側の
1,000 m以上に雲霧帯ができる（Ohsawa,1995）。一方、
上空からの下降気流は圧縮され気温が上がるため 2,000 
m付近に逆転層が形成されると安定化し、2,000 m以上
では再び乾燥する。カナリー諸島テネリフェ島・ラパル
マ島（del Arco Aguilar & Rodriguez Delgado, 2018）、ハワ
イ島・マウイ島（Mueller-Dombois & Fosberg, 1998）など
で見られ、雲霧林の樹高は 20 m～ 30 mに達する。
　ちなみに 2,000 m以上では、カナリー諸島テネリフェ島
の高山帯で Genista benehoavensis（マメ科）、Adenocarpus 
viscosus subsp. spartioides（マメ科）などの灌木林となる。
ハワイ島の高山帯では、Sophora chrysophylla（マメ科）、
Myoporum sandwicensi　( ゴマノハグサ科 )、Vaccinium 
reticuratum（ツツジ科）などの灌木林となる。
　同じ島でもテネリフェ島のアナガ山地（1,020 m）
(Ohsawa et al. 2010)やオアフ島のカアラ山地（1,225 m）
（Corn, 1992）の尾根上では風衝や土壌の影響で雲霧林内
は樹高数 mの低木林となる。
　北マリアナ諸島の最高峰であるアグリハン島（965 m）
の 200mから山頂付近は雲霧がかかるが、トキワススキ 
Miscanthus floridulus、ジョガ（チギ）、エダウチヘゴ、時
にヒサカキが見られるとのことで南硫黄島との類似性が
高いとされる（大場 , 1995）。
　熱帯山地雲霧林の中のさらに上部には亜高山雲霧林が
区別され、樹高 1.5 m-9.0 mとなり小さな島や尾根と類
似の群落構造が見られる。アナガ山地でもErica scoparia
（ツツジ科）低木林、カアラ山地では、Meterosideros 
polymorpha（フトモモ科）低木林など海洋島である場合
には種数が少ないため一斉低木林になる傾向がある。
　日本国内でも大陸島の奄美湯湾岳（694 m）の山頂付近
には雲霧がかかるとされるが、樹高 8mのタイミンタチ
バナ Myrsine seguinii、シキミ  Illicium anisatum、シバニッ
ケイ Cinnamomum doederleinii var. doederleinii、ムッチャ
ガラ Ilex maximowicziana var. mutchagara、アデク Syzygium 
buxifoliumなどが混生する風衝低木林、徳之島井ノ川岳
（644 m）でアマミヒイラギモチ Ilex dimorphophylla、ミ
ヤマシロバイ Symplocos sonoharaeの風衝低木林、石垣
島於茂登岳（526 m）には 2 m程度のリュウキュウチク 
Pleioblastus lineari、ナタオレノキ Osmanthus insularisの風
衝低木林が見られる（宮脇編 , 1989）。
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　雲霧林の中でも発生した雲霧が逆転層に達しない場合
は山頂付近を覆う形となり、孤立した島や尾根筋に成立
するため構成する樹種群が矮生化した風衝林や樹木の生
育が阻害される場合には風衝草地となるようである。ち
なみに、テネリフェ島やハワイ島のように 2,000 mを
超える場合、雲霧帯の上部はすぐに高山帯になるわけで
はなく、前者は Pinus canariensis（マツ科）や Juniperus 
cedrus （ヒノキ科）、後者は Meterosideros polymorphaや
Acacia koa（　マメ科）などの乾燥に適応した種群の混交
林を経てから移行する（雲霧の移行帯）。
　南硫黄島や北硫黄島の標高 500 m以上に見られる雲霧
林は、標高 1,000 m未満の海洋島であり山頂部が雲霧で
覆われるため、北硫黄島の山頂付近で見られたヒサカキ
林のように風衝低木一斉林となるのが一般的である。南
硫黄島ではコブガシ・ヒサカキ優占林のような標高 1,000 
m未満でも階層構造をもつ発達した林分が成立しており、
これは常緑広葉樹林の群落分化の過程を知る上で貴重で
あり、世界的にみても特異な森林であるといえる。
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南硫黄島の維管束植物相

　南硫黄島の植物相調査はこれまで 7回行われており、
そのうち山頂部を含む本格的な調査は 1936年と1982年、
2007年、2017年に実施された。これらの調査結果を合
わせると、シダ植物 44種と被子植物 91種、計 135種の
維管束植物が確認されている（大場 1983, 藤田ほか 2008, 
高山ほか 2018）。但し、これまで調査を行った範囲や機
会が非常に限られることから、島内に未確認種が存在す
る可能性が高い。また、同定に疑問のある種も含まれて
いることから、現在も標本の精査を進めている。
　南硫黄島は面積が 3.54 km2ほどの小さな島であるにも
関わらず、標高の最高地点が 916 mもあることから、海
岸から山頂に至る過程で植物相や植生が大きく変化する。
　海岸部は切り立った海食崖に囲まれており、崖際にナハ
カノコソウBoerhavia glabrata Blume （オシロイバナ科）や
　ハマアズキ Vigna marina (Burm.) Merr.（マメ科）、クサ
　　東京都立大学　牧野標本館

　〒 192-0397　東京都八王子市南大沢 1-1

　Makino Herbarium, Tokyo Metropolitan University

　1-1 Hachioji, Tokyo 192-0397, Japan

　加藤英寿 ： katohide@tmu.ac.jp

トベラ Scaevola taccada (Gaertn.) Roxb.（クサトベラ科）な
どの広域に分布する海岸性植物が見られる。
　海岸部の岩壁や急傾斜地には、硫黄列島固有種のアツ
バシマザクラLeptopetalum pachyphyllum (Tuyama) Naiki et  
Ohi-Toma（アカネ科 , 図 2）や、琉球や台湾などに広く分布
するモクビャッコウArtemisia chinensis L.（キク科）、キダチ
ノジアオイMelochia villosissima (C.Presl) Merr. （アオイ科 , 
図 3）、カジノハラセンソウ Triumfetta rhomboidea Jacq.（ア
オイ科）などが見られる。
　海岸部でまとまった森林植生が見られるのは、島の南東
部の崩壊地に限られ、アカテツPlanchonella obovata (R.Br.) 
Pierre（アカテツ科）やセンダンMelia azedarach L.（センダ
ン科）などの広域分布種に混ざって、硫黄列島固有種のホソ
バヤロードOchrosia hexandra Koidz.（キョウチクトウ科, 図1）
が生育する。
　土壌が堆積した緩斜面では、ハチジョウススキ
Miscanthus sinensis Andersson var. condensatus (Hack.) 
Makino（イネ科）の草原が広がり、地中営巣性海鳥の巣穴
が至る所にあいている。

Res. Rep. Kanagawa prefect. Mus. Nat. Hist. 2021, (17), 21-28.
神奈川博調査研報（自然）2022, (17), 21-28.

硫黄列島の維管束植物相

Vascular Plant Flora of the Iwo islands

加藤英寿

Hidetoshi KATO

Abstract.  The vascular plant flora of the Iwo Islands varies depending on the level of human impact and 
the environment such as altitude. The vegetation of Iwo Island had been completely damaged by prewar land 
development and the bombing of World War II, and is now widely covered with many invasive alien plants 
(IAPs). Although many indigenous plants and vegetation remain in Kita-Iwo-To Island, some IAPs such as 
Ficus microcarpa and Lantana camara are spreading from around the prewar settlement sites used before 
the war. Even Minami-Iwo-To Island, where have not been inhabited in the past and untouched nature still 
remains, have been invaded by a few IAPs in recent year. 
   Many of the vascular plant species distributed in the Iwo Islands are common to the Ogasawara Islands, 
and there are some unique plant taxa in Kita-Iwo-To and Minami-Iwo-To Islands, which have cloud forests at 
more than 500 m above sea level. While some plant species grow in lower altitude are seemed to derive from 
the Mariana Islands (e.g. Leptopetalum pachyphyllum and Ochrosia hexandra) or Ryukyu islands - Southeast 
Asia in (e.g. Melochia villosissima and Triumfetta rhomboidea) in the south, some plants in higher altitude are 
from the Izu Islands in the north (e.g. Hydrangea macrophylla and Eurya japonica).

Key words:   小笠原諸島 , 火山列島 , 海洋島 , 雲霧林 , 外来植物
　　　　　   Ogasawara Islands, Volcano Islands, Oceanic island, cloud forest, alien plant
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図 1.　ホソバヤロード（南硫黄島）.

図 2.　アツバシマザクラ（南硫黄島）.

図 3.　キダチノジアオイ（南硫黄島）.

図 9.　ガクアジサイ（南硫黄島）.図 8.　南硫黄島の風衝地低木林 .

図 7.　エダウチムニンヘゴ（南硫黄島）.図 6.　海鳥に攪乱されて表土が露出した林床（南硫黄島）.

図 5.　南硫黄島の雲霧林 .
図 4.　チギ（南硫黄島）.

加藤
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　海岸から崖や急傾斜地を登っていくと、標高 200～ 300 
m付近からアカテツやセンダンに加えて、小笠原諸島に広く
分布する小笠原固有種のタコノキPandanus boninensis Warb.
（タコノキ科）や硫黄列島固有変種のチギ Elaeocarpus 

zollingeri K.Koch var. pachycarpus (Koidz.) Yonek.（ホルトノ
キ科 , 図 4）が次第に増加し、これらの果実を食べるオガサ
ワラオオコウモリの姿も目に付く。但し、この付近の登攀ルー
トは左右を急峻な崖に挟まれている上に、落石が頻発する
危険地帯なので、落ち着いて調査出来る場所は少ない。
　標高 500m付近の中腹部からは落石の危険は少なくな
るが、所々で斜面崩壊が生じているため引き続き危険は
大きい。比較的安定した場所ではコブガシMachilus kobu 
Maxim.（クスノキ科、小笠原固有種）が優占する森林（図 5）
が見られ、林床はヤエヤマオオタニワタリAsplenium setoi 
N.Murak. et Seriz.（チャセンシダ科）やシマクマタケラン
Alpinia boninsimensis Makino（ショウガ科、小笠原固有種）
などの大型草本の茂みと、海鳥の巣穴と攪乱された地面が
交互に現れる（図 6）。このあたりからは雲が日常的にかか
ることが多く、湿度が高いため、コケやシダ植物などの着
生植物が目立つ雲霧林となっている。
　さらに標高が上がるにつれて、硫黄列島固有種のエダウ
チムニンヘゴ Cyathea aramaganensis Kaneh.（ヘゴ科、図
7）や小笠原固有種のマルハチ Cyathea mertensiana (Kunze) 
Copel.（ヘゴ科）が増加し、独特の景観を生み出している。
尾根の開けた風衝地では、ヒサカキ Eurya japonica Thunb.
（ツバキ科）やノボタンMelastoma candidum D.Don（ノボタ
ン科）が優先する低木林が広がる（図 8）。
　山頂部はハチジョウススキの草原で、北側のカルデラに
はナンバンカラムシ Boehmeria nivea (L.) Gaudich.（イラク
サ科）やガクアジサイHydrangea macrophylla (Thunb.) Ser. 
f. normalis (E.H.Wilson) H.Hara（アジサイ科、図 9）が斜面
を覆い、南側の斜面にはコブガシやエダウチムニンヘゴが
優占する森林が見られる。ここでも林床は海鳥の巣穴が至
る所にあって土壌が頻繁に攪乱されるため、草本層はやや
まばらで、小笠原固有種のウミノサチスゲCarex augustini 
Tuyama（カヤツリグサ科）やムニンヒメワラビ Thelypteris 
ogasawarensis (Nakai) H.Itô ex Honda（ヒメシダ科）などの
シダ植物が木の根元にしがみつくように生えている。
　現在、南硫黄島でしか見ることの出来ない維管束植物は、
シマクモキリソウLiparis hostifolia (Koidz.) Koidz. ex Nakai
（ラン科）である。この植物種はかつて南硫黄島と父島に生
育していたが、南硫黄島では 1936年、父島では 1938年に
採取された標本を最後に、記録が途絶えていた。父島では
既に絶滅したものと思われ、2007年の南硫黄島調査ではこ
の植物を見つけることが出来なかったものの、2017年の調
査で 79年ぶりに再発見された（Takayama et al. 2019）。また
2017年の調査では、小笠原諸島では既に絶滅したとされて
いたムニンキヌラン Zeuxine boninensis Tuyama（ラン科）が
発見され、過去の標本や近縁種を含めて遺伝子解析を行っ
た。その結果、ムニンキヌランは琉球や台湾に分布するイ
シガキキヌランと同一であることが判明し、先に命名されて
いたムニンキヌランの学名が復活することになった（Yukawa 
et al. 2018）。

硫黄島の維管束植物相

　硫黄島は島のほぼ全域が戦前の開拓や戦争の影響を大き
く受け、植生は徹底的に破壊し尽くされた。現在、民間人
は島に立ち入ることが出来ないため、硫黄島の植物調査記
録は非常に少なく、1981年に東京都立大学が東京都の依頼
で実施した現地調査と標本調査の結果をまとめた報告書（小
野・小林 , 1982）が、唯一の維管束植物リストを含む調査
報告と思われる。このリストによれば、島にはシダ植物 12
種と被子植物 143種、計 155種の維管束植物が確認されて
いる。但し、その半数以上は人為的に持ち込まれた外来種
と考えられ、特にマメ科やキク科、イネ科などの草本類が
多く含まれている。
　硫黄島の植生は、外来種であるギンネム Leucaena 
leucocephala (Lam.) de Wit（マメ科）やシマグワMorus 
australis Poir.、ガジュマル Ficus microcarpa L.f.（クワ科）
などが優先する森林植生と、イネ科やカヤツリグサ科などの
草本類が優先する草原植生や裸地（主に地熱地帯）が大部
分を占めている。
　シマグワやガジュマルが優先する林内には、ヤエヤマオ
オタニワタリやオキナワウラボシMicrosorum scolopendria 
(Burm.f.) Copel.（ウラボシ科）などの大型のシダ植物が群
生することも多いが、種数は非常に少ない（図 10）。
　海岸部にはグンバイヒルガオIpomoea pes-caprae (L.) R.Br.
（ヒルガオ科）やナガミハマナタマメCanavalia rosea (Sw.) 

DC.（マメ科）などの広域に分布する海岸植物群落（図 11）
が広がるものの、ルビーガヤMelinis repens (Willd.) Zizka（イ
ネ科）やクサトケイソウPassiflora foetida L.（トケイソウ科）
などの外来植物も目立つ。在来樹が優先する森林植生はほ
ぼ皆無で、人が入植する前にこの島にどのような植生があっ
たかを知る手がかりは見つかっていない。
　硫黄島で注目すべき植物として、ギンネム林などの林縁に
生育するヤエヤマハマナツメColubrina asiatica (L.) Brongn.
（クロウメモドキ科 , 写真 12）が挙げられる。この植物は国
内では琉球の沿岸地に生育し、環境省レッドデータブック（環
境省 , 2015）では絶滅危惧 IB類とされているが、硫黄島で
は非常に数多く生育している。小笠原の他の島では全く確
認されていないため、この植物がどのようにして硫黄島にた
どり着いたかについても興味が持たれる。
　また、硫黄島では、島の名を冠したイオウジマハナヤスリ
Ophioglossum parvifolium Grev. et Hook.（ハナヤスリ科）が
記録されている。この種は世界各地に分布するものの、国
内では戦前に硫黄島で採取された標本があるだけで、その
後は確認されておらず、現在は国内絶滅種とされている（環
境省 , 2015）。他に北硫黄島や南硫黄島と共通して分布する
植物種として、モクビャッコウ（図 13）やカジノハラセンソウ（図
14）が挙げられる。
　前述のように、硫黄島の植物相は外来種に置き換わって
いるため、保全価値は他の島に比べて低いことは否めない。
しかしながら、北硫黄島や南硫黄島は硫黄島から目視可能
で、その距離は 60～ 70 kmしか離れておらず、外来種の拡
散が非常に懸念される。
　特に外来植物の種子散布様式は、動物が果実や種子を食
べて糞とともに排出して拡がる被食型散布や、動物の体表
に付着して拡がる付着型散布が多いため、島間を移動する
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図 10.　ヤエヤマオオタニワタリと
              オキナワウラボシ（硫黄島）.

図 11.　硫黄島の海岸植生 .

図 12.　ヤエヤマハマナツメ（硫黄島）.

図 13.　モクビャッコウ（硫黄島）.

図 14.　カジノハラセンソウ（硫黄島）.

鳥やオオコウモリがこれらの外来植物を運んでしまう恐れが
ある。実際に南硫黄島では、2007年調査でシンクリノイガ
Cenchrus echinatus L.（イネ科）、2017年調査でオオバナノ
センダングサBidens pilosa L. var. radiata Sch. Bip.（キク科）
という外来植物が新たに確認され、海岸部を中心に拡がり
始めている（藤田ほか 2008, 高山ほか 2018）。これらの外来
種は付着型散布で、硫黄島を含む小笠原諸島の島々に広く
侵入しているため、どこから来たかは不明だが、今後も動
物を介した外来植物の移動には注意すべきだろう。

北硫黄島の維管束植物相

　北硫黄島の植物相に関しては、2000年までの間に 8回
の調査記録が残されている。これらの調査記録に加えて、
2001年・2003年・2009年・2019年に実施された現地調査
記録を合わせて、北硫黄島産の維管束植物リストがまとめ
られている（加藤・後藤，2021）。その結果、北硫黄島でこ
れまで確認された維管束植物は、シダ植物 52種、裸子植
物 1種、被子植物 118種、合計 171種となっている。但し、
南硫黄島と同様に島の地形が険しく、調査エリアが限られ
るため、植物相の全貌はまだ分かっていない。実際に 2019
年の調査でも 5種の維管束植物が新規に確認されたことか
ら、今後も新たな植物が見つかる可能性は高いだろう。

　北硫黄島では 1899年から1944年にかけて人が居住して
開拓が行われてきたため、植物相や植生にも人為的な影
響が随所に見られる。人が持ち込んだと推定される外来植
物は 30種以上確認され（山本ほか，2005）、集落跡地には
防風のため植栽されたガジュマルが密生し、海岸近くの開
けた斜面には、観賞用に持ち込まれたシチヘンゲ Lantana 
camara L.や、殺虫剤成分を抽出するために植えられたデリ
ス Derris elliptica (Wall.) Benth.（マメ科）が一面に繁茂し
ている。特にガジュマルは「絞め殺し植物」と呼ばれ、鳥が
果実を食し、糞とともに樹上に付着した種子が発芽して、い
ずれは着生した樹木を覆い尽くして枯らしてしまう。既に稚
樹や若木が山の上部に広がりつつあり、いずれ島の生態系
に深刻な被害をもたらすことが懸念されている。
　また、かつて人が利用したと思われる山の上部に向かう

加藤
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ルート沿いや中継地点となる標高約 450 mのコル（鞍部）
には、オガサワラビロウ Livistona boninensis (Becc.) Nakai  
（ヤシ科、小笠原固有種）が数多く生育している。この植
物は戦前から葉を屋根の素材などに用いてきたことから、
おそらく人が他の島から持ち込んで植えたものと考えられ
る。また、島の海岸付近に生育するテリハボクCalophyllum 
inophyllum L.（テリハボク科）は、小笠原諸島全域に見られ
るものの、人為的に導入されたものが諸島内で半野生化し
たと考えられている。これらの植物も北硫黄島では外来種と
見なされるが、今のところ他の植物を脅かす兆候は認められ
ていない。
　北硫黄島は標高の最高地点である榊ヶ峰が 792 mあり、
南硫黄島と同様に標高によって植生が変化し、標高 500 m
以上では雲霧林が発達している。
　標高 650 m以上の尾根部から山頂部にかけては「三万坪」
と呼ばれる緩斜面の台地が広がり、ヒサカキが優占する低
木林に、ノボタンの北硫黄島固有変種であるイオウノボタン
Melastoma candidum D.Don var. alessandrense S.Kobayashi
（ノボタン科、図 15）やガクアジサイ、小笠原固有種のト
キワガ マズミ Viburnum japonicum (Thunb.) Spreng. var. 
boninsimense Makino（レンプクソウ科）やムニンヤツデ
Fatsia oligocarpella Koidz.（ウコギ科）が多く生育する。
　雲霧林では南硫黄島との共通種も多く、エダウチムニン
ヘゴやナガバコウラボシOreogrammitis tuyamae (H.Ohba) 
B.S.Parris（ウラボシ科、図 16）、イオウトウキイチゴ Rubus 
boninensis Koidz.（バラ科、図 17）、イオウトウフヨウ
Hibiscus pacificus Nakai ex Jotani et H.Ohba（アオイ科）な
どの、硫黄列島固有種または固有変種を見ることができる。
　三万坪から山頂に至る尾根上の風衝地では、広域分布の
ミズスギ Lycopodiella cernua (L.) Pic.Serm.（ヒカゲノカズラ
科）が密生した純群落が各所に見られる（図 18）。なお、戦
前に三万坪で放牧していたという記録が残されているが、こ
れまで踏査した範囲では、牧草となるイネ科植物などの痕
跡は確認されていない。
　北硫黄島は南硫黄島と共通の植物種が多い一方で、一
部の植生や景観的特徴に大きな違いが見られる。北硫黄
島の海岸部には、南硫黄島では見られないオオハマボウ
Hibiscus tiliaceus L.（アオイ科、広域分布種）やモモタマナ
Terminalia catappa L.（シクンシ科、広域分布種）などの海
岸性の樹木が数多く生育している。これはこの島が比較的
なだらかで広い海岸を有するのに対して、南硫黄島は狭くて
切り立った海食崖に囲まれていることによると考えられる。
　北硫黄島の三万坪から山頂部の雲霧林には、種数は
それほど多くは無いものの、シダ植物が非常に豊富に生
育している。大型のヘゴ類やオガサワラリュウビンタイ
Angiopteris boninensis Hieron.（リュウビンタイ科、図 19）
に加えて、林床にはチャセンシダ科のナンゴクホウビシダ
Hymenasplenium murakami-hatanakae Nakaike（ 図 20） や
ナンカイシダ Asplenium micantifrons (Tuyama) Tuyama ex 
H.Ohba（図 21）、オトメシダAsplenium tenerum G.Forst.（図
22）などが、足の踏み場も無いほどびっしりと生育している。
　中腹部でも、ケホシダ Thelypteris parasitica (L.) Tardieu 
（ヒメシダ科）やタマシダNephrolepis cordifolia (L.) C.Presl,
ヤンバルタマシダN. brownii (Desv.) Hovenk. et  Miyam.（タ

マシダ科）が林床を埋め尽くしているところが多く、海鳥の
巣穴などで地面が露出していた南硫黄島とは、林床の景観
が全く異なる。南硫黄島では数多くの海鳥が営巣のために
頻繁に土壌を攪乱するため、小型のシダ植物等の草本類は
定着できない。しかし、北硫黄島では人間の入植とともにネ
ズミ類が持ち込まれ、海鳥を食べ尽くしてしまったことで土
壌攪乱が無くなり、林床が安定したため、このようなシダの
群生地が生み出されたと考えられる。

硫黄列島と他地域の維管束植物相の比較

　硫黄列島では、地理的に近い小笠原群島（聟島・父島・
母島列島）との共通種が数多く分布するが、列島間の遺伝
的分化の程度は分類群によって異なる。例えば、小笠原固
有種オオバシマムラサキ Callicarpa subpubescens Hook. et 
Arn.（シソ科）について集団遺伝学的解析を行った結果、
南硫黄島集団は小笠原群島の母島集団に近いことが明らか
となった（Sugai et  al. 2019）。一方、小笠原固有種オオバシ
ロテツMelicope grisea (Planch.) T.G.Hartley（ミカン科、図
23）について同様の解析を行ったところ、硫黄列島集団は
小笠原群島の集団から明瞭に分化していた（Katoh et al. in 
prep.）このような違いは、移入時期の違いによるものと推
定される。一方、硫黄列島には小笠原群島では確認されて
いない植物種も分布し、低標高地と高標高地で異なる傾向
が見られる。
　硫黄列島の低標高地は、ポリネシアや琉球・東南アジア
由来と推定される植物が多い。例えばアツバシマザクラは、
小笠原群島に広く分布する同属のシマザクラ Leptopetalum 
grayi (K. Schum.) Hatus.やマルバシマザクラ Leptopetalum 
mexicanum Hook. et Arn.との類縁性が認められず、マリア
ナ諸島に分布する Leptopetalum foetidum (G.Forst.) Neupane 
& N.Wikstr.に近縁であることが、分子系統学的解析によっ
て明らかになった（Ohi-Toma et al. 2020）。
　ホソバヤロードも同様に、小笠原群島のヤロードOchrosia 
nakaiana (Koidz.) Koidz. ex H.Haraよりも、マリアナ諸島に
分布する同属種に類縁があると考えられる（Takayama et al. 
in prep.）。琉球・東南アジア由来と推定される植物としては、
キダチノジアオイやカジノハラセンソウ、オキナワウラボシが
挙げられ、これらはいずれも小笠原群島では確認されてい
ない。マルバケヅメグサPortulaca boninensis Tuyama（スベ
リヒユ科 , 図 24）は南硫黄島と父島にも分布するが、近縁
種を含めた分子系統学的解析の結果、台湾・東南アジアに
分布するタイワンスベリヒユ P. psammotropha Hanceと同種
と見なされた（Kokubugata et al. 2015）。硫黄列島の低標高
地にポリネシアや南西諸島・東南アジア由来の植物が多い
のは、小笠原群島より南方に位置するという地理的・気候
的条件によるものであろう。
　これらとは対照的に、南硫黄島や北硫黄島の標高 500 
m以上の高標高域では、より北方系の植物種がいくつも見
られる。例えば、ガクアジサイやタマアジサイ、ラセイタソ
ウ Boehmeria splitgerbera Koidz.（イラクサ科）は、小笠
原群島には分布せず、伊豆諸島や本州の太平洋岸に分布す
るものである（タマアジサイはトカラ列島にも分布）。小笠
原群島を飛び越えた分布をする植物としてはチギやヒサカ
キも同様で、小笠原群島に分布する同属のシマホルトノキ
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図 15.　イオウノボタン（北硫黄島）.

図 17.　イオウトウキイチゴ（北硫黄島）.

図 16.　ナガバコウラボシ（北硫黄島）.

図 18.　ミズスギ（北硫黄島）.

図 19.　オガサワラリュウビンタイ（北硫黄島）. 図 20.　ナンゴクホウビシダ群落（北硫黄島）.

図 21.　ナンカイシダ（北硫黄島）. 図 22.　オトメシダ（北硫黄島）.

加藤
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Elaeocarpus photiniifolius Hook. et Arn.やムニンヒサカキ
Eurya boninensis Koidz.との直接的な類縁性が認められな
い。このような植物相が見られる要因としては、南・北硫黄
島の高標高地は伊豆諸島のような暖温帯域の気候条件に似
ているためと推察される。
　硫黄列島と小笠原群島が陸化した時期は不明だが、硫黄
列島は中期更新世後半以降（数十万年前以降）、小笠原群
島はそれよりも遙かに古い始新世後期以降（約 4000万年前
以降）の火山活動によって形成されたと推定されている（海
野ら , 2009）。昆虫や陸産貝類に比べて進化速度が遅い植
物は、歴史の浅い硫黄列島では分化の程度が低く、小笠原
群島の植物群で見られるような島内分化も確認されていな
い。しかしながら、南・北硫黄島では標高によって環境が
大きく変化することから、陸上植物における生態的種分化
の初期過程を探る上で非常に興味深い地域である。
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1.はじめに

　硫黄列島（火山列島）は、火山活動によって出現した比
較的歴史の新しいとされる海洋島群で、北硫黄島、硫黄島（中
硫黄島）、南硫黄島の 3島からなっている。
　同諸島の昆虫相の報告は、これまでごくわずかであるが、
この中では原生自然環境保全地域としても注目される、南
硫黄島の総合学術調査に関するものが一番充実しており、
環境省主催の 1982年の総合学術調査を皮切りに、その
後の東京都・首都大学東京（東京都立大学）などによる
2007、2017年に実施された調査報告がある（苅部・松本 , 
2008; 森ほか , 2018）。　　
　北硫黄島の昆虫相は、2001年および 2003年に苅部らによ
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り実施された短期間の調査結果が報告がされているが（苅
部ほか , 2004）、網羅的な調査は 2019年に実施された総
合学術調査によるものが初めてのものである。（苅部ほか , 
2020; 図 1）。一方、硫黄島は、激しい戦禍に見舞われた
ことから列島中で最も知名度が高い島であるが、全域が
自衛隊基地であることから、研究者の入島のみならず、
旧島民の帰島も実現していない島である。このため、南
北硫黄島と異なり、これまでまとまった昆虫相の調査が
行われたことがなく、訪島の機会があった方からもたらさ
れた断片的な資料があるに過ぎない。
　本論文では、硫黄列島のそれぞれの島の昆虫相の特徴
と島間の比較、さらに硫黄列島と小笠原群島との比較を
行い、硫黄列島の昆虫相の特徴を明らかにしていく。

2. 硫黄列島の島々の地形の特徴と開拓の歴史

　北硫黄島の面積は 5.6 ㎢で、最高標高は 792 m、中腹
以上は雲霧林で高湿度域となる。島の大部分は急峻であ
るが、海岸部に一部緩傾斜の場所があり、そうした場所
では海岸林が発達し、砂浜も局所的に存在する。列島唯
一の流水域があり、頂上部に大規模な平坦地がある。戦
前には 50年ほどの期間ではあるが人が暮らした歴史があ
り、1899年に入植が始まり、ピーク時の人口は 156名と
されている（小笠原村 , online）。このことと関連してか、
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硫黄列島の昆虫相 - 島ごとの特性と小笠原群島との比較 -
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Abstract.  The Iwo (Kazan = Volcano) Island Group of the Ogasawara Islands consist of three islands: Kita 
Iwo-To Island, Iwo-To Island, and Minami Iwo-To Island. Although scientific research has been conducted on 
Kita- Iwo-To Island and Minami- Iwo-To Island, there has been no comprehensive report on Iwo-To Island. 
In this study, we compiled a list of 149 species of insects from literature records and specimens. Kita- Iwo-
To Island, characterized by the presence of mountain streams, is home to an endemic weevil, but it was also 
inhabited in the past, so exotic species are prominent. Although Iwo-To Island is an extremely destructive 
environment and has many invasive species, it is characterized by the presence of two species of beetles that 
may be endemic, and large ponds and wetlands. Minami Iwo-To Island is a valuable site for the presence of 
endemic genera and species in a pristine natural environment. As described above, each of the three islands in 
the Iwo Islands has its own unique insect fauna.
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　　　　　   Oceanic island, Alien species, Iwo islands, Human impact, New records 
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人為的な移入と考えられる外来植物や外来昆虫が知られて
いる。
　硫黄島の面積は 27.7 ㎢で、現在も火山活動が盛んで面
積の拡大も続いており、今では小笠原諸島最大の島となっ
ている。ほぼ平坦な地形で、最高標高も摺鉢山の 170 mで
あり北硫黄島、南硫黄島に比べて圧倒的に低く、他の 2島
のような雲霧林は存在しない。平坦地が多く人が暮らしや
すい地形だったこともあり、列島中では最も盛んに開拓が
行われた島である。1889年から開拓がはじまり、列島中で
もっとも長期間かつ多数の入植が行われた。1940年の住
民数は 1,051名が記録されている（小笠原村 , online）。また、
硫黄島の自然環境にとって最大の影響は、第二次世界大戦
末期の戦禍であった。地形が変わるほどの爆撃等によって、
島全域の植生が破壊された。戦後はアメリカによって統治さ
れ、1978年の日本復帰後も自衛隊の基地とされたことから
自衛隊以外の入島は禁止されている。
　南硫黄島の面積は、3.5 ㎢と列島中最小の島である。硫
黄列島の最高峰（標高 916 m）が存在し、これは伊豆・小
笠原の最高峰でもある。北硫黄島と同様に中腹以上は湿性
環境が維持される雲霧林となっている。急峻な地形で、陸
水が存在せず飲み水が確保できない環境であることなどか
ら、過去の開拓時代も入植を免れてきた。そのために小笠
原諸島では唯一の原生環境が保たれた島で、貴重な存在と
なっている。

3. 硫黄島の昆虫相　硫黄島は、入植の歴史が長い島であ
るが、昆虫相の記録は貧弱である。戦前には断片的な記録
があるだけで、戦後はその特異な立地から、研究者にとっ
ても調査に入ることが困難な島であり続けており、これまで
まとまった昆虫相の記録はない。
　南北硫黄島については、筆者らのまとめで、限られた期
間の調査結果ではあるが、昆虫相の概要は把握できており、
硫黄島の昆虫相の把握は重要な課題となっていた。
　今回、報告にあたり、硫黄島の過去の文献記録を取りま
とめるとともに、著者らの手元にある未発表標本資料を以
下に記録する。これには、図 2–4に示した昆虫種の撮影情
報も記録した。硫黄島の昆虫相を網羅的に取り扱う初めて
の報告となる。
　種の和名・学名及び配列については基本的に日本昆虫目
録編集委員会編「日本昆虫目録」に準じた。「日本昆虫目録」
が未完の分類群については、九州大学農学部昆虫学教室・
日本野生生物研究センター共同編集「日本産昆虫総目録」に
準じ、蛾類については「日本産蛾類標準図鑑 (1)～ (4)」（学
研出版）に準じた。なお、一部については最新の文献に基づ
く知見や筆者らの見解を採用しているものがある。
　表 1には、各島の昆虫相の比較のために南北硫黄島の
記録も合わせて一覧とした。なお、この表では、筆者ら
の南硫黄島（森ほか , 2018）及び北硫黄島（苅部ほか , 
2020）の報告以降の追加種や同定の再検討を反映してい
る他、種名未決定種が複数あり種番号で区別していたもの
については「複数種」として扱い種数としては 1種と数え
ているものがあるため、合計種数は森ほか（2018）及び
苅部ほか（2020）とは異なっている点に留意されたい。
　以下のデータについては、採集者を以下のように略記し

た。加藤英寿：加藤、苅部治紀：苅部、佐野克己：佐野、
採集者不明：記述省略。
　

トンボ目 Odonata　
イトトンボ科　Coenagrionidae

キバライトトンボ Ischnura aurora aurora
文献：朝比奈 (1976) .
　1♂ 2♀ , 24. X. 2004, 佐野採集 ; 4♂ 1♀ , 31. XII. 2004, 
佐野採集 ; 7♂4♀, 21. III. 2005, 佐野採集 ; 31♂23♀,13–14. 
XII. 2005, 苅部採集 ;  1ex., 29. XI. 2012, 森撮影 (図 2. A). 
　硫黄島は、本種の国内唯一の生息地となっている。島
内の植生のある池沼に生息し、多産する。小笠原群島
では、同属の広域分布種のアオモンイトトンボ Ischnura 
senegalensisが広く見られるが、硫黄島での記録はない。

ヤンマ科 Aeshnidae

オオギンヤンマ Anax guttatus
文献：杉村他 (1999).
　1♂ , 24. X. 2004, 佐野採集 .

アメリカギンヤンマ Anax junius
文献：杉村他 (1999).
　硫黄島から得られた一頭が国内唯一の記録である。近隣
のマリアナ諸島には分布せず、最も近い産地がハワイ、主
な産地は南北アメリカ大陸とされている（尾園ほか , 2017）。
自然飛来は考えにくく、人為的な移入が生じたものであろう。

トンボ科 Libelullidae

ベニヒメトンボ Diplacodes bipunctatus
文献：朝比奈 (1976) .
　1♂ , 19. IX. 2004, 佐野採集 ; 3♂ 1♀ , 3. X. 2004, 佐野採
集 ; 1♀, 10. X. 2004, 佐野採集 ; 1♂, 19. X. 2004, 佐野採集 ; 
3♂ , 24. X. 2004, 佐野採集 ; 2♀ , 18. X. 2004, 佐野採集 ; 2
♂ 2♀ , 21. III. 2005, 佐野採集 ; 5♂ 2♀ , 13–14. XII. 2005, 
苅部採集 ;  1 ex., 30.XI. 2012, 森撮影 (図 2. B). 
　太平洋地域に広域に分布する種であるが、国内では小笠
原諸島のみに分布する。硫黄島には池沼に多産している。

ヒメハネビロトンボ Tramea transmarina
文献：朝比奈 (1976) .
　1♀ , 24. X. 2004, 佐野採集 ; 2♂ , 13–14. XII. 2005, 苅
部採集 .
　
ウスバキトンボ Pantala flavescens
文献：朝比奈 (1976) .
　1♂ , 19. IX. 2004, 佐野採集 ; 1♂ , 10. X. 2004, 佐野採集 .

シロアリモドキ目 Embioptera

シロアリモドキ科 Oligotomidae

シロアリモドキ科の一種  Oligotomidae Gen. et sp. 
　12exs., 30. XI. 2012, 森撮影 (図 2. D); 1ex., 4. XII. 2012, 森
撮影（図 2. Ｅ）.
　 シロアリモドキ目として硫黄列島初記録。雌雄が確認さ
れており定着していると考えられる。
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ゴキブリ目 Blattaria

オガサワラゴキブリ科 Pycnoscelidae

オガサワラゴキブリ Pycnoscelis surinamensis 
文献：朝比奈 (1991) .
　1ex. 2幼虫 , 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1幼虫 , 27. XI.– 6. 
XII. 2012; 1ex., 2. XII. 2012; 1ex., 4. XII. 2012, 森撮影 (図 2. 
G), 1幼虫 , 5. XII. 2012, 森撮影 (図 2. H).
　Komatsu et. al (2015)で、両性生殖個体群の分類学的問
題が指摘されているが、ここでは従来の学名で記録する。

ゴキブリ科 Blattidae

コワモンゴキブリ Periplaneta australasiae　
　1ex., 12–14. XI. 2007, 加藤採集 ; 1ex., 2. XII. 2012, 森撮影 
(図 2. F).

チャバネゴキブリ科 Blattellidae

ヒメチャバネゴキブリ Blattella lituricollis
文献：朝比奈 (1991) .

ミナミヒラタゴキブリ Onchostylus vilis
文献：朝比奈 (1965; 1991) .
　2exs., 3. X. 2004, 佐野採集 ; 2exs. 1幼虫 , 21. III. 2005, 佐
野採集 ; 1ex. 1幼虫 , 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1ex., 18. 
XII. 2005, 佐野採集 .
　北硫黄島からは、同属のウスヒラタゴキブリ小笠原亜種
Onchostylus pallidiolus boninensisが 2019年の調査で記録
されている。

レイビシロアリ科 Rhinotermitidae

ハワイシロアリ Incisitermis immigrans
文献：Takematsu (1997).
　成虫・幼虫多数 , 5. XII. 2012, 森撮影 (図 2. I).
　中南米、ハワイ、マルケサス、ガラパゴスから記録されて
いる種で、日本からは硫黄島のみで記録がある。新熱帯区
原産で太平洋諸島に非意図的に導入された外来種であろう。

カマキリ目 Mantodea

カマキリ科 Mantidae

オオカマキリ Tenodera aridifolia
文献： Beier  (1972).
　1幼虫 , 11. IX. 2004, 佐野採集 ; 1幼虫 , 3. X. 2004, 佐
野採集 ; 2幼虫 , 10. X. 2004, 佐野採集 ; 1幼虫 , 18. XII. 
2004, 佐野採集 ; 1♀ , 24. IV. 2005, 佐野採集 ; 1♂ 1幼
虫 , 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ;  1ex., 5. XII. 2012, 森撮
影 (図 2. C).
　南北硫黄島からは、カマキリ目の記録はない。硫黄島を
含め小笠原諸島の個体群は外来種であろう。

バッタ目 Orthoptera

コオロギ科 Gryllidae　

カマドコオロギ Gryllodes sigillatus 

　1ex., 13–14. XII. 2005,  苅部採集 .

　硫黄島初記録。南北硫黄島からは見つかっていない。小
笠原諸島のものは外来種であろう。

アリヅカコオロギ科 Myrmecophilidae 

ミナミアリヅカコオロギ  Myrmecophilus formosanus
　1ex., 28. XI. 2012, 森撮影 (図 2. J).
　硫黄列島初記録。アカカミアリの巣の坑道から確認した。

キリギリス科 Tettigoniidae

オガサワラクビキリギス Euconocephalus nasutus
文献：Vickery et al. (1999) .
　1幼虫 , 15. IX. 2004, 佐野採集 ; 1幼虫 , 10. X. 2004, 佐野
採集 ; 2幼虫 , 21. III. 2005, 佐野採集 ; 1幼虫 , 3. I. 2005, 佐
野採集 ; 1♂ 2幼虫 , 13–14. XII. 2005,  苅部採集 ; 1ex., 2. 
XII. 2012, 森撮影 (図 3. A).

ツユムシ科 Phaneropteridae 

ナンヨウツユムシ Phaneroptera furcifera
文献：Vickery et al. (1999) .
　1♀ , 11. IX. 2004, 佐野採集 ; 1幼虫 , 15. IX. 2004, 佐野採
集 ; 1幼虫 , 19. IX. 2004, 佐野採集 ; 1♂ , 21. III. 2005, 佐野
採集 ; 3♂ 1♀1幼虫 , 13–14. XII. 2005,  苅部採集 ; 1♀ , 27. 
XI–6. XII. 2012; ; 1 ex., 5. XII. 2012, 森撮影 (図2. K); 1幼虫 . 
1. XII. 2012, 森撮影 (図 2. L).
　国内では、硫黄列島のみから知られる種で、他に北硫黄
島からの記録がある。国外ではフィリピンやグアム等のマリ
アナ諸島に分布する。本種は、外来種の可能性が考えられ
るが、今後の検証が必要である。

ヒバリモドキ科 Trigonidiidae

オキナワヒバリモドキ Trigonidiuum pallipes
　7exs., 13-14. XII. 2005, 苅部採集 .
　硫黄列島初記録。

バッタ科 Acrididae

トノサマバッタ Locusta migratoria
　1幼虫 , 21. III. 2004, 佐野採集 ; 1♂ , 11. IX. 2004, 佐野
採集 ; 1♂ 3♀ , 10. X. 2004, 佐野採集 ; 3♀ 1幼虫 , 18. XII. 
2004, 佐野採集 .
　硫黄列島初記録。なお、2017年の調査時に、南硫黄島
で本種幼虫の撮影がなされていたことが分かり（佐々木哲朗
私信）、硫黄列島の定着状況に興味がもたれる。

ハサミムシ目 Dermaptera

ハサミムシ科  Anisolabididae

コヒゲジロハサミムシ Euborellia annulipes
　1幼虫 , 27. XI.–6. XII. 2012; ; 1ex., 2. XII. 2012, 森撮影
(図 3. B).

クロハサミムシ科 Spongiphoridae

チビハサミムシ Labia curvicauda
文献：Brindle (1972).

カジリムシ目 Psocodea
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マドチャタテ科 Peripsocidae

マドチャタテの一種 Peripsocus pauliani
文献：Thornton et al. (1972).

クロフチャタテ科 Philotarsidae

クロフチャタテの一種 Haplophallus boninensis
文献：Thornton et al. (1972).

アザミウマ目

クダアザミウマ科 Phlaeothripidae

ガジュマルクダアザミウマ Gynaikothrips ficorum
　成虫多数 , 2. XII. 2012, 森撮影 (図 3. C).

カメムシ目 Hemiptera

アブラムシ科 Aphididae

ワタアブラムシ Aphis gossypii
文献：Essig (1956).

カタカイガラムシ科 Coccidae

ミドリワタカイガラムシ Pulvinaria psidii
文献：Beardsley (1966) .

クロカタカイガラムシ Parasaissetia nigra
文献：Beardsley (1966) [as Saisetta nigra].

ネッタイキジラミ科 Carsidaridae

ヤマアサキジラミ Mesohomotoma camphorae
文献：Thutill (1960) [as Mesohomotoma hibisci].

カタビロアメンボ科 Veliidae

ケシカタビロアメンボ  Microvelia douglasi
　4exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .
　硫黄島初記録。北硫黄島から記録がある。

カスミカメムシ科 Miridae

ネッタイチビトビカスミカメ Campylomma livida
文献：安永ほか (2001)．

セスジクロツヤカスミカメ Deraeocoris ryukyuensis
　1ex., 16. IV. 2005, 佐野採集 ; 4exs., 13–14. XII. 2005, 苅部
採集 .

ヒメフタホシカスミカメ Creontiades brevis
文献： 中根 (1970) [as Creontiades pallidifer]; 安 永ほか 
(2001).
　1ex., 13–14. XII. 2005,  苅部採集 .
　佐藤 (1982)、森ほか (2018)で南硫黄島から記録されたア
カホシカスミカメC. pallidiferは本種とすべきもの。

マキバサシガメ科 Nabidae

ミナミマキバサシガメ Nabis kinbergii
文献：Gross (1963) [as Nabis capsiformis].

ヒラタカメムシ科 Aradidae

ミナミクロヒラタカメムシ Brachyrhynchus membranaceus 
　3exs., 2. XII. 2012.

パラオヒラタカメムシ Neuroctenus palauensis 
　2exs., 13–14. XII. 2005,  苅部採集 .

ヒョウタンナガカメムシ科 Rhyparochromidae

モンクロナガカメムシHorridipamera nietneri 　
　1ex., 21. V. 2005, 佐野採集 ; 3exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採
集 . 

マルカメムシ科 Plataspidae

ルソンマルカメムシ Coptosoma xanthogramma
文献：中根 (1970).
　1ex., 21. III. 2004, 佐野採集 ; 2幼虫 , 13–14. XII. 2005, 苅
部採集 ; 1ex., 2. XII. 2012, 森撮影 (図 3. Ｄ ).　
　

カメムシ科 Pentatomidae

ミナミアオカメムシ Nazara viridula
文献；Ruckes (1963); 中根 (1970).
　1幼虫 , 9. X. 2004, 佐野採集 ; 1幼虫 , 18. XII. 2004, 佐野
採集 ; 2幼虫 , 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1ex., (サンケイト
ラップ ) 12–14. XI. 2007, 加藤採集 ; 3exs., 4. XII. 2012;  1ex., 4. 
XII . 2012, 森撮影 (図 3. E).

イチモンジカメムシ Piezodorus hybneri 
　1ex., 15. IX. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 19. IX. 2004, 佐野採集 ; 
2幼虫 , 3. X. 2004 , 佐野採集 ;  1ex., 18. XII. 2004, 佐野採集 .
　小笠原諸島初記録。国内では本州以南に広くみられ、世
界的な広域分布種である。

ヘリカメムシ科 Coreidae
ホソハリカメムシ Cletus punctiger

　1ex., 3. X. 2004, 佐野採集 ; 3exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採
集 .
　小笠原諸島初記録。

アミメカゲロウ目 Neuroptera

ヒメカゲロウ科 Hemerobiidae

ウスチャバネヒメカゲロウ Micromus timidus
文献：Carpenter (1961) [as Micromus navigatorum].

クサカゲロウ科 Chrysopidae

クサカゲロウ科の一種 Gen. et sp. 1
　1ex., 22. Ⅲ . 2005, 佐野採集 ; 1ex., 4. XII. 2012.

コウチュウ目 Coleoptera

オサムシ科 Carabidae

イオウジマゴモクムシ Gnathaphanus licinoides
文 献：Nakane & Ishida (1959) [as Iwosiopelus masudai]; 
Darlington (1970); Habu (1973) [as Gnathaphanus masudai]
　硫黄島で得られた 1頭の雌を基に新属新種として記載さ
れたが、後に Darlingtonによって本種の異名とされた。そ
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の後、本島からの記録を見ない。本種はミクロネシアからモ
ルッカ諸島、ニューギニアなどにかけて広く分布する。

イオウジママメゴモクムシ Stenolophus kusamai
文献：Habu (1977).
　1ex., 22. V. 2005, 佐 野 採 集 ; 10exs., 13–14. XII. 2005, 
苅部採集 .
　本種は、現在のところ硫黄島のみから記録されており、
固有種の可能性がある。島内の湿地環境で多く見られた。

ゲンゴロウ科 Dytiscidae

コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus
文献：中根 (1977).
　2exs., 11. IX. 2004, 佐野採集 ; 2exs.,10. X. 2004, 佐野採集 ; 
5exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .
　島内では植生のある池沼に分布し、人工的な水域でも見
られる。なお、本種は 1950年代までは北限を本州として広
く分布していたが、その後の農薬禍などにより、九州以北
では多くの地域で絶滅した。近年、温暖化や農薬耐性個体
群の出現によるものか、本州中部までの各地で確認される
ようになっている。硫黄島の個体群は、国内の個体群とは
異なる系統である可能性もあり、遺伝的な検証が望まれる。

ハイイロゲンゴロウ Eretes sticticus
文献：中根 (1977).

ハネカクシ科 Staphylinidae

ミイロケシデオキノコムシ Scaphisoma tricolor
　1ex., 27. XI.–6. XII. 2012; 1ex., 2. XII. 2012.
　硫黄島初記録。南北硫黄島での記録はある。

クワガタムシ科 Lucanidae

フィッシコリスマメクワガタ Figulus fissicollis
文献：藤田 (1994) [as Figulus yujii]; 藤田 (2010).
　2exs., 22. V. 2005, 佐野採集 ; 4exs., 12. VI. 2005, 佐野採
集 ; 1ex., 5. VIII. 2005, 佐野採集 ; 1ex., 13–14. XII. 2005, 苅
部 採 集 ; 1ex., 27. XI.–6. XII. 2012; 3exs., 29. XII. 2012; 4 
exs., 2. XII. 2012; 2exs., 6. XII. 2012;  1ex., 28. XI. 2012, 森撮
影 (図 3. F).
　発見時には、硫黄島から独立種として記載された種で（藤
田 , 1994）、その後の研究の進展でマリアナ諸島をはじめ、
南洋に広く分布する本種の異名として処理された。外来種と
考えられるが、侵入経路把握のためにも、今後海外産との
遺伝子解析が必要である。

コガネムシ科 Scarabaeidae

セマダラコガネ Blitopertha orientalis
文献：Cartwright & Gordon (1971)  [as Anomala orientalis].
　1ex., 2. V. 2005, 佐野採集 ; 1ex., 27. V. 2005, 佐野採集 ; 
1ex. 4. XII. 2012; 1ex., 5. XII. 2012, 森撮影 (図 3. G). 
　小笠原群島に分布する種であるが外来種とされており、
南北硫黄島には分布しないことからも、硫黄島に侵入した
外来種と考えられる。

シロテンハナムグリ台湾亜種 Protaetia orientalis sakaii 
　1ex., 17. IX. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 3. X. 2004, 佐野採集 ; 
55exs.（サンケイトラップ）, 12–14. XI. 2007, 加藤採集 ; 1ex., 
2. XII. 2012.
　硫黄島には、比較的近年になって定着した。台湾に分布
する亜種で、国内では琉球列島に広く定着している（岡島・
荒谷 , 2012）。近隣ではサイパンやグアムに定着しており、
米軍施設があるこれらの島経由で侵入した可能性が高い。

コメツキムシ科 Elateridae

ナンヨウチビコメツキ Conoderus pallipes
文献：大平 (1977).

ナンヨウサビコメツキ Lacon modestus
文献：大平 (1977).
　1ex., 13-14. XII. 2005, 苅部採集 .

ナガシンクイムシ科 Bostrychidae

ツヤヒメナガシンクイ Xylopsocus castanopterus
文献：Chujo (1958).
　3exs., 1. XII. 2012.

ケシキスイ科 Nitidulidae

ガイマイデオキスイ Carpophilus dimidiatus
文献：Gillogly (1962).
　3exs., 17. IX. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 3. X. 2004, 佐野採集 .
　本種は貯穀害虫として世界的に著名な種であり、日本か
らは硫黄島のみの分布が知られる、古い文献記録があった
のみだが、現在も生息しているようである。

カタベニデオキスイ Urophorus humeralis
文献：Gillogly (1962).

テントウムシダマシ科 Endomychidae

ヒゲブトテントウダマシ Trochoideus desjardinsi
　2exs., 29. XI. 2012; 19exs., 2. XII. 2012; 1ex., 2. XII. 2012, 
森撮影 (図 3. I).
　硫黄列島初記録。東洋区や太平洋地域に広く分布する。
小笠原諸島では、父島・母島における1940年代の古い記録
がある (Strohecker, 1958)。

ホソヒラタムシ科 Silvanidae

モンセマルホソヒラタムシ Cryptomorpha desjardinsi
　1ex., 29. XI. 2012; 1ex., 1. XII. 2012.
　硫黄島初記録。南北硫黄島での記録はある。

テントウムシ科 Coccinellidae

ナナホシテントウ Coccinella sepempunctata 
文献：Chapin (1955).

オガサワラヒメテントウ Nephus boninensis
文献：Chapin (1955)   [as Nephus roepkei].

	リュウキュウヒメテントウ Pseudoscymnus kurohime

硫黄列島の昆虫相



34 苅部ほか

　1ex., 27. XI. 2012; 1ex., 29. XI. 2012; 1ex., 5. XII. 2012, 森
撮影 (図 3. H).
　小笠原諸島初記録。

クロスジヒメテントウ Scymnus nigrosuturalis
文献：Chapin (1955).

アトコブゴミムシダマシ科 Zopheridae

ホソカタムシ亜科の1種 Colydiinae Gen et. sp.　
　1ex., 5. XII. 2012, 森撮影 (図 3. J).
　硫黄列島初記録。樹皮下から確認。

コキノコムシ科 Mycetophagidae

チャイロコキノコムシ Typhaea stercorea
文献：Chujo (1970).

ヒロオビヒメコキノコムシ Litargus antennatus
文献：黒沢ほか (編著 ) (1985).
　1ex., 1. XII. 2012.

アリモドキ科 Anthicidae

ニセケオビアリモドキ Anthelephila imperatrix　
文献：Werner (1965)  [as Formicomus imperator].
　3exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .
　南北硫黄島には、固有種ミナミイオウモンアリモドキ　
Sapintus minamiiwoが分布し、海岸域の枯れ葉から見出さ
れるが（苅部ほか , 2020）、硫黄島からは確認されていない。

ゴミムシダマシ科 Tenebrionidae

イオウカクマルスナゴミムシダマシ Brachydium iwojimae

文献：Masumoto (1991); 秋田・益本 (2016).
　中根 (1970)では、パラオカクマルスナゴミムシダマシ
Caedius palauensis (=Brachydium palauensis )が記録されて
いるが、秋田・益本 (2016)によると、この記録は本種のこ
とであろうという。本種は現在のところ、硫黄島でのみ記録
があり、島固有種の可能性がある。

イオウスナゴミムシダマシ Gonocephalum adpressiforme 

文献：秋田・益本 (2016).
　1ex., 22. V. 2005, 佐野採集 ; 1ex., 27. V. 2005, 佐野採集 ; 
3exs., 5. VIII. 2005, 佐野採集 ; 3exs., 13–14. XII. 2005, 苅部
採集 ; 2exs., 29. XI. 2012; 1ex., 1. XII. 2012.
　フィリピンや太平洋諸島に広く分布する。

ナンヨウエグリゴミムシダマシ Uloma picicornis
文献：Ando (2015); 秋田・益本 (2016).
　3exs., 27. XI. 2012; 1ex., 30. XI. 2012, 森撮影 (図 3. K).

カミキリムシ科 Cerambycidae

フトガタヒメカミキリ Ceresium unicolor
文献：Kusama & Tsuyuki (1977).
　3exs., 27. V. 2005, 佐野採集 ; 1ex., 13–14. XII. 2005, 苅
部採集 ; 1ex., 2. XII. 2012..
　小笠原群島には広く分布する種で、硫黄列島では、北硫

黄島から記録がある。人為の影響をほぼ受けていない南硫
黄島には分布せず、外来種の可能性がある。

フタツメケシカミキリ Nobuosciades bioculata
文献：Hasegawa (2009).
　2exs., 1. XII. 2012.
　イオウジマケシカミキリ Sciadella iwojimanaは Gressit 
(1956)により硫黄島から記載されたものであるが、
Hasegawa (2009)により本種の異名とされた。

ムラヤマムネコブサビカミキリ Prosoplus bankii
文献：Kusama & Tsuyuki (1977).
　2exs., 23–29. VII. 1976, 露木繁雄採集 ; 1ex., 5. XII. 2012, 
森撮影 (図 3. L).
　国内では硫黄島からのみ記録がある種だが、太平洋地域
に広く分布する。南北硫黄島から見出されないことから、外
来種の可能性が高い。

タイワンチビカミキリ Sybra pascoei
文献：Kusama & Tsuyuki (1977).

ハムシ科 Chrysomelidae

セスジサルハムシ Rhyparida simplex
文献：木元・滝沢 (1994) [as Phytorus lineatus (!)].
　1ex., 31. XII. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 24. V.　2005, 佐野採
集 ; 8exs., 27. XI.–6. XII. 2012; ; 1ex., 4. XII. 2012, 森撮影 (図
3. M).
　マリアナ諸島、フィリピンなどから記録があり、国内では
硫黄島からのみ記録がある種で、外来種と考えられる。

ルリナガスネトビハムシ Psylliodes simplex
文献：Gressit (1955) [as Psylliodes brettinghami].
　硫黄列島では、南北硫黄島の記録もある。

タテスジヒメジンガサハムシ Cassida circumdata
文献：木元・滝沢 (1994).
　1ex., 12–14. XI. 2007, 加藤採集 .

ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae

ワタミヒゲナガゾウムシ属の一種 Araecerus sp.
　3exs. , 3. X. 2004 , 佐野採集 ; 1ex., 21. Ⅲ . 2005, 佐野採集 ; 
3exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1ex., 27. XI.–6. XII. 2012; 
1ex., 29. XI. 2012; 2exs., 1. XII. 2012; 4exs., 2. XII. 2012; 4 
exs., 4. XII. 2012; 1ex., 1. XII. 2012, 森撮影 (図 3. N).
　北硫黄島からはカワリヒゲナガゾウムシA. varians が記録
されているが，小笠原諸島における本属の記録は混乱してお
り、整理が必要。

ゾウムシ科 Curculionidae

キクイゾウムシ科の一種 A  Cossoninae Gen. et sp. A
　6exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1ex., 27. XI.–7. XII. 
2012.

キクイゾウムシ科の一種 B  Cossoninae Gen. et sp. B
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　2exs., 27. XI.–7. XII. 2012.
 上記キクイゾウムシ亜科の 2種は、森ほか (2018)及び苅
部ほか (2020)で南北硫黄島から種名未決定で記録された
いずれの種とも異なるものである。

タコノキハモグリゾウムシ Phylloplatypus pandani
　1ex., 2. XII. 2012;  1ex., 2. XII. 2012, 森撮影 (図 3. O).
　硫黄島初記録。硫黄列島からは北硫黄島での記録がある。
タコノキの葉に穿孔し、小笠原諸島とグアムに分布する。

オサゾウムシ科 Rhynchophoridae

カンショオサゾウムシ Rhabdoscelus obscurus
文献：林ほか (1984).

キクイムシ科 Scolytidae

チビコキクイムシ Hypothenemus eruditus
文献： Wood (1960).

キクイムシ科の一種 Hemicryphalus incomptus
文献：Wood (1960) [as Eidophelus incomptus]; Bright (1992).
　本種は和名もなく、これまでにほとんど日本語で紹介され
ていない。硫黄島で採集された２メスのみの標本が知られて
いる種で (Bright, 1992)、硫黄島以外での記録がない。

ハチ目 Hymenoptera

ヤセバチ科 Evaniidae

ゴキブリヤセバチの一種 Evania sp. 
文献：高橋 (2001) [as Evania appendiculata].
　1ex., 30. Ⅳ . 2005, 佐野採集 .

ヒメバチ科 Ichneumonidae

ミナミクロモンアメバチ Dicamptus fuscicornis
文献；高橋 (2001).
　1 ♂ , 硫黄島 , 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1 ♀ , 12 –14. XI. 
2007, 加藤採集 .
　環太平洋地域に広域分布する種で、国内では硫黄島のみ
で得られている（日本昆虫目録編集委員会編 , 2020）。

ナンヨウアメバチモドキ Netelia latro latro
文献：高橋 (2006).

アリ科 Formicidae

ツヤオオズアリ Pheidole megacephala
文献：寺山・久保田 (2002).
　成虫多数 , ４. XII. 2012, 森撮影 (図 4. A).

ミノウロコアリ Strumygenys godefforoyi 
　成虫多数 , 5. XII. 2012, 森撮影 (図 4. C).　　　　　　　
硫黄島初記録。やや湿性の林内土壌中にてコロニーを確認。

トカラウロコアリ Strumigenys menbranifera
文献：寺山・久保田 (2002) [as Pyramica membranifera].

イオウハダカアリ Cardiocondyla kazanensis

文献：寺山・久保田 (2002).
　これまで硫黄島のみから知られる種。ただし、固有種と
の言及はない。

キイロハダカアリ Cardiocondyla obscurior
文献：寺山・久保田 (2002).

カドハダカアリ Cardiocondyla strigifrons
文献：寺山・久保田 (2002)  [as Cardiocondyla kagutsuchi].

オオシワアリ Tetramorium bicarinatum
文献：寺山・久保田 (2002).

イカリゲシワアリTetramorium lanuginosum
成虫多数 , 5. XII. 2012, 森撮影 (図 4. D).
　硫黄島初記録。やや湿性の林内の土壌中にてコロニーを
確認した。

サザナミシワアリ Tetramorium simillimum
文献：寺山・久保田 (2002).

クロヒメアリ Monomorium chinense
文献：寺山・久保田 (2002).

イエヒメアリ Monomorium pharaonis
文献：寺山・久保田 (2002).

アカカミアリ Solenopsis geminata
文献：寺山・久保田 (2002).
　1ex., 14. XII. 2005, 苅部採集 ; 20exs., 27. XI.–6. XII. 2012; 
成虫多数 , 29. XI. 2012, 森撮影 (図 4. B).　
　海岸に近い林の林縁や草原に広く生息。昆虫、果実等を
餌として収集する。

ミゾヒメアリ Trichomyrmex destructor                                 
文献：寺山・久保 (2002)  [as Monomorium destructor].

アワテコヌカアリ Tapinoma melanocephalum
文献：寺山・久保田 (2002).

アシジロヒラフシアリ Technomyrmex albipes
文献：寺山・久保田 (2002).

ケブカアメイロアリ Nylanderia amia
文献：寺山・久保田 (2002).

ヒゲナガアメイロアリ Paratrechina longicornis
文献：寺山・久保田 (2002).
　成虫多数 , 5. XII. 2012, 森撮影 (図 4. F).
　乾性の林内等にてコロニーを確認した。

オガサワラアメイロアリ Paratrechina ogasawarensis
文献：寺山・久保田 (2002).

硫黄列島の昆虫相
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　2exs., 5. IX. 2004, 佐野採集 ; 9exs., (サンケイトラップ ), 
12–14. XI. 2007, 加藤採集 .　
　国内からは硫黄島でのみ定着している外来種であり。
1995年に初めて確認された。

オガサワラツヤハナバチ Ceratina boninensis　
文献：高橋 (2005).

ハエ目 Diptera

カ科 Culcidae

トウゴウヤブカ Aedes togoi
文献：Bohart (1956).

トラフカクイカ Culex halifaxii
文献：Bohart (1956).

ミズアブ科 Stratiomyidae

ミズアブ科の一種 Tinda javana
文献：James (1962).

アシナガバエ科　Dolichopodidae

ハイイロキマモリアシナガバエ Medetera grisescens
文献：Bickel (1995).

ハナアブ科 Syrphidae

トゲヒメヒラタアブ Ischiodon scutellaris
文献：Shiraki (1963).

ハモグリバエ科 Agromyzidae

トウモロコシハモグリバエ Pseudonapomyza spicata
文献：Spencer (1963).

イエバエ科 Muscidae

チャバネヒメクロバエ Hydrotaea chalcogaster
文献：Snyder (1965).

イエバエ Musca domestica
文献：Snyder (1965).

トウヨウヒメイエバエ Atherigona orientalis
文献：Snyder (1965).

イネクキイエバエ Atherigona oryzae
文献：Snyder (1965).

クロバエ科 Calliphoridae

ヒロズキンバエ Lucilia sericata
文献：James (1962).

オビキンバエ Chrysomyia megacephala
文献：James (1962).

ニクバエ科 Sarcophagidae

センチニクバエ Boettcherisca peregrina

アシナガキアリ Anoplolepis longipes
文献：寺山・久保田 (2002).
　成虫多数 , 4. XII. 2012, 森撮影 (図 4. E).
　内陸部の乾性の林内や草原にて優占する。

ウスヒメキアリ Plagiolepis alluaudi
文献：寺山・久保田 (2002).

アナバチ科 Sphecidae 

アメリカジガバチ Sceliphron caementarium
文献：高橋 (2006).
　1ex., 3. X. 2004, 佐野採集 ; 3exs., 3. XI. 2004, 佐野採集 .

ベンガルルリジガバチ Chalybion bengalense
文献：高橋 (2001).
　1ex., 5. IX. 2004, 佐野採集 .

スズメバチ科 Vespidae

ホウロウドロバチ Pachodynarus nasidens 
文献：Yamane et al. (1996).
　1ex., 3. X. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 2. XII. 2012.
　中南米原産で、ミクロネシア、ハワイなどに移入されている。
硫黄島では 1981年に採集されたのが最初の記録である。

ヒトザトヒゲブトドロバチ Subancistocerus domesticus
文献：高橋 (2001).
　硫黄列島では、他に北硫黄島に定着している。

フカイオオドロバチ台湾亜種 Rhynchium quinquecinctum 

brunneum

文献：高橋 (2001).
　1ex., 3. XI. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 27. XI. 2012; 森撮影 (図
3. Q).
　国外では台湾からインドに生息している亜種であり、小笠
原群島からは記録がない。外来種と考えられる。

ナンヨウチビアシナガバチ Ropalidia marginata
文献：Yamane (1991).
　1ex., 3. X. 2004, 佐野採集 ; 2exs., 21. III. 2005, 佐野採集 ; 
1ex., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1ex., 27. XI.–6. XII. 2012; 
1ex., 2. XII. 2012;  1ex., 2. XII. 2012, 森撮影 (図 3. P).
　東南アジアやマリアナ諸島に分布しており、米軍物資に混
入してきたと考えられている。島内では多産しており、刺傷
事故も多い。多女王制の種として知られ、巨大な巣が見ら
れる。

ギングチバチ科 Crabronidae

キンイロコオロギバチ Liris aurulentus
文献：高橋 (2001).
  1ex., 5. XII. 2012, 森撮影 (図３. R).

コシブトハナバチ科 Anthophoridae

ハワイクマバチ（ソノーラクマバチ）  Xylocopa sonorina
文献：高橋 (2001).
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文献：Souza Lopes (1963).

チョウ目　Lepidoptera

ツトガ科　Crambidae

チビコブノメイガ Cnaphalocrocis poeyalis　
　2exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .

ヒメムツテンノメイガ Talanga nympha
　1ex., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .
　北硫黄島から記録がある。

シジミチョウ科 Lycaenidae

ウラナミシジミ Lamipides hoeticus
　1ex., 15. IX. 2004, 佐野採集 ; 4exs., 19. IX. 2004, 佐野採
集 ; 3exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1ex., 2. XII. 2012, 森
撮影 (図 4. G).
　移動能力の高い種として知られ、南硫黄島から記録があ
る（佐藤 1982)。なお、硫黄島ではチョウ類の記録もごく少
なく、正式な記録はリュウキュウムラサキのみであった。

ホリイコシジミ Zizula hylax
　2exs., 17. IX. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 13–14. XII. 2005, 苅部採
集 ; 5exs., 29. XI. 2012; 1ex., 29. XI. 2012, 森撮影 (図 4. H).　
　外来種であるシチヘンゲ（ランタナ）Lantana camaraを
食樹とする。小笠原群島では偶産種として飛来発生する。

タテハチョウ科 Nymphalidae

リュウキュウムラサキ Hypolimnas bolina
中根 (1970).
　1ex., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 1ex., 1. XII. 2012；1ex., 4. 
XII. 2012, 森撮影 (図 4. I).

ヒメアカタテハ Cynthia cardui
　1ex., 2. XII. 2012, 森撮影 (図 4. J)
　開けた草原にて確認した。
　
ウスイロコノマチョウ Melanitis leda
　2exs., 17. IX. 2004, 佐野採集 ; 1ex., 31. XII. 2004, 佐野採集 ; 
4exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 ; 7exs., 2. IX. 2012; 1ex., 1. 
XII. 2012, 森撮影 (図 4. K); 1幼虫 , 2. XII. 2012, 森撮影 (図 4. 

L).
　島内各所に見られた。

シャクガ科 Geometridae

オオサザナミシロアオシャク Pelagodes antiquadraria
文献：岸田・中島 (2012).

ギンネムエダシャク Macaria abydata
文献：岸田・中島 (2012).
　3exs., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .

ヒトリガ科 Arctiidae

タイワンベニゴマダラヒトリ Utetheisa lotrix lotrix
文献：岸田・中島 (2012).

　1ex., 27. XI.–6. XII. 2012; 1ex., 30. XI. 2012.
　マメ科草本を食草とし、農業害虫としても知られている。

ベニゴマダラヒトリ Utetheisa pulchelloides vaga
文献：大林他 (2003).
　小笠原群島では、モンパノキ群落で多産する。

スズメガ科 Sphingidae

エビガラスズメ Agrius convolvuli
　1ex.,   2005, 佐野採集 .

コブガ科 Nolidae

ツマジロキノカワガ Etanna breviuscula
　1ex., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .

ヤガ科 Noctuidae

シロナヨトウ Spodoptera maritia
文献：岸田・中島 (2012).

キヨトウ属の一種 Mythimna sp.
　1ex., 13–14. XII. 2005, 苅部採集 .
　老熟個体で斑紋識別が困難なため、写真同定での種確
定ができていないが、スジシロキヨトウかニセスジシロキヨ
トウのいずれかに該当する。

マドバネサビイロヤガ Amyna notalis
文献：岸田・中島 (2012).

イチジクキンウワバ Chrysodeixis eriosoma
文献：岸田・中島 (2012).

シラホシアシブトクチバ Achaea Janata
文献：岸田・中島 (2012).

ウスオビクチバ Mocis frugalis
文献：岸田・中島 (2012).

ランタナアツバ Hypena lacertalis
文献：岸田・中島 (2012).

スジアツバ Hypena masurialis
　4exs., 13-14. XII. 2005, 苅部採集 .

4. 硫黄列島の昆虫相の島間比較

　以下の記述のうち、南北硫黄島に関する事項は、南硫黄島：
苅部・松本（2008）、 森ほか（2018）、北硫黄島：苅部ほか, （2004）、
苅部ほか（2020）から引用した。
（１）硫黄列島各島の昆虫相の概略
　硫黄列島の各島は、各々に異なる地形的・地史的な特徴
を持ち、また、異なる人為影響の歴史から人間が自然に与
える影響を比較することができる点でも、重要な地域であ
る。さらに比較的新しい島々にもかかわらず、複数の分類
群で固有種が知られ、進化を考察する場所としても興味深
い。以下にはそれらの点を踏まえ、各島の特徴および島間

硫黄列島の昆虫相
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の比較を行った。
　植物では環太平洋の島々で網羅的な遺伝子解析の研究が
進んでいる。硫黄列島を含む小笠原諸島の昆虫の太平洋広
域を比較対象とする遺伝的な系統解析が進むと、想定外の
祖先の存在が明らかになる可能性もあるだろう。

○北硫黄島の昆虫相
　北硫黄島では、少なくとも 137種が確認されている。小
笠原群島以外で唯一の小笠原諸島固有トンボ類の生息地で
あり、源流湧水を主な生息地とするシマアカネが見られる。
また、他の水生昆虫として、石野村の集落跡の井戸跡の止
水から、ケシカタビロアメンボが確認された。前者は、安定
した森林内の流水や薄暗い小規模な水域にのみ生息し、硫
黄列島の他の島々にはこうした環境は存在しないため、今後
も発見される可能性は低い。
　北硫黄島のみから知られる固有種としては、キタイオウス
ジヒメカタゾウムシがある。この種は、島の中腹域から山頂
まで広く見られ、好適な生息地では個体数が多かった。祖
先種と考えられるスジヒメカタゾウムシが、クサトベラをは
じめとする海岸植生に依存するのに対して、この種は海岸
域から低地部には確認されず、オガサワラモクマオ等の内
陸部の森林を構成する樹種に見られる。また、ミナミイオウ
トラカミキリ、ミナミイオウモンアリモドキ、イオウヨツボシ
オオアリなどは、当初、南硫黄島固有種として記載されたも
のが、北硫黄島にも生息することが明らかになった。
　北硫黄島は過去の入植の経緯からオガサワラビロウやリュ
ウキュウマツ、ガジュマルなどさまざまな当時の有用植物が
持ち込まれており、それに随伴して移入された種も存在する。
さらに、フトガタヒメカミキリのように、ビロウの枯れ葉や葉
鞘のような空隙に潜む昆虫は随伴移入のリスクが高い。また、
列島唯一の水生昆虫であり、飛び離れた分布地であるケシ
カタビロアメンボやシマアカネなども、当時の水事情を考え
ると、たとえば小笠原群島からの飲み水の瓶などに混入して
いたものが定着した可能性なども検討の余地がある。
　なお、北硫黄島の山頂部の調査は十分ではない。2019年
には初めて榊ケ峰山頂まで踏査できたが悪天候の中であり、
夜間調査は実施されていない。南硫黄島でも固有種の多く
が中腹域以上で見られることから、北硫黄島の昆虫相を網
羅的に把握するには、山頂部の調査の充実は重要である。

○硫黄島の昆虫相
　今回、硫黄島の過去の記録を整理し、新たに未発表標本
資料を検討したところ、硫黄島の昆虫の記録種は、計１49
種となった。開拓前の硫黄島の昆虫相については記録が残っ
ていないが、樹林性の種では発見されないまま滅んだ種が
存在した可能性もある。戦後の日本返還後は自衛隊以外の
入島が禁止されているため、まとまった昆虫相の調査は未
だ実施されていない。
　列島の他の島々からは、独自の進化を遂げた島固有の昆
虫が記録されているが、硫黄島からの島固有種は過去にイ
オウゴモクムシ、イオウマメクワガタなどが記載されている
が、これらはその後の研究で広域分布種の異名として処理
されている。現在まで硫黄島固有種の可能性がある種とし
ては、イオウマメゴモクムシ、イオウカクマルスナゴミムシダ

マシがあげられる。
　海岸域などを選好する種の中で、おそらく硫黄島が唯一
安定した生息地になっているのが、イオウスナゴミムシダマ
シである。この種は、海浜や内陸の砂地環境に生息し、硫
黄島は生息適地が多く、人の居住地近くを含めて島内各所
で記録されている。この種は、過去に南硫黄島でも記録さ
れているが、近年の調査では海岸近くの砂地環境がほとん
どなくなったためか再確認はされていない。北硫黄島には
砂浜が存在するが確認できなかった。
　他の島に見られない安定した開放的な止水域が存在する
ことは、硫黄島の大きな特徴である。こうした水域はキバ
ライトトンボの国内唯一の生息地となっており、多くの個体
が見られる。また、コガタノゲンゴロウは島内の水域に広く
見られる。この種はかつて関東地方以南に広く分布したが、
1970年代以降に激減した。硫黄島は本種の衰退時期にも
南西諸島と並んで安定的に生息していた地域であった。
　硫黄島の昆虫相の顕著な特徴としては、その特殊な立地
から米軍の物資輸送経由で侵入したと考えられる外来種が
多く記録されていることである。硫黄島が国内唯一あるいは
同様に特殊な利用形態の島である南鳥島との二島にのみ記
録がある外来種として、ルソンマルカメムシ、アカカミアリ、
ナンヨウチビアシナガバチ、ハワイクマバチ、フィッシコリス
チビクワガタ、ムラヤマムネコブサビカミキリなどが挙げら
れる。
　現在知られる外来種のほとんどは、人為的な非意図的導
入による外来種と考えられるが、シロテンハナムグリ台湾亜
種のように、比較的近年になって記録されたものもあり、未
だに新たな種の移入が生じている可能性がある。硫黄島に
定着している外来種には、人への刺傷によって健康被害を与
える種も含まれ、島内に広く定着して優占するアカカミアリ
やナンヨウチビアシナガバチが代表的である。
　また、送粉系に影響を与える可能性のあるハワイクマバ
チ、植物の分解者として強力なシロテンハナムグリ台湾亜種
など、生態系エンジニアとして影響を与えうる外来種が定着
していることも注意が必要で、今後の管理着手は喫緊の課
題となっている。硫黄島は、原生自然が残る南硫黄島が肉
眼で確認できる距離にあることから、飛翔力が高い外来種
の侵入が強く懸念される。
　このように、多くの外来種が侵入している硫黄島ではある
が、小笠原群島で在来生態系に深刻な影響を与えた侵略的
外来種であるグリーンアノール Anolis carolinensisやオオヒ
キガエル Rhinella marina などが未侵入であることは特記さ
れる。同じ有人島である父島や母島と異なり、硫黄島の在
来の昆虫相は破壊され、現状の環境は単調になっていると
は言え、多くの昼行性昆虫が現存していることは興味深い。

○南硫黄島の昆虫相
　南硫黄島の昆虫はこれまで少なくとも170種が記録されて
おり、列島中最大の記録種数になる。島内で特徴的な固有
昆虫はミナミイオウヒメカタゾウムシで、おもに中腹以上の
雲霧環境に見られる。同様の雲霧環境がある北硫黄島に生
息する可能性も考えられていたが、これまで発見されていな
い。本種はこの島で独自の進化を遂げ独立属とされる程に
特化している。島内の中腹域以上では優占種と言え、高密
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度に生息しており、ナンバンカラムシ、トキワイヌビワほか
様々な植物を摂食する。
　小型の固有種ミナミイオウスジヒメカタゾウムシは、これ
までに 2頭のみが知られているだけである。2017年調査で
コブガシの枯れ葉から得られたのが唯一の生態情報となっ
ている。
　ミナミイオウムネボソアリは、2007年の調査で発見され
た固有種 （Terayama et al., 2011； Terayama and Mori, 2020）
で、その生息地は山頂のススキ草原であり、雲霧林のみが
島固有種の生息基盤環境ではないことがわかる。低標高域
が極端に急傾斜なこの島では、比較的傾斜が緩やかで安定
的な環境である山頂部から生物が侵入し、やがて低標高域
へ生息域を拡大するという定着パターンがある可能性もある
（和田・千葉 , 2018）。
　中腹以上の雲霧林からは、キジラミ属の一種、トガリキ
ジラミ科の一種が記録されており、これらは北硫黄の雲霧
林では発見できず、南硫黄固有種の可能性が高い。同様
にウンカ科の一種、ハネカクシ科コケムシ亜科の一種など、
島固有の未記載種と考えられるものがありり、今後の研究
の進展が待たれる。
　南硫黄島は、クマネズミが侵入していないため、列島で
唯一海鳥の原生的な高密度の生息状態が維持されてきた島
としても非常に重要で、海鳥の遺体や排泄物に依存する特
異な生態系を形成している。これが今では失われてしまった、
本来の小笠原の生態系のひとつの形と考えられ、重要な価
値の一つである。

（２）硫黄列島の外来昆虫
　海洋島である小笠原諸島の昆虫相の特徴として、記録種
数に占める外来種の多さが挙げられる。中には、セイヨウミ
ツバチなど、在来生態系に顕著な影響を与えると考えられ
る侵略的な外来種も含まれる。海洋島の固有生物は過酷な
自然環境への適応の一方で、外来生物の捕食圧等への抵抗
力に乏しく、数多くの絶滅が知られる。小笠原諸島の昆虫
でも同様であり、とくに昼行性のグループに深刻な被害を与
えたグリーンアノールをはじめとして、多様な分類群に属す
る侵略的外来種による影響を強く受けている。 
　小笠原群島から遠く離れた硫黄列島においても、人為の
影響を強く受けた硫黄島を中心に外来昆虫が多く知られる。
食植性のハムシやカメムシ、ハチ、アリが多く、詳細は前項
で述べたが、国内では硫黄島でのみ記録されている外来種
が多い。例えば、アカカミアリは 2017年以降に本土部での
ヒアリ侵入問題が起きる前より、日本で唯一、広域に侵入・
定着していた。これらは戦後のアメリカ統治下において、米
軍の物資輸送等によって非意図的に随伴移入したことに起
因すると考えられる。特に戦禍により従来の生態系が焼き
尽くされたことにより、攪乱環境に強い移入種の定着が起き
やすかったのだろう。近年も新たな記録種が確認されること
から、侵入リスクが継続している可能性がある。
　硫黄島における外来種の定着は硫黄島内の生態系に対す
るリスクのみならず、島外への分散に関するリスクの点で大
きな問題となる。北硫黄島、南硫黄島ともに、60～ 70 km
の距離にあり、分散力によっては定着の可能性は十分にあ
る。特に、手つかずの自然環境が残存する南硫黄島に対し

てのリスクは低減すべきであり、このことを踏まえても、硫
黄島の、特に侵略的外来種に関する対策は検討していくべ
きである。

（３）環境による分布の偏り
　硫黄列島の中では、南北硫黄島は雲霧帯が発達し、高湿
度の環境が存在している。そのため、海岸域と中腹以上の
標高による生息密度の顕著な変化が見られる種が存在する。
　キタイオウスジヒメカタゾウムシでは、本種のものと考え
られる食痕は標高 130 m程度から確認されたが、低地部で
は生体の確認ができなかった。これは、標高に伴う気象条
件の違いにより成虫の発生時期が異なっており、低地では
すでに発生が終わっていたことによるかもしれない。標高
400 m以上で確認個体数が急増したが、個体密度の高い主
な生息域は平坦地が広がるビロウ平であり、ここから山頂部
まで広く分布が確認されたが、より標高の高い山頂域では
確認数は少なかった。
　また、北硫黄島では、小笠原固有種のオガサワラキンバ
エの垂直分布について、標高 100 mごとに魚肉類のトラップ
による誘引調査を実施した。本種も海岸部では確認されな
かったが、標高 130 m地点で 1頭確認され、より上部では
榊ケ峰山頂部まで、すべての調査地点で記録され、特に標
高 400 m以上では多数の生息を確認した。本種の現存産地
の母島での調査でも、本種は低地では確認できず脊梁山地
からのみ記録されていることから、湿性環境に依存する種
類であると考えられる。
　南硫黄島では、固有属種であるミナミイオウヒメカタゾ
ウムシが高標高地域に偏った分布を示し（森ほか、2018）、
2017年の調査では、ルート上の標高 200 ｍ以上から見られ
はじめ、島上部にいくほど個体密度が上昇した。ここで紹介
した他種と同様に低地部の乾燥を嫌う生理特性が存在する
可能性がある。山頂部はとくに密度が高かったが、これは
気象環境の影響だけではなく、島内では唯一の比較的平坦
な地形も影響しているのかもしれない。

（４）北硫黄島と南硫黄島の固有種の比較
　この二島は、島の中腹以上に雲霧林が発達するなど環境
的な類似性は高いが、その昆虫相には違いが見られ、とく
に各島固有種の産出状況には大きな違いが見られる。ここ
では、両島の固有昆虫を比較する。

○南硫黄島固有とされた種で北硫黄島でも記録された種
　発見当初は、南硫黄島固有種として記録されていた種で、
その後の調査によって、北硫黄島にも生息していることが判
明したものを以下に示す。南北硫黄島は島上部に雲霧林が
存在するなど環境の共通性は高く、約 160キロ離れた両島
に列島固有の共通種が存在するのは興味深い。
・カネタタキ属の 1種　Ornebius sp.
　中腹以上に生息する、未記載種。
・ミナミイオウモンアリモドキ Sapintus minamiiwo
　北硫黄島では海岸部のみに分布し、クサトベラなどの枯
れ葉で確認した。南硫黄島の近年の調査では、海岸部の調
査が不十分なこともあり確認されていない。
・ミナミイオウトラカミキリ Chlorophorus minamiiwo kitaiwo

硫黄列島の昆虫相



40

　北硫黄島の個体群は、色調や斑紋の違いで亜種として記
載されている。
・イオウヨツボシオオアリ Camponotus iwoensis
　北硫黄島では、低地から中腹にかけて確認された。

○南硫黄島固有とされた種で北硫黄島では確認できなかっ
た固有種
　以下の種は南硫黄島固有種で、これまでの調査で北硫黄
島では確認されず、北硫黄島には分布しない可能性が高い。
・キジラミ属の一種 Psylla sp. 
・トガリキジラミ科の一種 Triozidae Gen. et sp. 
　後者は南硫黄島固有属種と考えられる未記載種。両種と
も、山頂部のコブガシのスイーピングで確認されている。こ
れら 2種の食樹と考えられるコブガシは、北硫黄島にも普通
にみられるので、非分布の理由は不明である。
・コケムシ亜科の一種 Scydmaeninae Gen. et sp.
　山頂付近のコブガシ林の落葉落枝層から、ツルグレン装
置によって抽出された。
・ミナミイオウヒメカタゾウムシ Satozo minamiiwoensis
・ミナミイオウスジヒメカタゾウムシ Torishimazo minamiiwoensis

　北硫黄島には、近縁の固有種キタイオウスジヒメカタゾウ
ムシが生息する。
・ミナミイオウムネボソアリ Temnothorax mekira

○南硫黄島で記録があるが北硫黄島で未確認の種、北硫黄
島で記録があるが、南硫黄島で未確認の種
　南北硫黄島の昆虫相は、共通するものが多く存在するが、
一方の島でだけ記録されている種も存在している。ここでは、
とくに特徴的なものを取り上げる。
・シマアカネ、ケシカタビロアメンボ
　両種とも、南硫黄島に存在しない陸水環境に生息する。
・コルリエンマムシ、トビカツオブシムシなど　
　これらの種は、海鳥死体で発生するハエ類の幼虫を餌と
していると考えられる。南硫黄島では、鳥類の死骸が豊富
に存在し、これらの種は高密度に生息している。一方、北
硫黄島では確認できていない。これは、クマネズミによる
中小型海鳥の絶滅が強く影響している可能性が高く、今後、
北硫黄島でクマネズミが根絶されれば、南硫黄島と同様の
生態系が回復していくことが期待される。

５. 小笠原群島の昆虫相との比較

　硫黄列島は小笠原諸島に属しているが、小笠原群島の中
心地父島からは南西に 300 kmほど離れた、別の火山列に
属する列島である。地質的な歴史は、小笠原群島が成立か
ら数千万年とされる古い火山からなるのに対して、硫黄列島
は数万年と比較的新しい。
　硫黄列島は、小さな３つの海洋島のみからなり、それぞ
れが 60～ 70㎞ほど離れて存在している。一方で小笠原群
島は 20㎢を超える父島、母島を含む、３つの列島、20以
上の島々からなり、各列島内では複数の島が隣接している。
　小笠原群島は、プレートの移動に伴って長い年月をかけ
て現在の位置に存在している。そのため、島の長い歴史の
中では、昆虫の祖先種の供給源は現在と異なり、歴史的に
は多様な供給源を持ってきた可能性がある。一方、小笠原

群島では近年外来生物による影響を大きく受けており、多く
の種が絶滅の危機に陥っている。
　近年の硫黄列島の調査の進展により、より正確な情報が
把握できたため、小笠原群島と硫黄列島の昆虫相が比較で
きるようになった。そして、その構成にはかなり違いがある
ことがわかってきた。

（１）生息する分類群の偏り
　小笠原群島では固有種が多く、それぞれの列島や環境に
適応して種分化していることが知られるタマムシ科、ハナノ
ミ科、クワガタムシ科などの甲虫類が、硫黄列島では科の
単位で欠如している。筆者らも、これまで記録がなかった
分類群には、調査時にとくに注目したが確認できず、これら
の科の分布の欠如は確実と考えられる。
　また、小笠原群島から多くの種が記録され、地理的・生
態的な種分化も知られるバッタ目では、カネタタキ属と、海
流分散型のウミコオロギを除いて在来種が分布しないなど、
種群としての欠如が顕著である。同様にカミキリムシ類も小
笠原群島に分布する属のほとんどが欠落する。
　飛翔による分散能力が高いハチ類、トンボ類などは小笠
原群島では固有種が多く知られ、群島内での種分化が見ら
れるが、硫黄列島では、このうちのごくわずかな種しか分布
しておらず単調な種構成を示す。小笠原群島からの 300 km
という距離を隔てる海洋を超えることは、分散力の高い飛
翔能力を持つ分類群にとっても拡散が困難なのであろう。
　ここで取り上げた、硫黄列島の昆虫に見られる小笠原群
島に分布する分類群の欠如は、以下のようないくつもの要因
が複合的に作用していると考えられる。

・硫黄列島の各島は面積が小さく、島間の距離が離れてい
ることで、そもそも偶然の漂着の可能性が低い。
・硫黄列島の成立年代が地史的に新しく、到達した種がま
だ少ない。
・島の構成樹種が少なく、生息環境の単調さやその規模が
質量ともに不足している。
・急傾斜の崖地が多い。海岸から低標高域にかけては高温
かつ乾燥した植生のほとんどない海岸域が多く、海岸に漂
着した昆虫の生息適地が少ない。中標高地域における林床
土壌環境が貧弱である。

　成立年代の新しい硫黄列島の生態系には、まだ空いた
ニッチ（生態的地位）が存在する可能性があり、今後も新
たな昆虫種の定着により大規模に変化するかもしれない。
地質学的な歴史の中では、新たな生息環境への適応により、
固有種の誕生なども起こるものと思われる。

（２）小笠原群島で絶滅した種の避難地としての硫黄列島
　小笠原群島では、すでに様々な侵略的外来種が生態系に
影響を与えているが、南硫黄島と北硫黄島ではその程度は
まだほとんどないか小規模であり、その貴重さは強く認識さ
れるべきものである。小笠原群島で既に絶滅したと考えられ
る種の硫黄列島での現存確認例として、オガサワラハラナガ
ハナアブがある。この種は、父島・母島の 1960年代の記録
以降発見例がなくなり、絶滅が心配されていた種であった。

苅部ほか
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　本種は、南硫黄島で 2007年に山頂部で再発見され、
2017年調査で個体群が維持されていることが明らかとなっ
た（森ほか , 2018）。植物では、小笠原群島で絶滅したとさ
れるシマクモキリソウが南硫黄島で再発見されるという事例
もあり（高山ほか , 2018）、昆虫でも今後の調査の進展でこ
のような種が増える可能性がある。
　一方、硫黄島ではその歴史から自然が大きく改変されたこ
とから、多くの外来種が定着しており、南硫黄島や北硫黄
島の自然へ影響を与えるリスクが生じている。硫黄列島各島
の状況を理解し、小笠原群島とは異なる初期の生態系の昆
虫相を保全することは大きな課題である。
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図２．硫黄島の昆虫の生態（１） A:キバライトトンボ, B:ベニヒメトンボ, C:オオカマキリ, D: シロアリモドキ科の一種（雌）, 
E:シロアリモドキ科の一種（雄）, F:コワモンゴキブリ, G: オガサワラゴキブリ, H:オガサワラゴキブリ幼虫, I:ハワイシロアリ, J:
ミナミアリヅカコオロギ, K:ナンヨウツユムシ, L:ナンヨウツユムシ幼虫.

図１．北硫黄島の昆虫の生態 A:シマアカネ, B:ケシカタビロアメンボ, C:ミナミイオウトラカミキリ北硫黄島亜種, D:キタイオ
ウスジヒメカタゾウムシ, E:ガジュマルオナガコバチ, F:アサヒナハキリバチ（苅部ほか, 2020も参照）

硫黄列島の昆虫相
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図３．硫黄島の昆虫の生態（２） A:オガサワラクビキリギス, B: コヒゲジロハサミムシ, C:ガジュマルクダアザミウマ, D: ルソ
ンマルカメムシ, E: ミナミアオカメムシ, F:フィッシコリスマメクワガタ, G: セマダラコガネ, H:リュウキュウヒメテントウ, I: ヒ
ゲブトテントウダマシ, J:ホソカタムシ亜科の1種, K: ナンヨウエグリゴミムシダマシ, L: ムラヤマムネコブサビカミキリ, O: セス
ジサルハムシ, N:ワタミヒゲナガゾウムシ属の1種, O:タコノキハモグリゾウムシ, P:ナンヨウチビアシナガバチ, Q:.フカイオオド
ロバチ, R:キンイロコオロギバチ

苅部ほか
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図４．硫黄島の昆虫の生態（３） A:ツヤオオズアリ, B: アカカミアリ, C: ミノウロコアリ, D: イカリゲシワアリ, E: アシナガキア
リ, F:ヒゲナガアメイロアリ, G:ウラナミシジミ, H:ホリイコシジミ, I:リュウキュウムラサキ, J:ヒメアカタテハ, K:ウスイロコノ
マチョウ, L:ウスイロコノマチョウ幼虫. 

図５．南硫黄島の昆虫の生態 A:カネタタキ属の一種, B:ミナミイオウヒメカタゾウムシ, C:ミナミイオウトラカミキリ, D: シ
ラミバエの1種, E:イオウヨツボシオオアリ, Fミナミイオウムネボソアリ:.（森ほか, 2018も参照）

硫黄列島の昆虫相
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図６．硫黄列島の昆虫 【北硫黄島】a:イエバトシラミバエ, b:オガサワラキンバエ, c: ヨツモンキバケシキスイ, d:ミナミイオウモンア
リモドキ, e:ミナミイオウトラカミキリ北硫黄島亜種, f: キタイオウスジヒメカタゾウムシ, g:ヒトザトヒゲブトドロバチ, h:アサヒナハ
キリバチ, 【硫黄島】i:ルソンマルカメムシ, j:イオウジママメゴモクムシ, k:ヒゲブトテントウダマシ, l:ニセケオビアリモドキ, m:セス
ジサルハムシ, n:タテスジヒメジンガサハムシ, o:キクイゾウムシ亜科の一種A, p:キクイゾウムシ亜科の一種B, q:ナンヨウチビアシナガ
バチ, r:フカイオオドロバチ, s:ホウロウドロバチ, 【南硫黄島】t:ウミミズカメムシ？, u:コマダラナガカメムシ, v: チョウカクハジラミ
科の一種, w:ミナミイオウトラカミキリ, x:ミナミイオウスジヒメカタゾウムシ, y:ミナミイオウヒメカタゾウムシ.各写真のバーは5mm.
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表１．硫黄列島において記録された昆虫類の種リスト
目　order
科　family

No. 種 species
トトビビムムシシ目目 Collembola
ヤヤママトトビビムムシシ科科 Pseudochorutidae

1 ヤマトビムシ科の一種 Brachystomella  sp. ●
イイボボナナシシトトビビムムシシ科科 Aphorommidae

2 フクロヤマトビムシの一種 Paranura sp. ●
ツツチチトトビビムムシシ科科 Isotomidae

3 メナシツチトビムシ Isotomiella minor ●
4 コツチトビムシ Proisotoma minima ●
5 マキゲトビムシ Desoria sensibilis ●
6 コガタドウナガツチトビムシ Folsomides parvulus ●

アアヤヤトトビビムムシシ科科 Entomobryidae
7 アヤトビムシ科の一種 Lepidosira  sp. ●

ママルルトトビビムムシシ科科 Sminthuridae
8 マルトビムシ科の一種 Sphaeridia pumilus ●

トトンンボボ目目 Odonata
イイトトトトンンボボ科科 Libellulidae

9 キバライトトンボ Ischnura aurora aurora ●
ヤヤンンママ科科 Aeshnidae

10 オオギンヤンマ Anax guttatus ●
11 アメリカギンヤンマ Anax junius ●

トトンンボボ科科 Libellulidae
12 シマアカネ Boninthemis insularis ○ ●
13 ベニヒメトンボ Diplacodes bipunctatus ●
14 ウスバキトンボ Pantala flavescens ● ●
15 ヒメハネビロトンボ Tramea transmarina ●

シシロロアアリリモモドドキキ目目 Embioptera
シシロロアアリリモモドドキキ科科 Oligotomidae

16 シロアリモドキ科の一種 Oligotomidae Gen. et sp. ▲ ●
ゴゴキキブブリリ目目Blattaria
オオガガササワワララゴゴキキブブリリ科科 Pycnoscelidae

17 オガサワラゴキブリ Pycnoscelis surinamensis ● ● ●
ゴゴキキブブリリ科科 Blattidae

18 ワモンゴキブリ Periplaneta americana ● ●
19 コワモンゴキブリ Periplaneta australasiae ● ● ● ●

チチャャババネネゴゴキキブブリリ科科 Blattidae
20 ヒメチャバネゴキブリ ● ●
21 ウスヒラタゴキブリ小笠原亜種 Onchostylus pallidiolus boninensis ●
22 ミナミヒラタゴキブリ Onchostylus vilis ●

レレイイビビシシロロアアリリ科科 Rhinotermitidae
23 ハワイシロアリ Incisitermis immigrans ● ●

ミミゾゾガガシシララシシロロアアリリ科科 Rhinotermitidae
24 イエシロアリ Coptotermes formosanus ● ●

カカママキキリリ目目Mantodea
カカママキキリリ科科 Mantodea

25 オオカマキリ Tenodera aridifolia ● ●
ババッッタタ目目 Orthoptera
ココオオロロギギ科科

26 カマドコオロギ Gryllodes sigillatus ● ●
アアリリヅヅカカココオオロロギギ科科

27 ミナミアリヅカコオロギ Myrmecophilus formosanus ●
キキリリギギリリスス科科

28 オガサワラクビキリギス Euconocephalus nasutus ●
ツツユユムムシシ科科 Trigonidiidae

29 ナンヨウツユムシ Phaneroptera furcifera ▲ ● ●
ククササヒヒババリリ科科 Trigonidiidae

30 ウスモンナギサスズ Caconemobius takarai ● ●
31 オキナワヒバリモドキ Trigonidiuum pallipes ●

カカネネタタタタキキ科科 Mogoplistidae
32 イソカネタタキ Ornebius bimaculatus ●
33 カネタタキ属の一種 Ornebius sp. ● ●

ババッッタタ科科 Acrididae
34 トノサマバッタ Locusta migratoria ● ●

ハハササミミムムシシ目目 Dermaptera
ハハササミミムムシシ科科 Anisolabididae

35 コヒゲジロハサミムシ Euborellia annulipes ● ● ●
36 ヤニイロハサミムシ Anisolabis picea ● ●

北硫黄島
Kita-Iwo

固有種
Endemic

外来種
Alien

硫黄島
Iwo

南硫黄島
Minami-Iwo

硫黄列島の昆虫相
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目　order
科　family

No. 種 species

北硫黄島
Kita-Iwo

固有種
Endemic

外来種
Alien

硫黄島
Iwo

南硫黄島
Minami-Iwo

ククロロハハササミミムムシシ科科 Anisolabididae
37 チビハサミムシ Labia curvicauda ●

カカジジリリムムシシ目目 Psocodea
ママドドチチャャタタテテ科科 Peripsocidae

38 マドチャタテ科の一種 Peripsocus pauliani ○ ●
ウウススイイロロチチャャタタテテ科科 Peripsocidae

39 マドチャタテ科の一種 Ectopsocus  sp. ●
ククロロフフチチャャタタテテ科科 Philotarsidae

40 クロフチャタテ科の一種 Haplophallus boninensis ○ ●
※ クロフチャタテ科の一種 Haplophallus  sp. ●

チチョョウウカカククハハジジララミミ科科 Philopteridae
41 チョウカクハジラミ科の一種 Philopteridae Gen et sp. ●
※ カジリムシ目未同定種 Psocodea Fam. Gen. et sp. ●

アアザザミミウウママ目目 Thysanoptera
42 ガジュマルクダアザミウマ Gynaikothrips ficorum ● ●
43 アザミウマ科未同定種 Phloeothripidae Gen. et sp. ●

カカメメムムシシ目目 Hemiptera
アアブブララムムシシ科科 Aphididae

44 ワタアブラムシ  Aphis gossypii ●
カカタタカカイイガガララムムシシ科科 Coccidae

45 カタカイガラムシの一種 Coccus sp. ●
46 クロカタカイガラムシ Parasaissetia nigra ●
47 ミドリワタカイガラムシ Pulvinaria psidii ●

ネネッッタタイイキキジジララミミ科科 Carsidaridae
48 ヤマアサキジラミ Mesohomotoma camphorae ● ●

キキジジララミミ科科 Psyliidae
49 ムニンヤツデキジラミ Cacopsylla boninofatsiae ○ ●
50 チャマダラキジラミ Cacopsylla maculipennis ○ ●
51 リンゴキジラミ属の一種 Cacopsylla sp. ●
52 キジラミ属の一種 Psylla sp. ●
53 キジラミ科の一種 Psyliidae Gen. et. sp. ●

トトガガリリキキジジララミミ科科 Torizinae
54 テリハボクキジラミ Leptynoptera sulfurea ●
55 トガリキジラミ科の一種 Triozidae　Gen. et sp. ●

ヨヨココババイイ科科 Cicadellidae
56 カスリヨコバイの一種 Balclutha sp. ●
57 ミドリヒメヨコバイ族の一種 Chlorita  sp. ●
58 ミドリヒメヨコバイ族の一種 Empoasca  sp. ●
59 ミドリヒメヨコバイ族の一種 Empoasca ? sp. ●

ウウンンカカ科科 Delphacidae
60 サッポロトビウンカ近似種 Unkanodes ? sp. ●
61 シロオビウンカ近似種1 Delphacodes  sp.1 ●
62 シロオビウンカ近似種2 Delphacodes  sp.2 ●

ググンンババイイウウンンカカ科科 Tropiduchidae
63 グンバイウンカの一種 1 Mesepora  sp. 1 ●
64 グンバイウンカの一種 2 Mesepora  sp. 2 ●

ミミズズカカメメムムシシ科科 Mesoveliidae
65 ウミミズカメムシ？ Speovelia maritime  ? ●

カカタタビビロロアアメメンンボボ科科 Veliidae
66 ケシカタビロアメンボ Microvelia douglasi ● ●

アアメメンンボボ科科 Gerridae
67 コガタウミアメンボ Halobates sericeus ●

カカススミミカカメメムムシシ科科 Miridae
68 ネッタイチビトビカスミカメ Campylomma livida ●
※ チビトビカスミカメ属の一種 Campylomma sp. ● ●
69 セスジクロツヤカスミカメ Deraeocoris ryukyuensis ● ●
70 ヒメフタホシカスミカメ Creontiades brevis ○ ● ●
71 オガサワラチャイロカスミカメ Lygocorias boninensis ○ ● ●
72 ウスモンミドリカスミカメ Taylorilygus apicalis ●

ママキキババササシシガガメメ科科 Nabidae
73 ミナミマキバサシガメ Nabis kinbergii ● ● ●

ハハナナカカメメムムシシ科科 Anthocoridae
74 ハナカメムシ科の一種 Orius  sp. ●

ササシシガガメメ科科 Reduviidae
75 カモドキサシガメ属？の1種 Empicoris ? sp. ● ●

ヒヒララタタカカメメムムシシ科科 Aradidae
76 ミナミクロヒラタカメムシ Brachyrhynchus membranaceus ● ●
77 パラオクロヒラタカメムシ Neuroctenus palauensis ●
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ヒョウタンナガカメムシ科 Rhyparochromidae
78 ヨツボシチビナガカメムシ属の一種 Botocudo  sp. ●
79 モンクロナガカメムシ Horridipamera nietneri ● ● ●
80 アカアシホソナガカメムシ Paromius gracilis ●
81 ネッタイヒョウタンナガカメムシ？ Pachybrachius nigriceps  ? ●

マダラナガカメムシ科 Lygaeidae
82 ヒメナガカメムシの一種 Nysius sp. ●
83 コマダラナガカメムシ Spilostethus hospes ●

ヘリカメムシ科 Coreidae
84 ホソハリカメムシ Cletus punctiger ▲ ●

マルカメムシ科 Plataspidae
85 ルソンマルカメムシ Coptosoma xanthogramma ▲ ●

ツチカメムシ科 Cydnidae
86 ヒメツチカメムシ Geotomus pygmaeus ●

カメムシ科 Pentatomidae
87 ルリカメムシ Plautia cyanoviridis ○ ●
88 ヒメシラホシカメムシ Eysarcoris insularis ●
89 ミナミアオカメムシ Nazara viridula ●
90 イチモンジカメムシ Piezodorus hybneri ●

アミメカゲロウ目 Neuroptera
ヒメカゲロウ科 Hemerobiidae

91 ウスチャバネヒメカゲロウ Micromus timidus ●
※ ヒメカゲロウ科の1種 Hermerobiidae Gen et sp. ● ●

クサカゲロウ科 Chrysopidae
92 クサカゲロウ科の複数種 Chrisopidae Gen. et sp. ● ● ●

ウスバカゲロウ科 Myrmeleontidae
93 オガサワラカスリウスバカゲロウ Distoleon boninensis ○ ●

コウチュウ目 Coleoptera
オサムシ科 Carabidae

94 オガサワラモリヒラタゴミムシ Colpodes laetus ● ●
95 クロズホナシゴミムシ Perigona nigriceps ●
96 イオウジマゴモクムシ Gnathaphanus licinoides ●
97 イオウジママメゴモクムシ Stenolophus kusamai ? ●

ゲンゴロウ科 Dytiscidae
98 コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus ●
99 ハイイロゲンゴロウ Eretes sticticus ●

エンマムシ科 Histeridae
100 コルリエンマムシ Saprinus cyaneus auricollis ●
101 ツブエンマムシの1種 Bacanius ? sp. ●
102 オガサワラチビヒラタエンマムシ Platylomalus kusuii ○ ●

ムクゲキノコムシ科 Ptiliidae
103 ムクゲキノコムシ一種 Ptinella  sp. ● ●

ハネカクシ科 Staphylinidae
104 ヨツメハネカクシ亜科の一種 Omaliinae Gen.et.sp. ●
105 コクロヒゲブトハネカクシ Aleochara parens ● ●
106  シマツチケシハネカクシ Dyctyon insulicola ○ ●
107  キノコツヤハネカクシ属の一種 Gyrophaera sp. ●
108 チビホソハネカクシ Nacaeus longulus ●
109  ウスイロチビホソハネカクシ Paralispinus exiguus ●
110  ヒメユミセミゾハネカクシ属の一種 Carpelimus  sp.
111 ヒメセスジハネカクシ属の一種 Anotylus  sp. ●
112  ミイロケシデオキノコムシ Scaphisoma tricolor ● ● ●
113  コケムシ亜科の一種 Scydmaeninae Gen et sp. ● ●
114  コバネヒメクビボソハネカクシ Scopaeus viriliformis ●
115  コガシラホソハネカクシ属の一種 Diochus sp. ●
116  チビコガシラハネカクシ属の一種 Gabrothus  sp.
117  チビカクコガシラハネカクシ Philonthus discoideus ● ●

クワガタムシ科 Lucanidae
118 フィッシコリスマメクワガタ Figulus fissicollis ● ●

コガネムシ科 Scarabaeidae
119  ヒメケシマグソコガネ Neotrichiorhyssemus esakii ●
120 ナンヨウニセツツマグソコガネ Ataenius pacificus ●
121 セマダラコガネ Blitopertha orientalis ● ●
122 シロテンハナムグリ台湾亜種 Protaetia orientalis sakaii ● ●

ナガハナノミ科 Scarabaeidae
123 コヒゲナガハナノミ属の一種 Ptilodactyla sp. ●

コメツキムシ科 Elateridae
124 ナンヨウチビコメツキ Conoderus pallipes ●
125 ナンヨウサビコメツキ Lacon modestus ●

硫黄列島の昆虫相
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126 オガサワラヒラアシコメツキ Ischiodontus langfordi ○ ●
127 オガサワラツヤケシコメツキ Megapenthes makiharai ○ ●
128 オガサワラホソクシコメツキ Neodiploconus boninsis ○ ●
※ コメツキムシ科の一種 Elateridae Gen. et sp. ●

カカツツオオブブシシムムシシ科科 Dermestidae
129 トビカツオブシムシ Dermestes ater ●

ナナガガシシンンククイイムムシシ科科 Bostrychidae
130  オオナガシンクイ Heterobostrychus hamatipennis ● ●
131 ツヤヒメナガシンクイ Xylopsocus castanopterus ● ● ●

ヤヤココブブソソンンムムシシ科科 Jacobsoniidae
132 ヤコブソンムシ科(Derolathrus )の一種 Derolathrus atomus  ? ●

ネネススイイムムシシ科科 Rhizophagidae
133 コバケデオネスイ Mimemodes japonus ●

ケケシシキキススイイ科科 Nitidulidae
134 ムナグロデオキスイ Carpophilus contegens ●
135 ガイマイデオキスイ Carpophilus dimidiatus ● ●
136  クロチビヒラタケシキスイ Epuraea fallax ●
137  モンチビヒラタケシキスイ Epuraea ocularis ●
138 カタベニデオキスイ Urophorus humeralis ●
139 ヨツモンキバケシキスイ Prometopia quadrimaculata ●

チチビビヒヒララタタムムシシ科科 Laemophloeidae
140 ツヤケシチビヒラタムシ Nipponophloeus boninensis ○ ● ●

ホホソソヒヒララタタムムシシ科科 Silvanidae
141 モンセマルホソヒラタムシ Cryptomorpha desjardinsi ● ● ●

ココメメツツキキモモドドキキ科科 Languriidae
142 ヒメムクゲオオキノコムシ Cryptophilus propinquus ●

ミミジジンンムムシシ科科 Corylophidae
143  ミジンムシ科（Sericoderus）の一種 Sericoderus  sp. ● ●
144 ミジンムシ科（Gloeosoma ?）の一種 Gloeosoma ? sp. ●

テテンントトウウムムシシダダママシシ科科 Endomychidae
145 ヒゲブトテントウダマシ Trochoideus desjardinsi ●

テテンントトウウムムシシ科科 Coccinellidae
146 ナナホシテントウ Coccinella sepempunctata ● ●
147 オガサワラヒメテントウ Nephus boninensis ●
148 リュウキュウヒメテントウ  Pseudoscymnus kurohime ●
149 クロスジヒメテントウ Scymnus nigrosuturalis ● ● ●
150 ニジュウヤホシテントウ Epilachna vigintioctopunctata ● ●

ヒヒメメママキキムムシシ科科 Lathridiidae
151 ヒメマキムシ科(Mumfordia ?)の一種 Mumfordia ? sp. ● ●

ココキキノノココムムシシ科科 Mycetophagidae
152 チャイロコキノコムシ Typhaea stercorea ●
153 ヒロオビヒメコキノコムシ Litargus antennatus ●
154 ヒメコキノコムシ(Litargus )の一種 Litargus sp. ●

ツツツツキキノノココムムシシ科科 Ciidae
155 ツツキノコムシ科（Ceracis）の一種 Ceracis  sp. ●
156  ツツキノコムシ科（Cis ）の一種 Cis  sp. ●

カカミミキキリリモモドドキキ科科 Oedemeridae
157 ハイイロカミキリモドキ小笠原亜種 Eobia cinereipennis ogasawarensis ●
158 マツムラカミキリモドキ Eobia matsumurai 〇 ● ●

アアリリモモドドキキ科科 Anthicidae
159 ニセケオビアリモドキ Anthelephila imperatrix ●
160 ミナミイオウモンアリモドキ Sapintus minamiiwo ◎ ● ●

チチビビキキカカワワムムシシ科科 Salpingidae
161 オガサワラホソチビキカワムシ Ocholissa hiroyukii 〇 ●

アアトトココブブゴゴミミムムシシダダママシシ科科 Zopheridae
162 ホソカタムシ亜科の一種 Colydiinae Gen. et sp. ●

ゴゴミミムムシシダダママシシ科科 Tenebrionidae
163 イオウカクマルスナゴミムシダマシ Brachydium iwojimae ? ●
164 イオウスナゴミムシダマシ Gonocephalum adpressiforme ● ●
165 ナンヨウエグリゴミムシダマシ Uloma picicornis ▲ ●

カカミミキキリリムムシシ科科 Cerambycidae
166 フトガタヒメカミキリ Ceresium unicolor unicolor ▲ ● ●
167  ミナミイオウトラカミキリ Chlorophorus minamiiwo minamiiwo ◎ ●
167-2 ミナミイオウトラカミキリ北硫黄亜種 Chlorophorus minamiiwo kitaiwo ◎ ●
168  フタツメケシカミキリ Nobuosciades bioculata 〇 ● ● ●
169 ケズネケシカミキリ Nobuosciades lanata 〇 ● ●
170 ムラヤマムネコブサビカミキリ Prosoplus bankii ▲ ●
171 タイワンチビカミキリ Sybra pascoei ▲ ●
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ハハムムシシ科科 Chrysomelidae
172 セスジサルハムシ Rhyparida simplex ● ●
173  ルリナガスネトビハムシ Psylliodes brettinghami ● ● ● ●
174 ヘリグロテントウノミハムシ Argopistes coccinelliformis ● ●
175 タテスジヒメジンガサハムシ Cassida circumdata ● ●

ミミツツギギリリゾゾウウムムシシ科科 Brentidae
176 アリモドキゾウムシ Cylas formicarius ● ●

ヒヒゲゲナナガガゾゾウウムムシシ科科 Anthribidae
177 ワタミヒゲナガゾウムシの一種 Araecerus  sp. ● ●

ゾゾウウムムシシ科科 Curculionidae
178  ミナミイオウヒメカタゾウムシ Satozo minamiiwoensis ● ●
179 キタイオウヒメカタゾウムシ Torishimazo karubei ● ●
180  ミナミイオウスジヒメカタゾウムシ Torishimazo minamiiwoensis ● ●
181 ケシクチカクシゾウムシ Microcryptorhynchus nipponicus ●
182 キクイゾウムシ(Catolethrobius )の一種 Catolethrobius sp. ●
183  キクイゾウムシ(Pachyops  )の一種 Pachyops  sp. ●
※ キクイゾウムシ亜科の一種A Cossoninae Gen. sp. A ●
※ キクイゾウムシ亜科の一種B Cossoninae Gen. sp. B ●
※  キクイゾウムシ亜科の複数種 Cossoninae Gen. spp. ● ●
184 タコノキハモグリゾウムシ Phylloplatypus pandani ● ●

オオササゾゾウウムムシシ科科 Rhynchophoridae
185 オガサワラキクイサビゾウムシ Dryophthorus ogasawaraensis ○ ● ●
186 カンショオサゾウムシ Rhabdoscelus obscurus ● ●

キキククイイムムシシ科科 Scolytidae
187 キクイムシ科(Crytogenius )の一種 Crytogenius  sp. ●
188 キクイムシ科の一種 Hemicryphalus incomptus ●
189 チビコキクイムシ Hypothenemus eruditus ●
190 フィリピンザイノキクイムシ Xyleborus perforans ●
191 サクキクイムシ？ Xyleborus semiopacus ? ●
※ キクイムシ複数種 Scolytidae Gen et spp. ● ●

ハハチチ目目 Hymenoptera
ヤヤセセババチチ科科 Ichneumonidae

192 ゴキブリヤセバチの一種 Evania  sp. ●
ココママユユババチチ科科 Braconidae

193 オナガコマユバチ亜科の一種 Doryctinae Gen. et sp. ● ●
194 ギンケハラボソコマユバチ Meteorus pulchricornis ●

ヒヒメメババチチ科科 Ichneumonidae
195 ナワニジヒメバチ Brachycyrtus nawaii ●
196 ミナミヨトウヒメバチ Vulgichneumon taiwanensis ●
197 ナンヨウアメバチモドキ Netelia latro latro ●
198 ミナミクロモンアメバチ  Dicamptus fuscicornis ●

アアシシブブトトココババチチ科科 Chalcididae
199 アカアシブトコバチ Brachymeria podagrica ●

イイチチジジククココババチチ科科 Agaonidae
200  イヌビワコバチ(Blastophaga )の一種 Blastophaga  sp. ●
201 ガジュマルコバチ Eupristina verticillata ● ● ？

ココガガネネココババチチ科科 Pteromalidae
202 ガジュマルオナガコバチ Sycoscapter gajimaru ● ●
203  コガネコバチ科の1種 Spalangia  sp. ●

アアリリガガタタババチチ科科 Betylidae
204 イオウハマキアリガタバチ Goniozus kanenensis ? ●

アアリリ科科 Formicidae
205   ケブカハリアリ Euponera pilosior ●
206   ヒゲナガニセハリアリ Hypoponera nippona ●
207   トビニセハリアリ Hypoponera ergatandria ● ● ●
208 ミナミオオズアリ Pheidole fervens ● ●
209 ツヤオオズアリ Pheidole megacephala ● ●
210   ミノウロコアリ Strumigenys godeffroyi ● ● ●
211 トカラウロコアリ Strumigenys menbranifera ● ●
212 オオウロコアリ Strumigenys solifontis ●
213 イオウハダカアリ Cardiocondyla kazanensis ●
214 ヒメハダカアリ Cardiocondyla minutior ● ●
215 キイロハダカアリ Cardiocondyla obscurior ● ● ●
216 カドハダカアリ Cardiocondyla strigifrons ● ●
217   ミナミイオウムネボソアリ Temnothorax mekira ● ●
218 オオシワアリ Tetramorium   bicarinatum ● ● ● ●
219 イカリゲシワアリ Tetramorium lanuginosum ● ●
220 サザナミシワアリ Tetramorium simillimum ● ●
221 ナンヨウシワアリ Tetramorium tonganum ● ●
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222   クロヒメアリ Monomorium chinense ● ● ●
223 フタイロヒメアリ Monomorium floricola ● ● ●
224   ヒメアリ Monomorium intrudens ●
225 イエヒメアリ Monomorium pharaonis ● ●
226 カドヒメアリ Syllophopsis seychellensis ● ●
227 アカカミアリ Solenopsis geminata ● ●
228 ミゾヒメアリ Trichomyrmex destructor ● ●
229 アワテコヌカアリ Tapinoma melanocephalum ● ● ●
230 アシジロヒラフシアリ Technomyrmex albipes ● ●
231  イオウヨツボシオオアリ Camponotus iwoensis ◎ ● ●
232 ケブカアメイロアリ Nylanderia  amia ● ● ● ●
233 オガサワラアメイロアリ Nylanderia ogasawarensis ○ ●
234 ヒゲナガアメイロアリ Paratrechina longicornis ● ● ●
235 アシナガキアリ Anoplolepis longipes ● ●
236 ウスヒメキアリ Plagiolepis alluaudi ● ●

アアナナババチチ科科 Sphecidae
237 ベンガルルリジガバチ Chalybion bengalense ●
238 アメリカジガバチ Sceliphron caementarium ● ●

ギギンンググチチババチチ科科 Crabronidae
239 オガサワラスナハキバチ Bembecinus anthracinus ○ ●
240 キンイロコオロギバチ Liris aurulentus ●

ススズズメメババチチ科科 Colletidae
241 ホウロウドロバチ Pachodynarus nasidens ● ●
242 ヒトザトヒゲブトドロバチ Subancistrocerus domesticus ● ● ●
243 フカイオオドロバチ台湾亜種 Rhynchium quinquecinctum brunneum ● ●
244 ナンヨウチビアシナガバチ Ropalidia marginata ● ●

ムムカカシシハハナナババチチ科科 Colletidae
245 イケダメンハナバチ Hylaeus ikedai ●

ハハキキリリババチチ科科 Megachilidae
246 アサヒナハキリバチ Megachile asahinai ○ ● ●

ココシシブブトトハハナナババチチ科科 Anthophoridae
247  オガサワラツヤハナバチ Ceratina boninensis ● ● ●
248 ハワイクマバチ Xylocopa sonorina ● ●

ハハエエ目目 Diptera
ヒヒメメガガガガンンボボ科科 Limoniidae

249 ヒメガガンボ科の一種 Limonia  sp. ●
※ ヒメガガンボ科の一種 Limoniidae Gen. et sp. ●

ナナミミキキノノココババエエ科科 Mycetophilidae
250  ナミキノコバエ科の一種 Allodia  sp. ●

ニニセセケケババエエ科科 Scatopsidae
251 カドムネニセケバエ属の一種 Anapausis  sp. ●

カカ科科 Culcidae
252 トウゴウヤブカ Aedes togoi ●
253 トラフカクイカ Culex halifaxii ●

ヌヌカカカカ科科 Limoniidae
254 ヌカカ科の一種 Ceratopogoninae Gen. et sp. ●

ミミズズアアブブ科科 Limoniidae
255 ミズアブ科の一種 Tinda javana ●

ムムシシヒヒキキアアブブ科科 Asilidae
256 オガサワライシアブ Laphria ogasawaraensis ●

アアシシナナガガババエエ科科 Dolichopodidae
257 ハイイロキマモリアシナガバエ Medetera grisescens ●
※ アシナガバエ科の一種 Dolichopodidae Gen. sp. ●

ノノミミババエエ科科 Phoridae
258  ノミバエ科の1種 Phoridae Gen et sp. ●

ハハナナアアブブ科科 Syrphidae
259 オオヒメヒラタアブ Allographa ianava ●
260 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ●
261   トゲヒメヒラタアブ Ishinodon scutellaris ● ● ●
262 ツマグロコシボソハナアブ Allobaccha apicalis ●
263 ヨツボシヒラタアブ Xanthandrus comtus ●
264  オガサワラハラナガハナアブ Xylota boninensis ●

ククロロツツヤヤババエエ科科 Lonchaeidae
265  クロツヤバエ科の1種 Lonchaeidae Gen et sp. ●

シシママババエエ科科 Lauxaniidae
266   ハラトゲシマバエ Homoneura acrostichalis ●
※ シマバエ科(Homoneura )の一種 Homoneura  sp. ●
267  デガシラシマバエ Luzonomyza bakeri ●
268 シマバエ科(Steganospis )の一種 Stegonospis sp. ●
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269 シマバエ科(Trigonometops )の一種 Trigonometops sp. ●
ハハモモググリリババエエ科科 Agromyzidae

270   ダイズクキモグリバエ Melanagromyza sojae ●
271 トウモロコシハモグリバエ Pseudonapomyza spicata ●
272  イソベバエの一種 Dasyrhicnoessa  sp. ●

キキモモググリリババエエ科科 Chloropidae
273   オガサワラケヅメキモグリバエ Cadrema nigripleuralis ? ●
274  エゾハマキモグリバエ Chlorops leymi ●

シショョウウジジョョウウババエエ科科 Drosophilidae
275   キイロショウジョウバエ Drosophila melanogaster ●
276   フサクシショウジョウバエ Drosophila pectinifera ●
277   オナガショウジョウバエ Drosophila simulans ●
278   オウトウショウジョウバエ Drosophila suzukii ●
※  ショウジョウバエ属の一種 Drosophila sp. ● ●
279 コガネショウジョウバエ属の一種 Leucophaga  sp. ●

シシララミミババエエ科科 Hippoboscidae
280  イエバトシラミバエ Pseudolynchia canariensis ● ●

イイエエババエエ科科 Muscidae
281 チャバネヒメクロバエ Hydrotaea chalcogaster ●
282 イエバエ Musca domestica ● ●
283 トウヨウヒメイエバエ Atherigona orientalis ●
284 イネクキイエバエ Atherigona oryzae ●
285 ハナレメイエバエ亜科の一種 Coenosiinae Gen. sp. ●

ククロロババエエ科科 Calliphoridae
286  オガサワラキンバエ Lucilia snyderi ○ ● ●
287   スネアカキンバエ Lucilia porphyrina ●
288   ヒロズキンバエ Lucilia sericata ● ● ●
289   オビキンバエ Chrysomya megacephala ● ●
290   ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ● ●

ニニククババエエ科科 Sarcophagidae
291 センチニクバエ Boettcherisca peregrina ●
292 モトミセラニクバエ Sarcophaga dux ●
293 シリグロニクバエ Sarcophaga melanura ●
294  ミセラニクバエ Parasarcophaga misera ●
※ ニクバエ科の一種 Sarcophagidae Gen. et sp. ●

ヤヤドドリリババエエ科科 Sarcophagidae
295 ヤドリバエ科(Ctenophorinia )の一種 Ctenophorinia  sp. ●
296 ヤドリバエ科の一種 Tachinidae Gen. sp. ●

チチョョウウ目目  Lepidoptera
ハハママキキガガ科科 Tortricidae

297 セウスイロハマキ Acleris enitescens ●
298   ハマキガ科(Homana )の一種 Homona  sp. ●
299   センダンヒメハマキ Loboschiza koenigiana ●
※ ハマキガ科の1種 Tortricidae Gen. et sp. ●

メメイイガガ科科 Pyralidae
300 ハチノスツヅリガ Galleria mellonella ●
301  マダラメイガの一種 Homoeosoma  sp. ●

ツツトトガガ科科 Crambidae
302   シロオビノメイガ Spoladea recurvalis ●
303  ナカオビノメイガ Hydriris ornatalis orientalis ●
304 チビコブノメイガ Cnaphalocrocis poeyalis ●
305   ハネナガコブノメイガ Cnaphalocrocis pilosa ●
306 ヒメムツテンノメイガ Talanga nympha ● ●
307   クロシオノメイガ南硫黄島亜種 Herpetogramma pacificalis iwojimensis ●

トトリリババガガ科科 Pterophoridae
308  トリバガ科の一種 Pterophoridae Gen et sp. ●

シシジジミミチチョョウウ科科 Lycaenidae
309  ウラナミシジミ Lampides boeticus ● ●
310 ホリイコシジミ Zizula hylax ●

タタテテハハチチョョウウ科科 Nymphalidae
311   ヒメアカタテハ Cynthia cardui ● ●
312  アカタテハ Vanessa indica ●
313 リュウキュウムラサキ Hypolimnas bolina ●
314 ウスイロコノマチョウ Melanitis leda ●

シシャャククガガ科科 Geometridae
315 ギンネムエダシャク Macaria abydata ●
316  オガサワラフトスジエダシャク Cleora ogasawarensis ○ ● ●
317 オオサザナミシロアオシャク Pelagodes antiquadraria ●
318 トガリサザナミシロアオシャク Thalassodes supracutipennis ●

硫黄列島の昆虫相
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目　order
科　family

No. 種 species

北硫黄島
Kita-Iwo

固有種
Endemic

外来種
Alien

硫黄島
Iwo

南硫黄島
Minami-Iwo

ススズズメメガガ科科 Sphingidae
319  エビガラスズメ Agrius convolvuli ● ●

ヒヒトトリリガガ科科 Arctiidae
320 タイワンベニゴマダラヒトリ Utetheisa lotrix lotrix ●
321 ベニゴマダラヒトリ Utetheisa pulchelloides vaga ●

ココブブガガ科科 Nolidae
322 ツマジロキノカワガ Etanna breviuscula ●

ヤヤガガ科科 Noctuidae
323 チャオビリンガ Maurilia iconica ●
324 ランタナアツバ Hypena laceratalis ● ●
325 セクロモンアツバ Hypena gonospilalis ● ●
326 スジアツバ Hypena masurialis ●
327   ワタアカキリバ Anomis flava flava ● ●
328 シラホシアシブトクチバ Achaea janata ● ●
329   オオシラホシアシブトクチバ Achaea serva ●
330 ツマムラサキクチバ Dysgonia illibata ●
331   オオウンモンクチバ Mocis undata ●
332 ウスオビクチバ Mocis frugalis ●
333 キシタアシブトクチバ Ophiusa coronata ●
334   コルリモンクチバ Lacera noctilio ●
335   イチジクキンウワバ Chrysodeixis eriosoma ● ●
336 シロガ Chasmina candida ●
337   ヒメシロテンヤガ Amyna axis ● ●
338   マドバネサビイロヤガ Amyna natalis ● ●
※   アオイガ亜科（Amyna ）の一種 Amyna sp. ●
339  ナカウスツマキリヨトウ Callopistria maillardi maillardi ● ●
340   オオホシミミヨトウ Condica illecta ●
341 シロナヨトウ Spodoptera maritia ●
342   アフリカシロナヨトウ Spodoptera exempta ●
343 オスキバネヨトウ Athetis thoracica ●
344   ハスモンヨトウ Spodoptera litura ●
345 リュウキュウアカマエアツバ Simplicia caeneusalis ●
346 キヨトウ属の一種 Mythimna sp. ●
347 コウスチャヤガ Diarsia deparca ●

合計 39 61 137 149 170

【No.】※は上記のいずれかと同種の可能性　／【固有種】○：諸島固有種　◎：列島固有種　●：島固有種　／【外来種】●：外来種　▲：
外来種の可能性あり　／　【各島の分布】●：記録あり

苅部ほか
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1. はじめに

　小笠原諸島南部に位置する硫黄列島（火山列島）は、
北硫黄島、硫黄島、南硫黄島の 3島から成る。このうち、
北硫黄島は標高 792 m、南硫黄島は 916 m を誇り、雲霧
林を有する急峻な無人島という共通点がある。
　しかし、人為影響という点において、南北硫黄島には相
違がある。北硫黄島は戦前に人が定住していたため、クマ
ネズミ Rattus rattusを始めとする侵略的外来生物がすで
に定着している。一方、南硫黄島は人の定住した歴史が無
く、確認されている外来種は限定的で、特に外来ネズミ類
が未定着の稀有な島である。したがって、南北硫黄島の
現在の生物相を比較することは、外来種影響の把握に適
しており、小笠原諸島の生態系管理を進める上で重要な
示唆を含んでいる。
　著者らは、2007年の南硫黄島自然環境調査（主催：東
京都、首都大学東京）、2017年の南硫黄島自然環境調査（主
催東京都、首都大学東京、日本放送協会）、そして 2019
年の北硫黄島自然環境調査（主催：東京都）に参加する
機会を得て、陸生十脚目甲殻類等の調査を担当した。硫
黄列島は遠隔地である上に、上陸調査にはダイビングやク
ライミング技術を伴うため、これまで調査事例は限られて
いた。しかし、近年の遠征調査を経て、両島はようやく生
物相を比較できる段階になったといえる。本稿では今後行

　小笠原自然文化研究所
　〒 100-2101 東京都小笠原村父島字西町
   Institute of Boninology, Nishimachi, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 
　100-2101, Japan
  佐々木哲朗 : t-sasaki@ogasawara.or.jp

うべき他の分類群を含めた生物相の比較を見据えて、これ
まで未報告であった記録を含め、両島の陸生十脚目の記
録を整理した。なお、ここでは主に飛沫帯よりも陸側に生
息するオカヤドカリ科各種とイワガニ科カクレイワガニ属
のみを対象とした。

2. 分布記録

　これまでに北硫黄島および南硫黄島から記録された陸
生十脚目甲殻類は、オカヤドカリ科 2属 7種、イワガニ科
1属 3種である（表 1）。
　オカヤドカリ科では、北硫黄島からはヤシガニ Birgus 
latro、オオナキオカヤドカリCoenobita brevimanus、オ
カヤドカリCoenobita cavipes、サキシマオカヤドカリ
Coenobita perlatus、ムラサキオカヤドカリCoenobita 
purpureus、ナキオカヤドカリCoenobita rugosus、オオト
ゲオカヤドカリCoenobita spinosusの 2属 7種が確認され
ているが（図 1）、これは小笠原諸島全体で記録された全
種にあたる。
　南硫黄島の記録種は、ヤシガニ、サキシマオカヤドカリ
およびムラサキオカヤドカリの 2属 3種であり、北硫黄島
と比較すると少ない。2019年の北硫黄島調査では、現地
5日という短期間に上記 2属 7種が確認され、同島におけ
るオカヤドカリ類の種多様性の高さは際立っていた（佐々
木ほか , 2021）。
　オカヤドカリ類は主に海岸林に生息するが、北硫黄島は
東岸に発達した海岸林を有し、南硫黄島よりも生息適地

Res. Rep. Kanagawa prefect. Mus. Nat. Hist. 2022, (17), 55-59.
神奈川博調査研報（自然）2022, (17), 55-59.

北硫黄島および南硫黄島の陸生十脚目甲殻類

Terrestrial Decapod Crustaceans from the Kita-Iwo-To Island and 
Minami-Iwo-To Island

 
佐々木哲朗

Tetsuro SASAKI

Abstract.  Distribution records of terrestrial decapod crustaceans from Kita-Iwo-To Island and Minami-Iwo-
To Island in the Iwo (Volcano) archipelago of the Ogasawara Islands, Japan, are summarized. Seven species 
of hermit crabs of two genera and one species of Geograpsus were recorded from Kita-Iwo-To Island. From 
Minami-Iwo-To Island, three species of hermit crabs and three species of Geograpsus were recorded. By 
reviewing previous photographs, I have also added a distribution record of one species of Geograpsus from 
Kita-Iwo-To Island in this paper. I compared the fauna and the densities of the dominant species on both 
islands.

Key words:   　 小笠原諸島、火山列島、オカヤドカリ科、カクレイワガニ属、分布
　　　　　　　Coenobitidae, Geograpsus, Ogasawara Islands, Species distribution, Iwo Islands
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が広い。種数の相違はこの海岸林の差が一因となっている可
能性がある。
　カクレイワガニ属では、北硫黄島からはこれまでカクレイ
ワガニ Geograpsus grayiのみの報告に留まっていた（佐々木
ほか , 2021）。しかし、過去の調査時に著者が撮影した写真
を見返したところ、2015年 6月に実施したアカガシラカラス
バトColumba janthina nitens等の調査（東京都事業）の際に、
北硫黄島南部の海岸飛沫帯において撮影したオオカクレイ
ワガニGeograpsus crinipesの写真記録が得られた（図 1-I）。
　南硫黄島からは、オオカクレイワガニ、カクレイワガニ、
アカカクレイワガニ Geograpsus stormiの 3種が記録されて
いる。これまで、2019年の北硫黄島自然環境調査では、飛
沫帯での陸生甲殻類調査は実施できなかった。今後調査が
実施されれば、飛沫帯からアカカクレイワガニが見つかる可
能性がある。

3. 外来種

　南北硫黄島の生物相を比較する際に、各島の外来種数は
重要項目のひとつである。これまで両島から記録された陸生
十脚目甲殻類は、全て在来種と考えられる。記録種は孵化
後に海洋を漂う浮遊幼生期があり、この時期に海流によって
島々に分散する。意図的な導入や、人間の活動に随伴する
非意図的な導入は考え難い。

外来ネズミ類による影響

表 1.  北硫黄島および南硫黄島における陸生十脚目甲殻類の分布記録 .

　2島の陸生十脚目甲殻類には、生息密度について興味深
い相違がある。カクレイワガニは、南硫黄島では飛沫帯か
ら標高 916 m の山頂に至るまで普通にみられる（武田 , 1983; 
佐々木ほか , 2018）。一方、北硫黄島では 2019年調査時に実
施したルートセンサスでは検出されず、海岸林で幼体を 2個
体確認したに過ぎない（佐々木ほか , 2021）。
　この相違は、外来ネズミ類による捕食影響の可能性が高
いと考えられる。近年、国外において外来ネズミ類駆除後に
本種が増加したという事例が報告されている（Bellingham et 
al., 2010; Nigro et al., 2017）。
　小笠原諸島の聟島列島においても、自然再生事業におい
て外来ネズミ類駆除が行われた際に、南北硫黄島における
本種の密度勾配をきっかけに効果測定が行われた。ルート
センサスの結果、外来ネズミ類駆除後 10年が経過した聟
島は、駆除後 2年の媒島の約 4倍、駆除後 1年の嫁島の
約 16倍のカクレイワガニが記録された（東京都小笠原支庁 , 
2021）。
　これらの事例から、北硫黄島は本来、南硫黄島と同様に
カクレイワガニが多産していたものの、外来ネズミ類の定着
によって低密度化したと考えられる。一方で、北硫黄島にお
けるオカヤドカリ類の生息密度はネズミ類が定着している現
在においても卓越しており、標高 50 m 未満では 1410個体 /
haを記録した（佐々木 , 2021）。
　生物量の大きい陸生十脚目は両島において主要な捕食者・
分解者であり、生態系機能を有している。将来的には北硫
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図 1.　北硫黄島および南硫黄島の陸生十脚目甲殻類 .

　 A, ヤシガニ Birgus latro, 北硫黄島（2019 年 鈴木創撮影）; B, オオナキオカヤドカリ Coenobita brevimanus, 北硫黄島（2019 年 
鈴木創撮影）; C, オカヤドカリ C. cavpes, 北硫黄島（2019 年 鈴木創撮影）;  D, サキシマオカヤドカリ C. perlatus, 北硫黄島（2014
年 佐々木哲朗撮影）;  E, ムラサキオカヤドカリ C. purpureus, 北硫黄島（2019 年 佐々木哲朗撮影）; F, ナキオカヤドカリ C. 

rugosus, 北硫黄島（2019 年 佐々木哲朗撮影）; G, オオトゲオカヤドカリ C. spinosus, 北硫黄島（2019 年 佐々木哲朗撮影）;  H, 
カクレイワガニ Geograpsus grayi, 南硫黄島（2017 年 佐々木哲朗撮影）;  I, オオカクレイワガニ G. crinipes, 北硫黄島（2015
年 佐々木哲朗撮影）;  J, アカカクレイワガニ G. stormi, 南硫黄島（2017 年 採集標本 CIBAP-20170014 佐々木哲朗撮影）. 
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黄島においてネズミ対策を実施し、本来の陸生十脚目甲殻
類相の回復を期待したい。
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1.はじめに

　海洋島の陸産貝類は、その固有性や多様性の高さから
進化研究の優れたモデル系とされ注目されてきた（Murray 
et al., 1993; Parent & Crespi, 2009; Chiba & Cowie, 2016）。
　小笠原諸島はそのような海洋島の典型であり、特に聟
島列島から母島列島からなる小笠原群島では多様な分類
群が独自の進化を遂げてきたことが知られている（Chiba 
& Cowie, 2016; Wada et al., 2013）。
　一方、比較的歴史の新しい硫黄列島では小笠原群島の
例にあるような顕著な多様化はみられないものの、小笠
原群島では見られない他地域と共通する分類群が多様化
の初期段階と思われる形態の分化を示すなど、特有の陸
貝相を有することが分かってきた。本稿では、2007年お
よび 2017年の南硫黄島調査、2008年および 2019年の北
硫黄島調査によって得られた知見をもとに、硫黄列島の
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陸貝相の特色と現状についてまとめる。

2.北硫黄島の陸産貝類

　かつて有人島であった北硫黄島は原生の自然環境では
なく、戦前の調査では陸産貝類はわずか 3種しか記録され
ていなかった（黒田 , 1930; 波部 , 1969）。ところが 2008年
に行われた調査では、イオウジマノミガイ属未記載種など
を含む 10種の在来陸貝が見出され（千葉・和田 , 2008）、
2019年の調査においても初記録種を含む 11種が確認され
た。一方、2008年から 2019年の間に分類が見直され同定
の誤りが判明した種もあり、これまでに北硫黄島で記録され
た種の総数は 5科 11属 13種となる（表１）。トウガタノミガ
イ属の 1種とした種は 2008年の調査でナカダノミガイと記
録したものに対応している。また、高標高地の優占種であ
るコシタカハハジマヒメベッコウとして記録されていた種は、
その後の研究により、母島の雲霧帯に生息するオガサワラ
ベッコウと同種であることが判明した。そのため、現時点で
北硫黄島固有と考えられる種はイオウジマノミガイ属未記載
種のみとなるが、本種については近隣島嶼に近縁な種が見
当たらず、その由来などは依然不明である。

Res. Rep. Kanagawa prefect. Mus. Nat. Hist. 2022, (17), 59-64.
神奈川博調査研報（自然）2022, (17), 59-64.

硫黄列島の陸産貝類

Diversity in Land Snail Communities on the Iwo Islands

和田慎一郎 1)　千葉　聡 2)

Shinichiro  WADA1) &  Satoshi CHIBA2)

Abstract.  The terrestrial molluscs of the oceanic islands have attracted attention as excellent model systems 
for evolutionary studies due to their endemism and high species diversity (Murray et al., 1993; Parent & 
Crespi, 2009; Chiba & Cowie, 2016). The Ogasawara Islands are typical of such oceanic islands. A number of 
endemic species have evolved in the Ogasawara Archipelago, which composed of Chichijima, Hahajima and 
Mukojima groups  (Chiba & Cowie, 2016; Wada et al., 2013).  On the other hand, the relatively new volcanic 
Iwo Islands do not show the remarkable diversification seen in the Ogasawara Archipelago. However, in 
the Iwo Islands, taxa in common with other regions that are not found in the Ogasawara Archipelago show 
morphological differentiation that seems to be an early stage of diversification, indicating that the islands have 
a unique land snail fauna. In this paper, we summarize the characteristics and current status of the land snail 
fauna of the Iwo Islands based on the findings of the South Iwo Island surveys in 2007 and 2017, and the 
North Iwo Island surveys in 2008 and 2019.

Key words:   小笠原諸島、火山列島、種分化、進化、適応
　　　　　   Ogasawara, Kazan Islands, speciation, evolution, adaptation
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・島内での分布と生息状況

　北硫黄島では海岸部から山頂にかけて広く陸産貝類の生
息が確認できるが、一部の種を除いてその分布は一定の標
高、ないし特定の場所に限られる。
　海岸部では主にトライオンノミガイ、ハタイノミガイ、トウ
ガタノミガイ属の 1種がみられ、ハタイノミガイは海岸林内
のヤエヤマオオタニワタリやバナナ葉上で高密度に生息する
ほか、沢沿いの岸壁に着生するシダ類からも少数確認でき
た。トウガタノミガイ属の 1種は石野村跡地や南部の海岸
林のガジュマルの幹や枝に数多く付着していた。
　海岸林を抜けると陸産貝類の多様性は著しく低下し、標
高 450 m付近まではトライオンノミガイがほぼ独占した。稀

にボニンキビガイが見つかる他は、雲霧帯に差し掛かった辺
りでイオウジマノミガイが少数検出されたのみであった。
　標高 450 m付近のビロウ林ではイオウジマノミガイ属の 1
種がごく局所的に生息する。生息地の中心となっているゲッ
トウ群落は 10 m× 20 m程度の狭所だが、生息密度は高い。
イオウジマノミガイやトライオンノミガイも同所的に生息して
いたほか、ボニンキビガイやオガサワラベッコウも少数確認
された。
　450 m以上の高標高地はガクアジサイやシダ類を擁する
低木の雲霧林となり、一帯で樹上種のオガサワラベッコウ
が優占した。トライオンノミガイもしばしば確認されたが、
低～中標高ほどの密度は認められない。2008年調査時には

 

表１．北硫黄島で記録された陸産貝類リスト .　

　　図１.  調査により確認された種 .
　        1. トウガタノミガイ属の 1 種、2. ハタイノミガイ、3. トライオンノミガイ、4. イオウジマノミガイ、5.  イオウ
       ジマノミガイ属の 1 種、6. ボニンキビ、7. コシタカハハジマヒメベッコウ、8. ハハジマヒメベッコウ、　9. ソメワケ
       ダワラ、10. ホソオカチョウジガイ、11. トガリオカクチキレ科の 1 種 .
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榊ヶ峰の登り口で地上性のハハジマヒメベッコウが高密度
で生息していたが、2019年調査時では同じ場所を訪れる機
会はなく、三万坪 と称される平坦地内の樹上に着生したコ
ケ類の隙間から同種が少数確認された。

・北硫黄島の陸産貝類の特色

 北硫黄島で確認されている在来種は、そのほとんどが樹上
性種となっている。地上性のホソオカチョウジガイやトガリ
オカクチキレ科の 1種は、いずれも父島や母島の農耕地や
集落跡などで見られ、北硫黄島でも海岸部の集落跡および
農地等として利用があった箇所でのみ確認されたことから、
かつて有人島であった頃に何らかの物資や苗などに紛れて
持ち込まれた移入種と考えられる。
　北硫黄島は南硫黄島と比べて海岸林が発達しており、南
硫黄島で記録のあるスナガイ類などの海岸性の地上性種が
生息するのに適した環境が多い。しかしそういった種につい
ては死殻すら確認できていない。地上性種は開拓など人為
的な影響を受けやすく、海岸部から高標高地まで地上性の
在来種が極端に少ないことは、北硫黄島における人為的な
改変の大きさを物語っていると考えられる。
　南硫黄島では標高により種多様性が変化しベル型のパ
ターンを示したが、北硫黄島においては、在来種だけでみ
ると標高に関係なくほぼ一定となり、この単調な陸貝相も過
去の人為的な改変によるものと推察される。一方、ごく局所
的に見つかる在来陸貝が散見されることから、かつての北
硫黄島は、南硫黄島に劣らず多種多様な陸産貝類が生息し
ていたことだろう。

3.南硫黄島の陸産貝類

　南硫黄島の陸産貝類は 35年前の学術調査で 3種が記録
されたのち（波部 , 1969; 1983）、2007年に行われた本格的
な陸貝調査により、13種が記録された（千葉 , 2007;千葉ほか, 
2012）。この調査で得られた未記載種と考えられた種のうち、
コダマキバサナギガイVertigo kodamaiが記載された（Nekola 
et al., 2018）。
　2017年の調査により再検討された結果、南硫黄島には 14
種の陸貝が生息することがわかっている。今のところ南硫黄
島の固有種と考えられるのは 3種であり（固有率 21.4 ％）、
確実に外来種と考えられる種は、南硫黄島からは見つかっ
ていない。
　標高 500 m付近から頂上は、種の多様性も高いうえに、
個体数も非常に多く、非常に良好な生息環境が保たれてい
る。その種構成が最も近いのは北硫黄島であるが、南硫黄
島には、500 m以上の高標高のところに、日本本土や伊豆
諸島に近縁な種が分布している点が特徴である。

・島内での分布と生息状況

　南硫黄島に生息する14種の陸貝（図 2, 表 2）のうち、高
標高地には独自性の高い群集が生息している。コダマキバ
サナギガイやナタネガイの 1種が、木性シダの葉上やススキ
上に群生している。これらは他の火山列島の島や、小笠原
群島にも生息しないものである。
　頂上付近はいずれの地点でも、陸貝の総個体密度は、1
平方メートルあたり 20匹を超えていた。林内の落葉中には、

コダマキバサナギガイのほか、ヒメコハクガイが場所によっ
て群生していた。頂上周辺では 個体数は多いものの、1地
点あたりの種数は必ずしも多くなかった。定量調査の結果
は必ずしも高い種多様性を示すわけではないものの、 緩斜
面であるため、広域にわたって詳細な調査が可能であり、
場所によっては詳細調査の結果、トライオンノミガイやボニ
ンスナガイなどもごく低頻度ながら出現する。それらの記録
を総合すると、頂上周辺の地点の記録をすべてあわせて、
11種が記録された。
　一方、海岸から中腹にかけてはトライオンノミガイやボニ
ンスナガイといった、小笠原群島や硫黄列島の他の島との
共通種がよく見られる。標高 200 m以下の地点では、ボニ
ンスナガイはレキ下に生息し、トライオンノミガイは主にタコ
ノキ葉上に生息していた。
　標高 500 m付近を中心とする中標高地点には、1地点あ
たり最も多くの種の生息が認められた。ノミガイ類の密度は
高いが、オガサワラノミガイ、ハタイノミガイが優占し、そ
の大半を占めた。ハハヒメベッコウはどの地点でも生息が認
められた。
　2017年の調査では、新たにイオウジマノミガイが発見さ
れた。オオタニワタリの葉上によく見られ、局所的ではある
が、個体数は少なくない。イオウジマノミガイは北硫黄島や
父島、母島にも分布している種であり、ハハジマヒメベッコ
ウやトライオンノミガイなどと共通の分布パターンを示して
いる。これらの種は標高 500 m付近を中心に生息しており、
中標高に分布の中心があるようである。
　ハハジマヒメベッコウは、小笠原群島や北硫黄島では地
上性だが、南硫黄島では地面だけでなく、オオタニワタリの
葉上や、タコノキの樹上でも見つかる。またエリマキガイも、
南硫黄島では場所によってオオタニワタリの葉上で見いださ
れる。
　最も高密度で広い範囲に生息するのは、ハワイマイマイ科
のオガサワラノミガイ、ハタイノミガイ、トライオンノミガイ
などのノミガイ類である。現在のところ 6種が生息すると考
えられている。このうちリュウキュウノミガイ属の 1種は、火
山列島や琉球列島でも過去に記録されたことのない種であ
り、未記載種と考えられる。

・種構成の生物地理的特徴

　南硫黄島の陸貝群集の種構成は、他の島々に比して北硫
黄島に最も近いが、現時点で南硫黄島の固有種と考えられ
る種が、依然として 3種分布することが示された点は（固有
率 21.4％）、注目すべき結果である。種構成はハワイマイマ
イ科とキバサナギカイ科、シタラ科だけで 80％以上を占め
ており、海洋島である小笠原群島と比べても著しく不調和
な種構成となっている。
　近縁種ないし同種の他地域の分布様式から生物地理的な
区分を行うと次のようになる。
(1)　東北アジアグループ：南硫黄島を特徴づける種であり、
　小笠原諸島には分布せず、本土から東北アジア地域に分
　布する北方系の種群である。コダマキバサナギガイとナ
　タネガイの 1種を含む。
(2)  小笠原グループ：小笠原群島（一部伊豆諸島の最南部
　を含む）の固有種との共通種ないしその近縁種からなる
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　グループである。ボニンスナガイ、ハハヒメベッコウマイ
　マイ、マキスジベッコウ、トライオンノミガイ、オガサワラ
　ノミガイ、トウガタノミガイの 1種である。
(3)  小笠原―大東グループ：小笠原諸島と大東諸島という、
　広範囲の海洋島に分布する種群である。イオウジマノミ
　ガイ、エリマキガイ、ボニンキビを含む。
(4)  火山列島グループ：北硫黄島や硫黄島に共通種ないし
　近縁種群が分布するが、火山列島以外には知られていな
　い種群である。ハタイノミガイ、リュウキュウノミガイの 1
　種が該当する。
(5)  広域グループ：北方ユーラシアに分布する種だが小笠原

　群島にも分布する種で、ヒメコハクが該当する。従来本
　種とされるものは同胞種を含む北方系の種群と考えられ、
　遺伝子解析が未着手のため、南硫黄島の種が小笠原群
　島のものと同種であるかは不明であり、北方由来の別種
　の可能性もある。
　これらの種を系統レベルで生物地理的な区分を行うと、
山頂域を中心に分布する高地性種、すなわち東北アジアグ
ループと広域グループは、北ユーラシアに分布する北方系で
ある。一方、海浜性種（トライオンノミガイとボニンスナガイ）
は、南太平洋に分布の中心をもつ熱帯太平洋系である。中
間域分布種すなわち、小笠原、大東、火山列島に分布する

表２.  南硫黄島の陸産貝類リスト。島内における分布タイプと生物地理グループも示す .
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   図 2.  調査により捕獲された種 .
      1. イオウジマノミガイ、2. オガサワラノミガイ、3. トウガタノミガイ属の 1 種、4. トライオンノミガイ、5. ハタイノミガイ、
   6. リュウキュウノミガイ属の 1 種、7. コダマキバサナギガイ、8. ボニンスナガイ、9. ナタネガイ属の 1 種、10. マキスジベッ
   コウ、11. ハハヒメベッコウ、12. ボニンキビ（エリマキガイとヒメコハクは示していない）.
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　島内での種分化は明瞭ではないものの、コダマキバサナ
ギガイは、いずれの地点でも、樹上性、地上性が見られた。
北海道の同種集団は樹上性で地上には見られないことから、
南硫黄島で利用ニッチの拡大と分化が生じていると考えら
れる。またコダマキバサナギガイは、南硫黄島以外では、
北海道にしか分布していないが、北海道の集団は、南硫黄
島の集団とは遺伝的には非常に近いが、殻の形が全く別の
種のように違っている。北海道では、日高、阿寒など道東
の原生的な森林に分布していて、ハルニレなどの大木の表皮
の下や、表皮の上に繁茂する地衣類の下に住んでいる。恐ら
く風や鳥に付着するなどして、北海道から南硫黄島まで運ば
れ、木性シダやススキなどが優占する環境に、独自の適応
を遂げたのであろう。
　一方、南硫黄島では頂上で北方系の種が優占し、低標
高地では熱帯太平洋系の種が優占していることは、その分
布に祖先系統の生息環境が反映されていることを示してい
る。このことは、ニッチ利用が生理的な性質に制約されて
いることを示している。このようなニッチ保守性（Wiens & 
Graham, 2005）は、生活形にも認められる。ノミガイ類や
ハハヒメベッコウなど、ほとんどの種は、地上性か樹上性か
という生活形を小笠原群島の同種と変えていない。トライオ
ンノミガイやオガサワラノミガイは、母島などではタコノキ、
オオタニワタリの葉上に特に多く生息するが、この点も南硫
黄島で共通しており、住み場所の変化は検出できない。一
般的に新しい海洋島では、定着している種が少なくニッチが
空いており、競争相手になる種が乏しく、捕食者も乏しいの
で、ニッチ開放が起こり、本土の祖先集団よりも幅広い生
活形をとると考えられている。ところが、これらの陸貝はこ
のようなニッチ開放を生じている証拠は得られず、むしろそ
のニッチ利用は、祖先集団と同一のものに制約されている
と考えられる。
　なぜ同じ島にニッチ保守性を示さず、柔軟なニッチ拡大
やシフトを生じている種がいるのか、その違いをもたらして
いる理由は明らかではない。なぜ特定の系統が適応放散を
示し、他の系統がそうした多様化を示さないのかという問題
を理解するうえで、これらのケースは鍵となる知見を与えてく
れる可能性がある。今後の遺伝子レベルの解析が、この問
題を理解するうえで必要であろう。ただし、南硫黄島におい
て、前回の調査時の状況とは大きく異なる状況が陸産貝類
相に認められ、群集構成や密度が時間的に大きく変動して
いる可能性がある。従って短期的な調査だけでは、観察さ
れたパターンの解釈を誤る危険性がある。今後の長期的な
視野に基づく調査が望まれる。

4. 硫黄島の陸産貝類

　戦場となった硫黄島では、かつては存在していたであろう
森林もほとんどなくなり、陸産貝類の生息地の大部分が消
失したと考えられる。そのため、残念ながら固有種は見つかっ
ていない。これまでに 9種の陸産貝類が確認されているが、
その半数以上の 5種が外来種となっている。残りの 4種は
広域分布種と考えられている種類である。
　硫黄島では、わずかに残っている林内に在来種が生き残っ
ているが、陸産貝類を捕食する外来生物も侵入している。
特にニューギニアヤリガタリクウズムシは、太平洋の多くの

上記 (2) ― (4)のグループの種は、北方系のエリマキガイを
除き、すべて熱帯太平洋系である。
　このような地理的起源と標高の関係は、上記の起源を別
にするグループが、異なる温度、湿度への選好性をもいっ
ており、それらが限定された標高の範囲に分布する結果で
あると判断される。ただし小笠原群島で優占する、日本本
土～琉球列島に由来するエンザガイ類、ヤマキサゴ類、キ
セルモドキ類など起源の古い系統は生息しておらず、分散
力の高さが重要な分布要因になっていると考えられる。

・南硫黄島の陸産貝類の特色

　南硫黄島の陸産貝類相の特徴は、冷帯由来の種が高標
高の地点に、熱帯由来の種が低標高の地点に優占し、標高
差 1000 mの斜面で出会い混合していることである。低標高
から高標高まで異なる環境の存在によって、陸貝の種構成
や多様性が大きく異なる。
　標高に対する種の多様性のパターンを見ると、標高 400 
m～ 700 mの中標高の地域で最大となっている。同様な中
間の標高での陸貝種数の増大を示すパターンは、キナバル
山やタンザニアの例が知られている。これらは中標高の地
域が最も陸貝の生息に適した環境であること、および高標
高地と低標高地に住む種が混じり合うことが理由であるとさ
れる（Tattersfield et al., 2006）。
　南硫黄島のケースは、それぞれの種が島内で分化した種
ではなく、他から移住してきてそれぞれの標高の範囲に定
着している種であることから、この種多様度の標高勾配は、
高地性から海浜性まで大きく4つに区分される種グループの
分布の重なり方を反映していると考えられる。種ごとに生息
可能な標高が異なっている場合、ひとつの山においてランダ
ムに種が構成された群集は、中間的な標高で種数が最大に
なるというパターン（中領域効果）を示すはずである。島の
中腹では、中間域分布種に加え、海浜性種と高地性種の分
布の末端が重なっているため、種の多様性が最大になると
考えられる。分布末端ではごく低頻度で個体が見出されるが、
これがその場所に定住しているのか、偶発的なものなのか
は不明である。ノミガイ類はメジロなどの鳥に運ばれて移動
することが知られており（Wada et al., 2012）、島内で標高を
またいだ散布が起きている可能性があり、分布末端はこの
プロセスによって維持されている可能性がある。

　小笠原群島では母島において標高と陸貝の種多様性の関
係が調べられている。母島では本来、陸貝の種多様性は標
高に対し、単純な正の相関を示していたと考えられ（Chiba 
et al., 2009）、これは南硫黄島のケースとは異なる。この違
いの理由のひとつは、母島の標高が 460 mしかない点であ
ろうが、もうひとつの理由は、母島の場合、標高勾配を創り
出している種の多くが、母島で種分化した種であるという点
である。母島では湿度が高く、陸貝の生息にとって好適な
高標高地で種分化が起こった結果、正の標高勾配が形成さ
れたと考えられる。一方、南硫黄島のように島の形成が新し
く、島内で十分な種形成に至っていない場所では、移住定
着した種が、その故郷の生息環境と類似した環境にかなり
限定されて分布する結果、中領域効果があらわれて、種多
様性が標高に対しベル型のパターンを示すと考えられる。
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島で固有の陸産貝類を減少させている。小笠原群島の父島
でもこのプラナリアが侵入して、貴重な固有の陸産貝類がほ
とんど消滅した。硫黄島の過酷な歴史を生き延びた陸産貝
類は、今では外来捕食者の脅威に晒されている。
　在来種のトライオンノミガイ、ボニンキビガイ、ボニンス
ナガイは小笠原諸島の全域に広く分布している。ハタイノミ
ガイは硫黄列島の固有種で、北硫黄島と南硫黄島にも生息
している。ハタイノミガイが属するリュウキュウノミガイ属は、
沖縄諸島や八重山諸島、大東諸島に近縁種が分布している。
しかし小笠原群島（父島や母島）ではリュウキュウノミガイ
属は見つかっていない。小笠原群島と硫黄列島で共通種が
いる一方、、小笠原群島とは縁のないグループが沖縄にいる
など、その生物地理的な理由は不明であるが、マリアナ諸
島との関係も考えられ、今後の比較研究が必要である。

謝辞

　本研究を行うにあたり、東京都、東京都立大学、日本放
送協会による調査の機会を得た。本稿の執筆にあたり、平
野尚浩氏（東北大）には情報提供とともに、同定に際して
御助力いただいた。山崎大志氏（東北大）には遺伝子解析
およびコダマキバサナギガイの北海道集団の調査に御協力
いただいた。最後に南硫黄島、北硫黄島調査隊の全隊員お
よび隊のサポートをいただいたすべての方々に厚く御礼申し
上げる。

引用文献

千葉　聡 , 2007. 南硫黄島の陸産貝類相．小笠原研究 , (33): 
145–154.

千葉　聡・和田慎一郎 , 2008. 北硫黄島の陸産貝類相 . 北
硫黄島動物調査報告書 , pp. 51–59. 東京都 .

Chiba, S., I. Okochi, T. Obayashi, D. Miura, H. Mori, K. 
Kimura, & S. Wada, 2009. Effect of habitat history and 
extinction selectivity on species richness pattern of an 
island snail fauna. Journal of Biogeography, (36): 1913–
1922.

千葉　聡・和田慎一郎・森　英章 , 2012. 小笠原諸島母島に
おける陸産貝類の現況とその価値について . 小笠原研究
年報 , (35): 1–16.

Chiba, S., & R. H., Cowie, 2016. Evolution and extinction of 
land snails on oceanic Islands. Annual Review of Ecology, 
Evolution and Systematics, (47): 123–141. 

Cowie, R. H, 1995. Variation in species diversity and shell 
shape in Hawaiian land snails: in situ speciation and 
ecological relationships. Evolution, (49): 1191–202.

波部忠重 , 1969. 小笠原諸島の貝類．遺伝 , (23): 19-25．
波部忠重 , 1983. 南硫黄島の陸産貝類．環境庁自然保護
局編 , 南硫黄島原生自然環境保全地域調査報告書 , pp. 
383–384．財団法人日本野生生物研究センター , 東京 .

黒田徳米 , 1930. 小笠原島の陸産及び淡水産貝類 . 日本生物
地理学会報 , (1): 195–204.

Liew, T. S., M. Schilthuizen, & M. B. Lakim, 2010. The 
determinants of land snail diversity along a tropical 
elevational gradient: insularity, geometry and niches. 
Journal of Biogeography, (37): 1071–1078.

Murray, J., B. Clarke, & M. S. Johnson, 1993. Adaptive 
radiation and community structure of Partula on Moorea. 
Proceedings of the Royal Society London B, (252): 205–211.

Nekola, J. C., S. Chiba, B. F. Coles, C. A. Drost, T. Proschwitz 
& M. Horsák, 2018. A phylogenetic overview of the genus 
Vertigo O. F. Müller, 1773 (Gastropoda: Pulmonata: 
Pupillidae: Vertigininae). Malacologia, (62): 21–161.

Parent, C. E. & B. J. Crespi, 2009. Ecological opportunity 
in adaptive radiation of Galapagos endemic land snails. 
American Naturalist, (174): 898–905.

Tattersfield, P., M. B. Seddon, C. Ngereza, & B. Rowson, 
2006. Elevational variation in diversity and composition of 
land-snail faunas in a Tanzanian forest. African Journal of 
Ecology, (44): 47–60.

Wada, S, K. Kawakami & S. Chiba, 2012. Snails can survive 
passage through a bird’s digestive system. Journal of 
Biogeography, (39): 69–73.

Wiens, J. J. & C. H. Graham, 2005. Niche conservatism: 
integrating evolution, ecology, and conservation biology. 
Annual Review of Ecology, Evolution and Systematics, (36): 
519–539.

和田・千葉



65

硫黄島のハ虫類

　海洋島は、大陸から離れた島々であり、ハ虫類は、ウ
ミガメ類・ワニ類など海棲種を除けば、そこへの直接の
拡散は困難で、陸生種は流木などにより偶発的に漂流分
散したと考えられている。小笠原諸島全体では、在来の
陸生ハ虫類は 2種類に限られ、トカゲ科のオガサワラト
カゲ Cryptoblepharus nigropunctatus,とヤモリ科のミナミ
トリシマヤモリPerochirus atelesである。現在、その他
3種のトカゲ類（グリーンアノールAnolis carolinensis、オ
ガサワラヤモリLepidodactylus lugubris、ホオグロヤモリ
Hemidactylus frenatus）とヘビ 1種（ブラーミニメクラヘ
ビ Ramphotyphlops braminus）が父島や母島等に分布す
るが、これらは、明治の入植以降に、人間活動に伴って
持ち込まれた外来種とされる。
　硫黄列島におけるハ虫類調査は、南硫黄島においては
1982年、2007年、2017年と 3回実施されているが（千石 , 

  小笠原自然文化研究所
  〒 100-2101 東京都小笠原村父島字西町
  Institute of Boninology, Nishimachi, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 
  100-2101, Japan
  堀越和夫 : hori@ogasawara.or.jp

1983; 堀越 , 2008;川上・村上 , 2018）、北硫黄島と硫黄島に
おいては限定的な目視観察の記録に留まっている（川上・飴
田 , 2020）。硫黄列島における陸生ハ虫類はトカゲ類 4種に
限られ、各島の分布状況を表 1に示した。

オガサワラトカゲ（固有種; 図 1）
　オガサワラトカゲ属 Cryptoblepharusは、太平洋・インド
洋にかけて地理的に分布が拡大している種類で、2007年に
新たな分類学的研究で 54種に整理された (Horner, 2007)。
　この結果、オガサワラトカゲは、それまで広域分布種の１
亜種とされてきたが、小笠原諸島の固有種と見なされた（環
境省 , 2014）。分布は、硫黄列島、小笠原群島（聟島列島、
父島列島、母島列島）、南鳥島とほぼ諸島全域におよぶ。
これらの島々のオガサワラトカゲの遺伝子分析によれば、島
間でも遺伝的に分化しており、硫黄列島では、南硫黄島と
北硫黄島では遺伝子型が異なり、南硫黄島集団は母島列島

Res. Rep. Kanagawa prefect. Mus. Nat. Hist. 2022, (17), 65-68.
神奈川博調査研報（自然）2022, (17), 65-68.

硫黄列島のハ虫類

Reptiles in the Iwo islands

堀越和夫

Kazuo HORIKOSHI

Abstract.   For terrestrial reptiles, two native species of lizards (Cryptoblepharus nigropunctatus, Perochirus 
ateles) , two alien species of lizards (Lepidodactylus lugubris, Hemidactylus frenatus) are recorded in the Iwo-
Islands.

Key words:   ハ虫類相、硫黄列島、オガサワラトカゲ、ミナミトリシマヤモリ、　オガサワラヤモリ
　　　　　　Reptile fauna, Iwo Islands, Cryptoblepharus nigropunctatus, Perochirus ateles, Lepidodactylus 
　　　　　　lugubris

科名・種名 学　名 分布　 南硫黄島 硫黄島 北硫黄島

　トカゲ科

　　オガサワラトカゲ Cryptoblepharus nigropunctatus 固有種 〇 ？ 〇

　ヤモリ科

　　ミナミトリシマヤモリ Perochirus ateles 在来種 （広域分布） 〇 × ×

　　オガサワラヤモリ Lepidodactylus lugubris 外来種 （広域分布） × 〇 〇

　　ホオグロヤモリ Hemidactylus frenatus 外来種 （広域分布） × 〇 ？

表 1.　硫黄列島に分布するハ虫類一覧．
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図 1.　南硫黄島のオガサワラトカゲ . 図 2.　南硫黄島のミナミトリシマヤモリ .

図 3.　オガサワラヤモリ . 図 4.　ホオグロヤモリ .

や南鳥島集団に近縁で、北硫黄島集団は父島列島集団に近
縁と報告されている。この特異的な分布は、各島の形成時
期の違いや、小笠原諸島周辺に定常な海流がないことが複
雑に絡んでいると考えられている（Hayashi et al., 2009）。
　オガサワラトカゲは茶黒色の光沢のある鱗で覆われた細
長い体型で、全長は 13 cmほどになる。昼行性で、昆虫が
主要な餌となっている。小笠原諸島全体では、森林、草地、
岩場など幅広い環境に生息する。
　南硫黄島および北硫黄島では、海岸の岩場や裸地、森林
内の樹上や地上など様々な環境で観察されている。観察範
囲は、南硫黄島では海岸から標高 660 mまで、北硫黄島で
は海岸から標高 470 mとなっており、両島とも島の約半分
の高さまでの範囲となっている (川上・村上 2018; 川上・飴田 , 
2020)。硫黄島においてハ虫類調査は実施されておらず、そ
の生息状況は明らかではない

ミナミトリシマヤモリ（在来種; 図 2）
　全長 19cmになる国内最大級の大型ヤモリで、その分布
は狭く、国内では小笠原諸島の最東端の南鳥島と硫黄列島
の最南端の南硫黄島の 2箇所に、国外ではミクロネシアに
限られている。南鳥島では 1903年頃には多数見られていた
が、1952年以降の調査では記録がなく、絶滅した可能性が
ある。ミクロネシアでも、外来ヤモリ類との競合や、ネズミ
やネコ等による捕食により減少していると考えられ、IUCN
のレッドリスト（VU）に選定されている（環境省自然環境局 , 
2014）。

　南硫黄島は、分布の北限にあたるが、外来種の定着して
いない自然環境が維持されている重要な生息地となってい
る。生態は殆ど不明だが、南硫黄島では、岩場の海岸から
標高 300 mの森林まで観察されており、胃内容からは、ハ
エ類、鱗翅類、花粉と思われる摂取物が見つかっている。
筆者の海岸林での夜間観察では、樹上で開花しているセン
ダンの周辺に集まっており、飛来する昆虫類を捕食していた
と考えられる（堀越 , 2008）。

オガサワラヤモリ（外来種; 図３）
　太平洋・インド洋に広く分布する全長 7cmほどの小型ヤモ
リで、日本は分布の北限となり、琉球列島の南部、大東諸島、
小笠原諸島に生息する。和名がオガサワラヤモリとされるが、
自然分布は大東諸島の個体群だけで、小笠原諸島と琉球列
島は国外から移入したと考えられている（環境省自然環境局 , 
2014）。小笠原諸島では小笠原群島（聟島列島、父島列島、
母島列島）、硫黄島と北硫黄島、南鳥島と大変広いエリア
で確認されている。メスのみで単為生殖する種で、形態的・
遺伝的に異なる複数のクローンが知られており、小笠原諸
島では 2倍体と 3倍体が確認されていいる。硫黄島で分析
された標本は 1個体に限るが、2倍体のもので、ハワイや南
太平洋で報告されているタイプとのことであった（Murakami 
et al., 2015）。

ホオグロヤモリ（外来種; 図４）
　太平洋・インド洋に広く分布する全長が 13cmほどのヤモ

堀越
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リで、完全な尾には棘状の突起が輪状に並ぶ。原産地は不
明らしく、国内では琉球列島、大東諸島、そして小笠原諸
島に定着している（国立環境研究所 , 2011)。小笠原諸島内
では、少なくとも父島列島の父島と兄島、母島列島の母島、
南鳥島、硫黄島で記録されている。オガサワラヤモリと違い、
有性生殖で繁殖する。父島では集落地区で夜間に良く観察
されるが、硫黄島での生息状況は不明である。ミナミトリシ
マヤモリの生息地であるミクロネシアでは、外来種のホオグ
ロヤモリが侵入すると競合種となるとのことで（国立環境研
究所 , 2011)、南硫黄島に侵入させてはいけない要注意なヤ
モリ類と考える。

ウミガメ類

　小笠原諸島は北西部太平洋地域でのアオウミガメの重要
な産卵場になっている。しかし、硫黄列島の 3島においては、
これらウミガメ類の繁殖記録はない。南硫黄島は転石から
なるゴロタ浜に限られ、北硫黄島もウミガメ類が産卵のため
に掘れる砂浜はない。硫黄島には広い砂利浜が見られるが、
活火山として島全体の隆起が続いており、浜辺においても
地温がウミガメ卵が発生できる温度以上に高くなる環境であ
り、これまで上陸は記録されていない。

まとめ

　硫黄列島において、南硫黄島は外来ハ虫類が侵入してい
ない状況が維持されており、ミナミトリシマヤモリの生息地
としては、国際的に見ても重要な生息地になっており、その
保全価値は大変高い。北硫黄島および硫黄島には、外来ヤ
モリ類が既に侵入している。ヤモリ類は物資に紛れ込みや
すい種類であり、今後も南硫黄島における上陸作業では、
物資などの細心の検疫体制が必要と考える。
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はじめに

　オガサワラオオコウモリPteropus pselaphonは、小笠
原諸島唯一の固有哺乳類で（Yoshiyuki, 1989）、同諸島内
では、父島列島、母島列島、硫黄列島（火山列島）に分
布する（黒田 , 1930; 鈴木・稲葉 , 2010）。
　硫黄列島では南硫黄島、硫黄島、北硫黄島で記録があ
る（黒田 , 1940; 石井 , 1982; 蓮尾 , 1969）。国指定天然記
念物（昭和 44年指定）であり、環境省レッドリストでは
絶滅危惧ⅠB類（EN）等に指定され、個体群の小ささから、
近い将来における野生での絶滅が危惧されており、2009
年には種の保存法により国内希少野生動植物種に指定さ
れている。
　有人島を含む小笠原群島（父島列島及び母島列島）の
個体群では、農業被害防除による絡まり事故や、繁殖ね
ぐら域の開発、外来ネズミ類との餌の競合等が生存を脅
かす要因になっている（鈴木・稲葉 , 2010）。
　小笠原群島から180～ 300㎞離れた硫黄列島のオガサ
ワラオオコウモリ（以下オオコウモリ）は、地理的分布上
も重要な個体群である。また、硫黄列島 3島は、島ごと
に、自然環境にも大きな特色を持っている。オオコウモ
リにとっても、これらの生息条件の違いは大変に興味深
い。しかし、定期航路がなく、南北硫黄島は無人島であ
り、硫黄島は一般住民のいない自衛隊のみの基地の島で
あることなどから、オオコウモリの生息情報は限られてお
り、生息実態には不明な点が多かった。本報告では、著
者らによる過去の調査（稲葉 , 2001; Okada et al, 2014; 鈴
木ほか , 2008; 鈴木ほか , 2010; 鈴木ほか , 2012; 鈴木ほか , 
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2014; 鈴木ほか , 2017;鈴木 , 2019; 鈴木ほか , 2019;東京
都環境局 , 2008）から、硫黄列島のオオコウモリのの生
息状況についてレビューする。

生息地としての硫黄 3島の特徴

　南硫黄島は、3.54㎢の非常に小さな島であると同時に、
伊豆諸島～小笠原諸島で最高峰の標高 916 mを有する山
岳島である。また、漂着以外に人の定住記録がなく原生
自然が残る世界的にも希有な海洋島で、オオコウモリに
とっても原生的な生息状態が保存されている。
　北硫黄島は、面積が南硫黄島の約 1.6倍の 5.64㎢で、
同様に標高 792 mを有する山岳島である。南硫黄島と双
子のように相似した島であるが、1900年代の約 50年の入
植期間を経て、自然環境は大きく変容した。オオコウモリ
にとっての、原生の島における一時的な入植が生息状況
に与える影響を観察できる環境となっている。
　硫黄島は最大標高が 161 mと低いが、小笠原諸島最大
の 27.73㎢を誇る。広く平らな島であり、過去に最も栄え
た開拓地であるが、同時に、第二次世界大戦で島全体が
破壊されるほどの改変を受けた島であり、現在の自然環
境のほとんどは、戦争後に再生した二次的自然である。
また、硫黄 3島の中で最も活発な火山活動が見られ、現
在も隆起が続いている。

生息状況

　南硫黄島では過去の調査から、100頭規模の個体群が
確認されている。非常に急峻で、海食崖や崩壊地が発達
し、物理的に植生の被覆可能な面積が限られており、オ
オコウモリの生息許容量も、これまでに確認されている
100頭程度と推定されている。  

Res. Rep. Kanagawa prefect. Mus. Nat. Hist. 2022, (17), 69-74.
神奈川博調査研報（自然）2022, (17), 69-74.

硫黄列島のオガサワラオオコウモリ

Bonin Flying Fox of the Iwo Islands 

鈴木　創

Hajime SUZUKI

Abstract.  The Bonin Flying fox (Pteropus pselaphon) is the only mammal endemic to the Ogasawara 
Islands. The Iwo Islands is an important habitat. The Iwo Islands are far away and there is a lack of 
information on the flying foxes that live there. Reviewed previous information on the flying foxes of the Iwo 
Islands.

Key words:   　 オオコウモリ、固有種、飛行形態、体色
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　台風の常襲地域であるため、常に絶滅や大幅減少などの
危険を抱える個体群となっている （表 1）。
　北硫黄島では過去の調査から、数十頭規模が生息すると
推定されている。南硫黄島同様に、海食崖や崩壊地の発
達で、物理的に植生の被覆可能な面積は限られるが、南硫
黄島にはない発達した谷地形と流水環境を持ち、自然環境
の多様性は高い。南硫黄島との単純な面積比からは、少な
くとも 150頭以上、さらに多様な環境条件を加味すれば、
200頭以上が生息していても不思議はない。しかし、現状
は、極めて小規模な生息規模となっている。その要因として
は、入植により移入した外来ネズミ類による影響が考えられ
る （表 1）。
　硫黄島では過去の調査から、数十頭規模の生息と推定さ
れている。戦争によってオオコウモリを含めた自然環境には
深刻なダメージがあったと考えられる。しかし、諸島最大の
平地に、戦後 70年以上が経過して 2次的な自然環境が成
立している条件下においても、生息規模は極端に小さくなっ
ている。この要因としては、現在同島に生息している、外来

ネコ及び外来ネズミ類による影響が考えられる（表 1）。

形態的な特徴

　主要な生息地である小笠原群島では、オオコウモリの体
色は、白銀色、褐色、黄褐色などの毛が混交するが、全体
としては黒色である。硫黄島と北硫黄島の個体群の体色は、
小笠原群島と同じ黒色であるが、南硫黄島の個体群の体色
は明るい赤褐色であった（図 1）。また、南硫黄島では自力
行動できない乳幼獣の体色は黒色であったことから、成獣
で観察される赤褐色は、後天的な変化によることが明らか
になった。南硫黄島個体群の特徴的な体色は、次項で述べ
る 3島の行動特性の違いによるものと考えられる。
　硫黄列島のオオコウモリに共通な外部形態上の特徴のひ
とつに歯牙の著しい摩耗がある（図 2）。小笠原群島では、
高齢個体のみで見られるような激しいすり減り方で、特に南
硫黄島では、まだ若いと思われる成獣でも顕著である。基
本的に餌資源が乏しい硫黄 3島では、まだ堅い未熟な果実
を、積極的に日常利用することが大きな要因と考えられる。

生息域改変 絡まり事故 ネコ(捕食） ネズミ(餌競合）

北硫黄島 数十頭 5.57 1.6 なし なし なし ○

硫黄島 数十頭 23.73 6.7 ○開削 ○ ○ ○

南硫黄島 100頭程度 3.54 1 なし なし なし なし

現在ある生存への脅威

生息規模 面積(㎢) 面積比 人為 外来動物

表 1.　硫黄列島におけるオガサワラオオコウモリの生息規模と脅威 .

　　図１.　オガサワラオオコウモリの島毎の体色の差異 .
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行動的な知見

　オオコウモリ類は夜行性の飛行動物であり、小笠原群島
のオオコウモリも、日中は休息し、夜間活発に活動している。
　硫黄島、北硫黄島の個体群では同様に夜行性動物として
の行動が観察されているが、南硫黄島の個体群では、夜間
行動と共に、日中にも活発な行動が観察された（図 3）。こ
の南硫黄島で顕著な日中行動に伴う日焼けによる脱色によっ
て、黒色の体毛が赤褐色化しているものと考えられる。
　南硫黄島のオオコウモリが日中も活動する理由としては、
限られた餌資源による慢性的な餌不足に加えて、同島の大
繁殖地へ飛来、飛去する、おびただしい海鳥類により、夜
間の飛行時間や行動に制約を受けている可能性が示唆され

ている。
　硫黄列島に特異な飛翔行動として、南硫黄島や北硫黄島
で観察された滑空飛行がある。これは、洋上の山岳島で顕
著な上昇気流や高度差を積極的に利用した全島に及ぶ飛行
方法であり、小笠原群島で観察される滑空とは、頻度、スケー
ルともに全く異なっていた。羽ばたきによる水平移動は極力
行わず、垂直方向の上下動を組み合わせることで、島の隅々
まで最少のエネルギーですばやく到達することを可能にする
移動術となっていた（図 4）。

食性の知見

　これまでオオコウモリでは、31科 42属 105種の植物と昆
虫 1種が餌として記録されている。本種との関係が深いタコ
ノキは、硫黄列島においても果実、花が主要な餌になって
いると考えられる。また、小笠原群島では見えにくい、固有
樹木を積極的に利用する姿も外来種の影響のほとんどない
南硫黄島ではよく観察される。さらに、島の面積が非常に
小さく、植物の多様性が低い南硫黄島では、同一の植物で
も、標高差や斜面方位により、生じる開花、結実状況の多
様性を積極的に利用しているものと考えられた。その代表
種が海岸から山頂部まで生育し資源量の多いタコノキであ
り、同様な餌利用を可能にしているのが、発達した滑空飛
行であると考えられる。
　なお、硫黄列島における新たな知見として、オオタニワタ
リ、オガサワラモクマオ、ススキなどの草本類の葉の利用
が確認された。餌資源及び植物多様性の少ない南北硫黄島
で、餌が不足する時期や台風や干ばつによる植生被害時の
食いつなぎの餌として機能している可能性が考えられる。

遺伝的な知見

　これまでの遺伝的な調査から、硫黄列島のオガサワラオ
オコウモリと、小笠原群島（父島、母島）のオオコウモリは
近年の交流がない独立した集団であり。かつ、硫黄列島内
の 3島でも、ほぼ交流がないことが明らかになった。これは、

　図 2.　島によるオオコウモリの歯の差異（左：摩耗した南硫黄の個体；右：摩耗の少ない父島の個体）.

図 3.　日中に飛行する南硫黄島のオガサワラオオコウモリ .
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小笠原群島から硫黄列島までの移動行動や、遺伝的な交流
が明らかになったアカガシラカラスバト等とはまったく異な
る結果であり、それぞれの小さな島の中だけで、各個体群
が存続しているという、驚くべき結果であった。このことは、
オガサワラオオコウモリは、島毎に保全をしなければならな
いことを示している。

まとめ

　オガサワラオオコウモリは、小笠原諸島に現存する唯一
の固有哺乳類である。その希少性とともに、食植性の飛行
動物として採餌行動を通じて、花粉媒介や種子散布を担う、
小笠原の固有な森林生態系の維持や再生に欠かせない生物
である。
　硫黄列島は、3島 3様の歴史を有し、その結果、特徴の
大きく異なる自然環境を持つに至った。南硫黄島には、原
生自然が残っているため、本来の小笠原の森林生態系にお
けるオオコウモリの役割が保存されている。このため、オオ
コウモリを含む南硫黄島の森林生態系は、今後の小笠原諸
島の森林修復や、生態系再生になくてはならない情報が残
される貴重な場所であり、未来に残す必要がある。
　また、近年の遺伝的な研究から飛行動物であるオガサワ
ラオオコウモリが、島ごとに独立した集団であることが明ら
かになり、島毎の地域個体群の希少性、重要性が更に高く
なっている。硫黄列島は、台風常襲地域で、近年火山活動

も活発化しており安定的な生息環境とは言えず、南硫黄島
を含む各島の個体群は、常に絶滅や激減する危険がある。
中でも、現在数十頭と推定される北硫黄島、硫黄島の個体
群は、ごく近い将来絶滅しても不思議でない極めて厳しい
状況にあり、一刻も早く地域個体群保全の検討が開始され
ることを切望する。
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